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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０




　青せい天てんの霹へき靂れきという言こと葉ばがある。

　霹靂とは雷かみなりのことで、それまで晴天だったところに突然雷が生じる現げん象しようから転じて、あまりに突然でびっくりする変動・事件やその衝しよう撃げきということを意味しているらしい。いやそりゃあ少し前まで晴れ空だったところにいきなり雷が落ちたりすれば驚おどろくのは当たり前だと思うがな。

　まあそれはともあれ、今現在の俺の心しん境きようを表すのにこれほど適てきした言葉は存そん在ざいしないだろう。

　なぜなら。

「天あま宮みや椎しい菜なです。天気の天に宮城県の宮、椎の木の椎に、菜っ葉の菜って書きます。趣しゆ味みはピアノと薙なぎ刀なたで座ざ右ゆうの銘めいは『先せん手て必ひつ殺さつ』。よろしくっ！」

　教きよう壇だんに立ち、興味深げに教室を見回しながら笑え顔がおでそう自己紹介をしている転校生。

　十月にあるまじきここのところの暑さで俺のメガネにヒビが入っているんじゃなければ、あれはどう見ても椎菜だ。

　天宮椎菜。

　二ヶ月前の夏休みにロンドンでぶつかって、つい十日ほど前にアキハバラでぶつかった女子。

　だがその椎菜が何だって目の前に、しかも転校生として立っているのか……それがさっぱり分からん。いやまあ転校生としてここにいるんだから当然転校してきたんだろうが、その現実にうまく俺の安物スポンジケーキライクな脳ミソが付いてこないんだよ。まさに「あまりに突然でびっくりする事件」そのものである。うーむ……

　そんなタヌキに額ひたいをデコピンされたような気分で教壇を眺ながめていると、

「……ん、あれ？」

　たまたまこっちに目を向けていた椎菜と、ばっちり目が合った。

「……」

「……」

　しばしの沈ちん黙もく。

　そして、

「あー、裕ゆう人とだ！」

　俺の顔を指差して、椎菜が嬉うれしそうに叫さけんだ。

「うん、やっぱり裕人だよね？　えー、何でどうして、何で裕人がこんなところにいるの？」

「あ、いや」

　どうしても何もここは俺のクラスなんだが……

「え、もしかしてここって裕人の通う学園なの？　で、ここは裕人のクラス？　ここにいるってことはそういうことだよね？　へー、すごい偶ぐう然ぜん！　こんなことってあるんだー」

　教きよう壇だんの上から大きな声でそう呼よびかけてくる椎しい菜な。

　それを受けて、

「……何だ綾あや瀬せのやつ、どうしてあんなに親したしげに話してやがるんだ？」

「まさか春はる香か様だけじゃなくてあのかわいい転校生にまで手を……？」

「この万年発情ヤロウが……」

　教室中の視し線せんが怒ど髪はつしたハリセンボンのように俺に集中する。う、いてぇ……。チラリと窺うかがうと、右斜ななめ後こう方ほうからは春香もぽかんとした顔で俺と椎菜の顔を見比べていた。

「あ～……なんか知らないけど裕ゆうくんの知り合いみたいね……」

　と、それまで静かだった由ゆ香か里りさんがどうでもよさげにうめくような声を出した。

「いえ、知り合いというか……」

「だったら席は裕くんの隣となりに座すわってちょうだい……。というかもう考えるのが面めん倒どうなんでそのヘンは適てき当とうにしちゃって……」

　そんなことを言うと、いまだ前日の春香の誕生日パーティーでのアルコールを引きずるセクハラ音楽教師（最悪である）は、気だるげに教きよう卓たくに突つっ伏ぷした。いや面倒ってあんた。

「え、えっと、裕人の隣って……」

　一方の言われた椎菜も椎菜で戸と惑まどっているようだった。

「そこ、だよねー……？」

　俺の隣に目をやりつつ、高い準じゆん備び金きんを支払って登とう録ろくした芸能事務所が実じつ在ざいしなかったことを発見した女優志し望ぼうの女の子みたいな顔で首をひねっている。

　まあしかしそれも当然といえば当然だな。

　なぜなら窓まど際ぎわであるところの俺の右隣には、すでにして朝あさ比ひ奈なさんという女子が座っているんだから。

「ほら～、早くして……」

　戸惑う椎菜に、教卓から顔も上げずに急せかしてくるセクハラ音楽教師。

　これは意訳すればつまりそのヘンはこっちで適当に調整しろってことなんだろう。相変わらず言こと葉ばが足りなすぎるというか大おお雑ざつ把ぱなことこの上ないが、このアホ教師のそういうアレな性格についてはクラスメイトたちもよく了解しているようだった。

「じゃあ私、一個後ろにずれますね」

「あ、だったら私たちも」

　朝比奈さんを始めとして、隣の列の女子たちがそれぞれ一個ずつ席を後ろにずれていく。見事な連れん携けいプレー（？）で、あっという間に椎菜のための席が空あけられた。

「う、うーん、いいの、これ？」

　何となく申し訳なさそうに俺の顔を見る椎菜。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだろ。てかこれくらいのことを気にしてたらここじゃ負けだ」

　担任が自分探さがしリリカル世界史教師で副担任がいいかげんセクハラ音楽教師で、さらには『三さん馬ば鹿か』や『狂きよう犬けん』、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』などの良くも悪くも個性的な人員を抱かかえるこのクラスにおいては、他では有あり得えないイレギュラーな事じ態たいなど割わりと日にち常じよう茶さ飯はん事じなのである。

「そ、そうなんだ。──ごめんね、迷めい惑わくかけて」

「あ、いいですいいです、そんな」

「ううん、ありがとう」

　朝あさ比ひ奈なさんたちに笑え顔がおでお礼を言って、椎しい菜なは空あいた席（俺の隣となりである）に座すわった。

「それじゃ、改めてよろしくね、裕ゆう人と」

「ああ」

　椎菜の言こと葉ばにうなずく。

「はい……それじゃ椎菜ちゃんの紹介も終わったところで他の連絡事じ項こうを伝つたえます……」

　由香里さんが濁にごった声でそう言った。

「まずは来週から遅ち刻こく取とり締しまり週間に入るので普ふ段だんから遅刻しがちな人は正門から登校せずに裏門から来るようにしてください……。それに伴ともない持ち物検けん査さとかも行われる可か能のう性せいもあるので気を付けるように……。また最近、校内で隠かくし撮どり及びパパラッチが出しゆつ没ぼつしているという話があります。体育の時間や放課後の部活の時間などが特に狙ねらわれやすいということなのでみんなも注意してください…………美人なおねいさんもサービスショットやお約やく束そくのポロリを狙われないように気を付けないと……おえっ」

　青い顔でそんなことを言う由香里さん。気持ち悪いんならムリして余よ計けいなことを言って胃い腸ちようを刺し激げきしなきゃいいのにな。

「連絡事項は以上です……ですがそれに加えて、今日は残りの時間を使って文化祭実行委員を二人決めないといけません……」

　その言葉に、それまでざわざわと騒さわがしかった教室内が途と端たんにしーんと静かになった。

「文化祭実行委員はその名の通り約一ヵ月後に控ひかえた文化祭に向けて色々と準じゆん備びなどを取り仕切る重要な役職です…………だれかやりたい人はいませんか？　自じ薦せん他た薦せんは問わないのでやりたい人がいたらどんどん手を挙あげちゃってください……」

「……」

　沈ちん黙もく。

　だれも皆、面めん倒どうな実行委員の仕事など自分から進んでやりたくはないのである（俺も含ふくめて）。

「……いませんか～？　……やりがいがあって周まわりから尊そん敬けいされて社会のためになる、とっても楽しくステキな仕事ですよ～……」

「……」

　やはり沈黙。

　というかそんなどこかの胡う散さん臭くさい仕事紹介（表向きはクリーンで給料もいいが実は非ひ合ごう法ほう、とか）みたいな紹介をされてもだれも手を挙あげるわけがない。

　何となく互たがいの顔をちらちらと見合うような微び妙みような空気が漂ただよう。

　そのまま三分ほどが経けい過かし、

「……あ～、ダメ、もう限げん界かい…………うぷっ」

　何かに耐たえかねたのか、由ゆ香か里りさんが教きよう卓たくの上でもぞりと動いた。

「こうなったらもうだれでもいいわ……早く決めないとおねいさんの身体がもたないもの……ここはだれかよさそうな子を適てき当とうに見み繕つくろって…………そうね、椎しい菜なちゃん、やらない？」

「え、あたしですか？」

　突然の指名に、椎菜が目を丸くする。

「でも、転校してきたばっかりなのに……」

「……うん、だからこそよ～……ええとほら……転校してきてすぐだからクラスに馴な染じむためにはこういう仕事をやった方がいいでしょ……？　クラスの雰ふん囲い気きもつかめるし、それに学校のこともよく分かるし……。…………間ま違ちがっても、これ以上時間をかけられるとリバースしてきて何かが産うまれそうだとか、さっさと終わらせてゆっくり寝ねたいから適当に決めちゃおうだとかじゃないからね……うっ」

　一いつ瞬しゆん白目をむく二ふつ日か酔よい女教師（二十三歳独身）。

「……」

　……いや間違いなく後こう者しやが本ほん音ねだろ。

　いつもダメ人間なセクハラ音楽教師は、それに輪わをかけて今日はいつもの三倍増ましで本当にダメ人間だった。

「うーん、文化祭実行委員かぁ……」

　そんなダメ人間がダメ思し考こうの末に出したダメ意見に、椎菜は真ま面じ目めに考え込んでいるようだったが、

「──分かりました。あたし、やります」

　やがて顔を上げ、そう言った。

「椎菜？」

「うん、センセイの言う通り、早くクラスに馴染むにはこういう学校行事に積極的に参加した方がいいですもんね。それにけっこう楽しそうですから！」

　明るい声でにっこりと笑う。

「さすが椎菜ちゃん、偉えらいわ～……うん、おねいさんは感動しました……。じゃ一人目は椎菜ちゃんで決定ね……………あ、ちなみに後の一人は椎菜ちゃんが決めちゃっていいわよ…………ん、でも転校してきたばっかりだからだれがだれだかなんて分からないか……だったら──」

　微妙に顔を起こし教室内を見回した後に、死んだサバのように濁にごった目でこっちを見る。

　何だが、すげぇヤな予感がした。

「裕ゆうくんでいいわね……よく分かんないけど椎しい菜なちゃんと知り合いみたいだし、部活とかもやってないから毎日ぶらぶらと犬のふぐり（野草の名前）みたいにヒマそうだしね～……」

「……」

　失礼かつ微び妙みように下ネタなことを言いやがる。

　つーか部活をやってないとはいえ、毎日毎日あなたやその親友（我が姉）の世せ話わがあるからこれっぽっちもヒマじゃないんだがな。

「椎菜ちゃんも、裕くんならいいわよねー……？」

「え？　でも……」

「はい、じゃ決まりね……というわけで、文化祭実行委員はめでたく椎菜ちゃんと裕くんで決定しました……みんなもいいですね？」

　異い議ぎなーし！　との声とともに周まわりからパチパチと拍はく手しゆが巻まき起おこる。

　いや、俺の意見とかそういうもんはまったくもってスルーなのか……？

　そんな心中の抗こう弁べんも虚むなしく、

「……それではこれでロングホームルームを終わります。……あとは自習にしますので、適てき当とうに他のクラスに迷めい惑わくにならない程てい度どにだらだらと時間を潰つぶしていてください……私は体調が悪いため保健室で仮か眠みんを取ることにします。なのでその間に何か問題が起きたらそれは自分たちで解決して決して私の安眠をジャマしないようにしてください……ていうか、したらオシオキするから」

　最後までとことんダメ人間なことを言って、由ゆ香か里りさんは死にかけたウミウシみたいな足取りで教室を出て行った。

「はあ……」

　そのどんよりとした背せ中なかを見送りながら、なんかすげぇ疲つかれた気分でため息いきを吐ついていると、

「──ごめんね、裕ゆう人と」

　隣となりから椎菜がそう話しかけてきた。

「え？」

「なんかあたしのせいでムリヤリ文化祭実行委員にさせられちゃったみたいで……」

　ちょっとばかりすまなそうに言う。

「いや、あれは椎菜が悪いわけじゃない」

「でも……」

「あんな風に言われちゃどうしようもないだろ？　だから椎菜が気にすることないぞ」

　というかどう見ても、責任は自分がさっさと寝ねたいがために適当に押し付けたあの音楽教師にあるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「裕人……」

「それに今まで一度も委員会なんてもんはやったことがなかったからな。たまにはこういうのも面おも白しろいかもしれん」

「……ありがと。そう言ってくれるとかなり助かるかも」

　椎しい菜ながほっと安心したように笑った。

「うん、でもそうだよね、決まっちゃったものを今さらどうのこうの言ってもしかたないし……だったら、これからをどうやって楽しくやっていくかを考えた方がよっぽどいいよね」

「ああ、その意い気きだ」

「うん。よーし、がんばろうね、裕ゆう人と！」

　大きくうなずく椎菜。その笑え顔がおには、もうさっきまでの憂うれいの色は感じられない。

　まあ正直なところ文化祭実行委員なんて面めん倒どうは面倒なんだが……この常つねに前向きで真まっ直すぐでポジティブシンキングな椎菜となら、そう悪くもないかもしれんな。




　こうして、半なかばなし崩くずし的てきに文化祭実行委員をやることになっちまったわけだが。

　まさかこの『文化祭実行委員』が、後に大きな波は乱らんの要よう因いんとなろうとは、この時の俺には欠片かけらも予よ想そうすることはできなかったんだよな。
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「んー、それにしても驚おどろいたなー」

　自習の喧けん騒そうの中、椎菜が改めて俺の顔をまじまじと見て言った。

「まさか転校先が裕人と同じ学園で同じクラスで、しかも隣となりの席になるなんて。これってすごい偶ぐう然ぜんだよね？　映画みたい」

「……それはこっちもビックリだ」

　そもそもアキハバラで再さい会かい（十五秒ほど）した時もアレだったが、よもや学園で三度目の邂かい逅こうをすることになろうとはね。まあ今になって思い返してみればあの時椎菜は荷物やら生活用品やらがどうこうとか言っていたから、冷れい静せいに考えればこういう事じ態たいもあり得うると想そう像ぞうできたのかもしれんが……。いや、ムリか。

「でも良かった。転校は初めてってわけじゃないけど、ちょっとだけ不安だったんだ。やっぱり知ってる人がいると心強いものね」

　こっちを見ながら明るく笑う。ふむ、このフレンドリーが服を着て歩いているような元気娘でもそんな風に不安になったりするもんなんだな。

「あ、そだ。びっくりといえばさ、裕ゆう人とはあの時、何であんなに慌あわててたの？」

「あの時？」

　って、どの時だ？

「ほら、アキハバラで会った時。なんか闇やみ金きん業ぎよう者しやに内ない臓ぞうを狙ねらわれてる連れん帯たい保ほ証しよう人にんみたいに急いでたじゃない。せっかく会えたんだからあたしはもう少し裕人と話がしたかったのに、一いつ瞬しゆんでどっかに行っちゃうし」

「あー……」

　アレか。

　何というかアレには色々と事情があるんだが、それを説明するとものすごく長くなる＆ややこしいことになるに違ちがいない。あそこにいた理り由ゆうやら信のぶ長ながのことやらも絡からんでくるだろうし。

　口ごもる俺に椎しい菜なはさらに続けた。

「それにいっしょにいた小こ柄がらな女の子、ちらっと見ただけだったけどすっごくかわいい子だったよね。あ、もしかしてカノジョとか？　でもその割わりには歳がアレだったしなー。妹さん……にしても似にてなかったよね？　うーん、だったら──」

　サブマシンガンみたいに立て続けに畳たたみ掛かけてくる。うーむ、相変わらずアグレッシブというか何というか。

　そんな椎菜の攻こう勢せいに少しばかりたじろいでいると。

　くいっくいっ。

「──ん？」

　ふいに、後ろから制服の裾すそが引ひっ張ぱられるのを感じた。

　何だ？　まさかポルターガイスト現げん象しよう──？

　──なわけはなく、振り向くとそこには机の陰かげに隠かくれるようにして床ゆかにちょこんとしゃがみ込む春はる香かの姿すがたがあった。

「春香？」

　こんな風に自習時間に春香が俺のところまで来るなんて珍めずらしい。何かあったのか？

　尋たずねると春香はこっくりとうなずいて、

「あの、お話し中に失礼しますです。実は少しお訊ききしたいことがあって……」

「訊きたいこと？」

「はい。えと、そちらの天あま宮みやさんって、もしかしてロンドンのコンクールに出ていた──」

　何かを言いかけ、

「あ、あれ、そこにいるのって……まさかとは思うけど乃の木ぎ坂ざかさん!?」

　それよりも早く、椎菜がそう声を上げた。

「え？」

「う、うそ！　どうして乃木坂さんがここにいるの!?　え、本物だよね!?」

「いやどうしても何も」

　ここは俺のクラスであると同時に春はる香かのクラスでもあるからな。

　興こう奮ふんする椎しい菜なにそのことを伝えると、

「え、乃の木ぎ坂ざかさんも白はく城じよう学園だったの!?　すっごいお嬢じよう様だって聞いてたからてっきりどこかのハイソな女子校にでも通ってるものかと……あ、でもそう考えれば裕ゆう人とがロンドンに来てたのも納なつ得とくできるか。クラスで応おう援えんに来てたんだよね？」

「あ、あー、まあ、な」

　本当は違ちがうんだがめんどくさくなりそうなのでここでは割かつ愛あいする。ヘタに説明しようとして他のクラスメイトたち（武ぶ闘とう派は親しん衛えい隊たい多し）に聞こえでもしたら、俺の生命存そん続ぞくにも関かかわってくるからな。

「そっかー、そうなんだ」

　椎菜はうんうんと納なつ得とくしたようにうなずき、

「でもウソみたいだよ。まさかあの乃木坂さんと同じクラスになれるなんて……あ、乃木坂さん、あたしは天あま宮みや椎菜──って、それはさっき自己紹介の時に言ったか。えっと趣しゆ味みは薙なぎ刀なたとピアノでいちおうピアニスト志し望ぼう。乃木坂さんのことは昔から憧あこがれでもあって目もく標ひようでもあって──あー、なんかうまく言えないけど、とにかくよろしくねっ！」

　にかっ！　と笑うと、春香の手を握にぎりながらぶんぶんと振ふり回まわした。

「え、えと、はい。こちらこそよろしくお願いします」

　その勢いきおいに、春香も若じやつ干かん圧おされ気ぎ味みのようだった。小鳥のようにこくこくとうなずきながら戸と惑まどったようにちらちらと俺の顔を見る。まあムリもないな。

「あー、椎菜。春香もびっくりしてるみたいだからもう少し──」

　と、そこで。

「──ねえねえ、天宮さん！」

　後ろから椎菜を呼よぶ声が聞こえてきた。

「ん、あたし？」

　椎菜が振り返る。その先には転校生に対する興きよう味みで溢あふれんばかりの目をしたクラスメイトたちの姿すがたがあった。

「そうそう。あ、私は五月さつき、水みず谷たに五月っていうの、よろしくね。ねえ、天宮さんってどこから来たの？」

「え、北海道からだよ」

「わ、北海道って、札さつ幌ぽろとか？」

「ううん、あたしは小お樽たるなの。知ってるかな、運うん河がとかオルゴールとかで有名なところで──」

　丁てい寧ねいに受け答えする椎菜。

　それを皮切りに、さらに何人ものクラスメイトたちがスルメに集まるアメリカザリガニのごとく群むらがってくる。

「天あま宮みやさんって何月生まれ？」

「あ、あの、趣しゆ味みが薙なぎ刀なたなんですよね？　だったらぜひ薙刀部に……」

「カレシとかいる？」

「あ、えー、えーとね」

　あっという間に、椎しい菜なの周まわりには黒山の人だかりができていた。

「天宮さん、大人気ですね……」

　俺の背せ中なかで春はる香かがつぶやく。

　やはり皆転校生には興きよう味みがあるのか、おそらくクラスの三分の一は集まっていそうな人だかり。それはまるでどこぞの城じよう砦さいの壁かべのように俺たちの前に立たち塞ふさがっていて、通とおり抜ぬけるどころか話しかける隙すきもない。さて、これはどうしたもんか……。

　すると人ひと垣がきの向こうで椎菜が、

『ごめん、また後で』

　と口だけ動かしてそう言って、俺たちに向かって申し訳なさそうに顔の前で両手を合わせた。

　どうやら現状ではこれ以上話をするのはムリそうである。

　──まあ、仕方ないか。

　もう少し色々と話したいこともあったが、転校生である以上こうなるのも仕方あるまい。今はまず椎菜がクラスに馴な染じむことの方が先決だろう。俺たちとばっかり話していてはそれもままならないしな。

　というわけで、とりあえず春香とともにこの場から離はなれることにした。







「そういえば春香、椎菜のこと覚おぼえてたんだな」

「え？」

　椎菜から少し離れた教室の隅すみで、何となく訊きいてみた。

「さっきロンドンがどうとか言いかけてただろ。あれってこの前の夏のコンクールのことだよな？」

「あ、はい。そうです」

　春香がこっくりとうなずく。

「天宮さんのことはとってもよく覚えています。歳も近い感じでしたし、何よりすごくキレイな音を出されていましたから、印いん象しように残っていたんです」

「へえ……」

　そうなのか。椎菜が聞いたら喜びそうな台詞せりふだな。

「──それより裕ゆう人とさんこそ、天宮さんとお知り合いだったんですね」

　春はる香かがふいにそんなことを言った。

「自己紹介の時にそう言っていましたし、お二人とも名前で呼よび合あってました。とっても仲が良さそうです」

「あー、まあ」

　仲がいいというか、まだ二回しか会ったことがないんだが。

「仲が良いことはいいことです」

　春香が本当に嬉うれしそうににっこりと笑う。

「……」

　むう、相変わらず無む邪じや気きな笑え顔がおだな。俺としては椎しい菜なとの関係にもう少しは何かを感じてほしかったりしなかったりするんだが……

　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか春香はそのままにこにこ顔で、

「ロンドンでお知り合いになられたんですよね？　えと〝なんぱ〟、ですか？　さすが裕ゆう人とさん、どなたともすぐに親しくなれてうらやましいです」

「ぶっ!?」

　思わず肺の中の空気を全部噴ふき出だしそうになった。ナ、ナンパって、何を言い出すんだいきなり!?

　突然の意い味み深しんな発言に触しよつ角かくを失ったイナゴのごとくコンフュージョンする俺に、だが春香はきょとんとした顔でこんなことを言った。

「え、違ちがうんですか？　〝なんぱ〟は男女が出会うための能のう動どう的てきな礼れい儀ぎ作さ法ほうのひとつであり、紳しん士し淑しゆく女じよのたしなみだとお母様に聞いたのですが……」

「……」

　……いや秋あき穂ほさん。

　あなたは自分の娘をどういう風に育てたいんですか……

「……違うって。ナンパなんてしてない。ていうか、あの時に楽がく譜ふを貸してくれたのが椎菜だったんだよ」

「え、そうなんですか？」

「ああ」

「あの時の……」

　春香が驚おどろいたように目を丸くした。

「で、でしたらお礼をしないと……あの楽譜と裕人さんのおかげで、私は緊きん張ちようをほぐすことができたんですから」

　両手をぐっと握にぎり締しめて身を乗り出してくる春香。どうやらあの時のことをよっぽどありがたく思っていたみたいだ。まあそれ自体はいいことなんだが……

「あー、だけど今はムリだろ」

　ちらりと椎しい菜なの席の方を見る。

　椎菜は今現在も多数のクラスメイトに取とり囲かこまれて質問攻ぜめにあっていた。とてもじゃないがゆっくりと話ができるような状じよう況きようではない。ましてや押しの弱い春はる香かじゃ、近づくことすら難むずかしいだろう。

「そうですね。早くお礼を言いたいのですが……」

　春香がしょんぼりと顔をうつむかせる。気持ちは分かるが、ここは急がばその場で三さん遍べん回ってワンと鳴なけだ。

「とにかく少し待とう。な？」

　物言いたげな春香に言い聞かせる。

　春香は少しの間ちらちらと椎菜の方を見ていたが、やがて、

「……はい、です。それじゃ、私は席に戻もどりますね」

「ああ、後でな」

「はい」

　ぺこりと頭を下げて、少し残念そうに春香は自分の席へと戻っていった。

　まあ昼休みくらいになれば少しは状況もマシになるはずだ。いかに転校生が物もの珍めずらしいとはいえ、昼までに三回もの休み時間を挟はさめばそれもいいかげん収おさまるだろう。そう軽く考えていたのだが。
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　ところが。

　昼休みになっても、椎菜の周まわりの人だかりは消えることがなかった。

「あ、やっぱり天あま宮みやさんもそう思う？」

「うん、学食で食べるカレーって何だか妙みように美お味いしいよね。あの安っぽさがたまらない感じ」

「あはは。ツウだね、椎菜ちゃん」

「でもそれすごい分かるな～」

　それどころか、むしろ人の量は朝よりも増えているようだった。

　春香との会話の場を作るべくいっしょに昼メシにでも誘さそおうかとも思ったのだが、やはり声をかける隙すきさえこれっぽっちもなかったりする。これはまあ椎菜が転校生だというよりもむしろその人類皆兄弟姉妹なパーソナリティが強く影えい響きようしてるんだろうが、何にせよ俺たちが声をかけづらいという事じ態たいに変わりはない。

「それじゃ行こうか、天宮さん」

「うちの学食はあっちの別べつ棟むねにあってね……」

「値ね段だんもそんなに高くないんだよ」

　どうしようか考えている内に、椎しい菜なはそのままクラスの連中に連つれられて学食へ行ってしまった。

「天あま宮みやさん、まだお忙いそがしそうですね……」

　隣となりにやって来た春はる香かがぽつりと言う。

「まあクラスに馴な染じんでるのはいいことなんだがな……」

　なかなか春香と引き合わせる機き会かいを作れないのが少しばかりもどかしくもある。

「──とりあえず今は諦あきらめるか。さすがに学食まで追おいかけていくのもなんだし、また放課後にでも声をかけるしかないだろ」

「ええ、残念ですけれど……」

　しおれた白しら百ゆ合りみたいにしょんぼりと春香。一いつ刻こくも早くお礼が言いたくて仕方がない様よう子すである。

「まあそのうち何とかなるさ。そこまで焦あせらなくても──」

　そんな春香をフォローしようとして、

　ギュルギュルギュル！　っと、

　俺の腹の虫が発情期のガマガエルのごとく元気に鳴なった。

　教室中に響ひびくほどのでかい音だった。

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もく。

「あー、これはだな……」

　今朝は酔よっ払ぱらい二人の世せ話わに時間を取られたせいでロクに食べていない。おかげで三時間目の途と中ちゆうくらいからずっとこんな調ちよう子しなのだ。

　春香がくすりと笑う。

「ふふ、裕ゆう人とさん、お腹なかが空すいてるんですね。──あ、そういえばもうこんな時間です。葉は月づきさんたちが待ってると思います。中庭に行きませんか？」

「え？　あ、ああ。そうだな」

　そういえば今日は、春香たちといっしょに昼メシを食うことになってたんだっけな。朝一番に大きなイベント（椎菜の転校）があったため、すっかり忘わすれてた。

「それでは行きましょう、裕人さん」

「ああ」

　というわけで朝の約やく束そく通り春香と二人で中庭へと向かったわけだが。







「ふんふん、なるほど。あのアキハバラの時のおね～さんが転校生で、さらにはおに～さんの知り合いだったわけか～」

「偶ぐう然ぜんの再さい会かいというやつですね～」

「…………ドラマティックエンカウンター？」

「……」

　なぜかそこには無口メイド長さんとにっこりメイドさんの他に、笑え顔がおで弁当をぱくつくかしましツインテール娘までもがいた。

「そういうことってほんとにあるんだね～。う～ん、すごい偶然。あ、でもそれって考えてみれば、お姉ちゃんにとってはライバル出現ってことだよね？」

「え、ら、らいばる？」

「違ちがうの？　だってそのおね～さん、おに～さんと仲がいいんでしょ？」

「え、そ、それは……」

　美み夏かの言こと葉ばに春はる香かが困こまったような表情になる。

「というか裕ゆう人と様、浮うわ気きは良くないですよ～」

「…………二ふた股またはダメです」

「……」

「浮気か～、そうだよね～。アキハバラの時もな～んか怪あやしい雰ふん囲い気きだったし。お姉ちゃんもうかうかしてられないな～」

「え、えと、あ、あの、その……」

「古代ヨーロッパのとある国では、浮気をした男の人は切断の刑だったそうですよ～」

「…………ちょんぎる？」

「…………」

　さりげなく非ひ常じように怖こわい台詞せりふが一部吐はかれたような気がしたんだが、それはひとまず置いておくとして。

「……いや、何でいるんだ？」

　真っ赤な顔をした春香の周まわりで、実に楽しげにきゃっきゃっと声を上げながら俺の今後の処しよ遇ぐうについて話し合うツインテール娘たちに問う。

「ん～？　何でって、沙さ羅らさんの〝戦いくさ乙女おとめ〟で来たんだよ。今日は〝冬将軍〟は洗車中だっていうから。〝戦乙女〟は快かい適てきだったな～」

「そうじゃなくてだな……」

　別にここに来た手しゆ段だんを訊きいているのではなく（てかそんなもん、校庭のど真ん中に堂どう々どうと着陸しているステルス戦せん闘とう機きミサイル付きを見れば容よう易いに察さつしは付く）、なぜ学校の違う美夏が当然のごとくココ（白はく城じよう学園中庭）にいるのかってことを訊いているのである。

　すると美夏は、

「え～、だってわたしもお姉ちゃんとおに～さんといっしょにお昼ご飯を食べたかったんだも～ん♪」

　実にあっさりとそんなことを言った。いや〝も～ん♪〟ってな……

「別にそれくらい、い～でしょ。それともなに、わたしがいたらお邪じや魔まだったかな～？　左右に葉は月づきさんと那な波なみさんをはべらせてお姉ちゃんといちゃいちゃして、ぷちは～れむ気分を味わいたかったとか～？」

「いやそういうわけじゃ──」

　何だその発はつ想そうは。

「じゃ、い～よね。ほら、おに～さんもこんなにかわいい美み夏かちゃんといっしょにご飯が食べられて嬉うれしいでしょ？　えへ♪」

「……」

　相変わらず口の減へらないお嬢じよう様（次女）だった。まあ別にいいんだけどな……

「ま、細かいことは気にしちゃだめだって。それよりほら、おに～さん、全然食べてないじゃん。せっかく葉月さんたちが腕うでによりをかけて作ってくれたんだから、ちゃんと食べてくれないときっと泣いちゃうよ？」

「裕ゆう人と様、いらなくなったからって私（の作ったお弁当）をゴミのように捨てるんですね～、えっえっ……（噓うそ泣なき）」

「…………泣きます」

「……いや、食べますよ」

　だからそこの無口メイド長さん、そんな捨てられた仔こ犬いぬみたいな切ない目で見んでも。

「ん、それじゃおに～さん、あ～ん♡」

　美夏が、おままごとにおけるお嫁よめさん役みたいな手付きで玉子焼きを摘つまんだ箸はしを差し出してきた。

「……」

「あ～ん♡」

「…………いちおう訊きくが、何のマネだ？」

　ものすごく疲つかれた気分で尋たずねると、美夏はにんまりと笑って、

「何って、あ～ん♡、だよ。だって大切な男の子といっしょにご飯を食べる時にはこうするって決まってるんだもん♪　ね、お姉ちゃん？」

「あ、え、ええ」

　春はる香かがこくこくとうなずく。

「ほらほら、お姉ちゃんもいっしょにやるよ。あ～ん♡」

「は、はい。た、確たしか左手は斜ななめ下三十度で……。あ、あ～ん、です……」

　両りよう脇わきから春香と美夏が箸を差し出し、

「う～ん、これは私たちもやっておくべきでしょうね～」

「……はい」

　それを見た那な波なみさんと葉は月づきさんまでもがなぜかそんなことを言い出し、

「裕ゆう人と様、あ～んです～」

「……あ～ん」

　それぞれやはりオカズを摘つまんだ箸はしを差し出してくる。

「あ、あー……」

　い、いったいこれは何なんだ？

　唐とう突とつに生じた両手に花どころかあまりに百ひやつ花か繚りよう乱らん（？）な状じよう況きように、どうすりゃあいいんだか分からずうろたえるしかない俺に、

「はいおに～さん、あ～ん♡」

「あ、あ～んです、裕人さん（一人だけ顔を真っ赤にしつつ）」

「あ～ん、ですよ～」

「……あ～ん」

　美み夏か、春はる香か、那波さん、葉月さん。

　四方向から色とりどりの箸が迫せまってくる。いやもう何が何だかさっぱり分からん。
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　こうして、昼休みは差し出される箸はしと「あ～ん」カルテットとともに終わったのだった。
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　で、ようやく椎しい菜なとコンタクトが取れたのは、掃そう除じも終わって教室がすっかり放課後気分になったあたりだった。

　この頃ころになるとさすがに椎菜の周まわりに群むらがるクラスメイトの数もだいぶ少なくなり、春はる香かを連つれた俺でも簡かん単たんに近づけるくらいの状じよう況きようになっていた。

「椎菜ちゃん、じゃあね～」

「うん、由ゆ貴きもまた明日！」

「じゃ頼たのまれた本、明日持ってくるね」

「あ、よろしくね、ばいばい良りよう子こ」

　教室から出て行くクラスメイトたちに笑え顔がおで声をかける椎菜。いつの間にか名前で呼よび合あっているのはさすがフレンドリー娘といったところか。

「椎菜」

　それにさらに俺が声をかける。図式にすると俺→椎菜→クラスメイト澤さわ村むらさん、みたいな感じだ。

「あ、裕ゆう人と。なーんか久しぶりって感じだね」

　こっちを向き、椎菜がぱたぱたと手を振ふった。

「まあな。六時間ぶりくらいか？」

「んー、だいたいそれくらいかも。朝のホームルーム以来だから」

　さすがに転校生に対する質問攻こう勢せいに疲つかれたのか、少し苦く笑しよう気ぎ味みに答える。

「だけどおかげでだいぶクラスにも慣なれてきたよ。みんな楽しいし、いい人たちばっかりだし。ちょっとラッキーだったかな」

「そうか」

　それはいいことだな。まあ椎菜の性せい格かくならどこに行ってもだれが相手でも立りつ派ぱにやっていけるような気もするが。

「ところで椎菜、これから時間あるか？」

　一通り前まえ振ふりを済すませた後、本題に入る。

「時間？　うん、平気だよ。転校手続きとかは朝のうちに済ませちゃったから、特にやらなきゃいけないこともないし」

　笑顔でうなずく。

「ならちょっといいか？　春香が話したいことがあるってな」

「乃の木ぎ坂ざかさんが？　わ、何かな？」

　そこで俺の背せ中なかに仔こコアラのように張はり付ついている春はる香かに気付き、椎しい菜なが嬉うれしそうに声を上げた。

「あ、あの」

「ん？」

「え、えと」

　春香はもじもじと胸むねの前で指を絡からめながら椎菜の顔を見ていたが、やがて。

「あ、私、天あま宮みやさんにお礼が言いたくて……」

　タンポポの葉は擦ずれのような小さな声で口を開いた。

「お礼？」

「はい、ロンドンの時はとってもお世せ話わになったみたいで……」

　春香のその言こと葉ばに、椎菜は一いつ瞬しゆん首をかたむけて、

「お世話…………あ、もしかしてあの楽がく譜ふのこと？　いいっていいって、あんなの大したことじゃないんだから」

　あはは、と手をひらひらさせながら笑った。

「え、で、でも……」

「ほんといいんだって。あの時は使わない楽譜だったし、乃木坂さんの役に立てたなら本ほん望もうだよ」

「そ、そうなのですか？」

「うん。だから気にしないで。ねっ？」

　椎菜がぱちりと片目をつむる。

「……そう言われるのでしたら──分かりました。でもこれだけは言わせてください。天宮さんの楽譜のおかげで本当に助かりました。ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる春香。

　椎菜はちょっと照てれくさそうな顔をしていた。

　さて、これでいちおう春香が椎菜にお礼を言うというミッション（？）は無ぶ事じに終了したわけだが、このまま「じゃあまたな」ってのも少しばかり味あじ気けないだろう。もう少し椎菜と春香が話をする時間を作ってもやりたいし。

　なので一つ、提てい案あんしてみることにした。

「──なあ椎菜、もう学園を回ってみたりはしたか？」

「えっ？　ううん、まだだよ。学食とか一部は教えてもらったけど」

　ふるふると首を振ふる。

　だろうな。昼休みだけではまあそれくらいがいいところだろう。

「だったらこれからいっしょに色々と回ってみないか？　よければ案内するぞ」

「え、いいの？」

　椎しい菜ながぱっと表情を輝かがやかせる。

「ああ。春はる香かも大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「はい、だいじょうぶです。今日はお茶のお稽けい古こがありますけれどそれは夜からですし……楽がく譜ふのお礼も兼かねて、ぜひ案内させてくださいです」

　笑え顔がおでそう言ってくれた。

「じゃあ決まりだ。──椎菜、どこかリクエストとかはあるか？」

「うーん、そうだなー。特別教室とかあったら場所は覚おぼえときたいし、あと購買とかも知っとかないと不便だし……あ、でもまずは音楽室かな。やっぱりどんなピアノが置いてあるのかとか興きよう味みあるから」

　椎菜はそう言った。

「分かった、音楽室だな」

「ばっちり案内させてもらいます」

「うん、よろしく頼たのむね！」

　というわけで、音楽室へと向かうことになった。







　音楽室は高等部校舎の最上階──五階にある。

　五階の端はしっこの一番奥まった部分にある角かど部べ屋や。そこは高等部でピアノが置いてある数少ない部屋の一つであり、どこぞのセクハラ音楽教師の拠きよ点てんでもある音楽室だった。

「着ついたぞ。ここだ」

　防音効こう果かのある分厚い扉とびらを開け中に入ると、まず視し界かいに飛び込んでくるのが巨大なグランドピアノ。その奥に続くように生徒用の席が扇おうぎ状じように並ならんでいる。

　周まわりの壁かべにはたくさんの有名な音楽家たちの肖しよう像ぞう画がが所ところ狭せましと飾かざられていて、その中でもまるで生きとし生ける者全てを呪のろうかのごとき目をしたベートーヴェン（額ひたいに『肉』の文字byセクハラ音楽教師）のソレが一ひと際きわ目立っていた。

「わ、すごい、これってベヒシュタインだよね！」

　入り口横に、でん、と置かれたグランドピアノを見るなり椎菜が目を輝かがやかせた。

「うん、やっぱりそうだ。本物なんて初めて見た……。ねえ、弾ひいてもいいのかな？」

「あ、はい、だいじょうぶです。生徒は自由に弾いていいことになっていますから」

「やった！　じゃさっそく──」

　春香の言こと葉ばにうなずくと椎菜は一直線にピアノへと駆かけていき、

「よーし、やるぞー！」

　腕うでまくりをして、鍵けん盤ばんへと指を躍おどらせる。

「さて、まずは──」

　たちまち音楽室の中が音に包つつまれていく。

　最初は静かな旋せん律りつ。次に跳はねるような音。最後には教室中を震ふるわせるような激はげしい響ひびきになった。

「ベートーヴェン作曲、ピアノソナタ第十四番『月光』です。ステキですよね……」

　胸むねの前で手を合わせながら、春はる香かがそう説明してくれる。

「とってもキレイな音…………裕ゆう人とさん、知っていますか？　ピアノの音ね色いろには弾ひいているその人の内面──その人の心の内やその時の心情が表れるものなんですよ」

「そうなのか？」

「はい。きっと天あま宮みやさんはとっても心がキレイで、とっても楽しい気持ちで弾いているんだと思います。そうじゃなければ、こんな音を出せないですもの」

「……」

　だとすると春香の演えん奏そうがあんなにも人の心を惹ひき付つけるのは、春香の心がそれだけ魅み力りよく的てきだからなんだろうな──

　──と言おうとしてやめた。さすがにそんなこっ恥ぱずかしいことを真ま顔がおで言えるほど、まだ俺は人生の酸すいも甘あまいも知しり尽つくしてない。

　その後も、椎しい菜なは何曲か弾いた。

　春香曰いわく、曲名は『幻げん想そう即そつ興きよう曲きよく（ショパン）』『エチュードOP10-12〝革かく命めい〟（ショパン）』『プレスト・パッショナート（シューマン）』とのことらしかったが、相変わらず俺にはさっぱり分からなかった。

「あー、気持ちよかった！」

　演奏を終え、満足した顔で椎菜がぴょんとイスから降おりる。

「ここのところ引越しの後片付けとかで忙いそがしくて、なかなかピアノを弾くまとまった時間が取れなかったからなー。…………あ、ってごめんね、なんか一人で先走っちゃって」

「いや、別に構かまわんぞ」

「ええ、とってもキレイな音でした」

「ほんとっ？」

「はい」

「わー、嬉うれしいな。あの『鍵盤上ルミエール・ドの姫君ウ・クラヴイエ』乃の木ぎ坂ざかさんにそんなこと言われるなんて」

　本当に嬉しそうな顔で、椎菜は屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべると、

「ね、乃木坂さんも何か弾いてくれない？」

　春香の手を引ひっ張ぱってそう言った。

「え、私、ですか？」

「うんっ、ぜひ聴きいてみたいな」

「え、えと……」

　春はる香かが困こまったように俺の方を見る。

「いいんじゃないか？　俺も聴きいてみたいし」

　そういえば、何だかんだでまだ春香のピアノをこんなに近くで落ち着いて聴いたことはないしな。

「そ、そうですか？　でしたら……」

　遠えん慮りよがちにうなずき緊きん張ちようした面おも持もちでピアノへと向かうと（手足が同時に出ていたが）、春香はゆっくりと鍵けん盤ばんの上で指を動かし始めた。

　──そして流れ始める柔やわらかな音色。

　コンクールで聴いたものとは違ちがう、穏おだやかな曲きよく想そう。

　だけどその音はやはりあの時と同じく心に直接染しみ渡わたってくる響ひびきで──

　一いつ瞬しゆんにして、音楽室がまるでコンサートホールへと変へん貌ぼうを遂とげたかのような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

「あー、やっぱりすごいなー」

　椎しい菜なが隣となりのイスに腰こしを下ろして息いきを吐ついた。

「すごいってのは分かってたけど、まさかこれほどなんて。シューマン作曲、リスト編曲『春の夜』。こんなにキラキラした演えん奏そう、初めて聴いた。もう、悔くやしいなあ」

　苦にが笑わらいを浮うかべながら少しだけ悔しそうな顔をする。

「でもこうして乃の木ぎ坂ざかさんの演奏を聴いてみると、やっぱりここに転校してきて良かったなーって思えるよ。目もく標ひようは身近にいればいるほど、高ければ高いほど燃えるものだしね」

「椎菜……」

　そう言う椎菜の人ひと懐なつこい大きな目に、一いつ瞬しゆんだけ真しん摯しな光が宿るのが見えた。本当にピアノに関しては真しん剣けんなんだな……

「──そういえば、椎菜は何でうちの学園に来たんだ？」

　ふと疑問に思い、訊きいてみた。

　ここまで真剣にピアノに打ち込んでいて、しかもあんなでかいコンクールで二位を取るくらいだ。だったら白う城ちみたいな普ふ通つうの進学校に来るよりも、音楽高校なりもっと芸術に力を入れている高校なりを選んだ方が将来のためになるんじゃないのか？

「うん、ま、それも考えたんだけど……」

　椎菜が腕うでを組む。

「色々事情があってさ。──あのね、北海道で師し事じしてた先生から聞いたんだけど、ここの卒業生ですごい人がいるんだって」

「すごい人？」

「うん。芸大のピアノ科に主席で入学して、そのままトップクラスの成績を維い持じして卒業した伝説の『宵よい闇やみの独どく奏そう者しや』って人が。普通の高校出身で、特にすごい先生に師事してたわけじゃないのに、そんな風に有名になるなんてすごいと思ってさ。ずっと憧あこがれだったの。で、今回たまたま父親が転てん勤きんでこっちに来ることになったから、そんなすごい人が通ってた高校に行ってみたいなって思って。それで便びん乗じようして付いて来ちゃったってわけ。まあ、お父さん一人じゃロクに食事の支し度たくもできないから、そのヘンも考えてなんだけどね」

「へえ……」

　なるほど、そういう理り由ゆうがあったのか。それならわざわざここを選んだのもうなずける。しかしうちの卒業生でそんなすごい人がいたなんて、初はつ耳みみだな……

　とその時。

『は～～～っくしょん！』

　隣となりの音楽準じゆん備び室しつから唐とう突とつに盛せい大だいなくしゃみの音が聞こえてきた。

「……」

　場所といいこの周まわりをはばかることのないハデさといい、間ま違ちがいなく由ゆ香か里りさんだろうな。そういえばあの人も白城学園ここの卒業生だって聞いていたが……

「……まさかな」

　あのセクハラ教師に限かぎってそんなことは有あり得えまい。

　それはもう、童話に出てくるみにくいアヒルの子が白鳥ではなく実はフェニックスだったりするようなもんだ。いや自分で言っててワケの分からん喩たとえだとは思うが、要ようするに確かく実じつに有り得ないってことを言いたいんだよ。

　そんなことを考えていると、春はる香かの演えん奏そうが終わった。

「ど、どうもありがとうございました」

　ピアノの横でぺこりと頭を下げる春香。

「すごい良かったよ、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「ほ、ほんとですか？」

「うん！　さすがはピアノをやってる人みんなの目もく標ひようで憧あこがれだけあるっていうか……目が覚さめるみたいな演奏だった！　感動しちゃったよ！」

「そんな、オ、オーバーです……」

　春香が照てれたように顔をうつむかせる。

「ううん、ほんとにすごかった。どうしたらあんな音が出せるのか想そう像ぞうもつかないっていうか……あ、ねえ、ちょっと指先見せてもらってもいいかな」

「え？」

　返事を待たずに春香の手を取る。

「わぁ、きれい……すべすべで長くて整ととのってて……いいなぁ……この指からあの演奏が生まれてくるんだ。うーん、そう考えると何だか不ふ思し議ぎな感じ……」

「あ、あの、あの……」

「あたしもこんな指だったらなぁ……ほんときれい……」

　大事なものを扱あつかうかのように春はる香かの手を撫なでる椎しい菜な。むう、なんかあの一角だけ花が咲さき誇ほこる女子校のような微び妙みような空気が……

　しばし、そんな男の俺にはどことなく声がかけづらい状じよう態たいが続き、

　やがて椎菜はぱっと顔を上げて、

「でもねっ、乃の木ぎ坂ざかさん」

「は、はい？」

「だけどあたしも負けないからねっ。いつかきっと今の演えん奏そうを──乃木坂さんを超こえてみせるから！　待っててね！」

　イタズラっぽく笑いながら、そんなことを宣せん言げんしたのだった。







　　　　４




「それじゃ、次は図書室を見たいかも」

　音楽室を出て、椎菜に次のリクエストを訊きいたところそんな答えが返ってきた。

　何でも図書室で行われている楽がく譜ふの貸し出しに興きよう味みがあって、どのくらいの品しな揃ぞろえ（？）があるのかを見てみたいらしい。

　まあ五階には音楽室以外に案内する目ぼしいところもなかったし、図書室はすぐ下の四階にあるためちょうどいいということで、リクエスト通りに向かうこととなった。

　階段を下りてすぐの角かどを右に曲がる。そのまま廊下を進み図書室の入り口に差さし掛かかったところで、

「あー、裕ゆう人とだー。おーい」

　突とつ然ぜん、後ろから呼よび止とめられた。

「こっちこっち、僕だよー。マイブラザー」

　相手の返事も待たずに一方的に大声で呼びかけてくる。このムダにでかい上によく通る声は……

「やー、裕人。元気にしてたー？　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだねー」

「……」

　予よ想そう通り、信のぶ長ながのやつだった。

　いつものごとく美少年な顔立ちに能のう天てん気きといえるほどの底そこ抜ぬけに明るい笑えみを浮うかべて、ワケの分からないことを言いながらブンブンと手を振ふっている。はあ……まためんどくさいところでめんどくさいやつが出て来たな。

　そんな俺の気持ちもいざ知らず、信長は満面の笑みでこちらに駆かけ寄よってくると、

「ここで何してるのー？　裕ゆう人とが図書室に来るなんて珍めずらしいよねー。──あれ、今日も乃の木ぎ坂ざかさんがいっしょなんだー。こんにちはー」

「え？　こ、こんにちはです」

　突然声をかけられ、春はる香かが戸と惑まどったようにぺこりと頭を下げる。まあ春香から見ればほとんど初しよ対たい面めんみたいなもんだからな……

「えっとー、そっちの女の子は天あま宮みや椎しい菜なさんだよねー？　身長百六十センチ、誕生日は三月三日、趣しゆ味みはピアノと薙なぎ刀なた。夏休みに行われたロンドン国際クラシックピアノコンクール第二位。北海道の小お樽たるから転校してきたばっかりで──」

「ちょ、ちょっと、何でこの人、そんなことまで知ってるの!?　ストーカー!?」

　椎菜が驚おどろいたように俺の顔を見た。

「あー、まあこいつは何というか……」

　説明しようとして説明に困こまる。てか美み夏かの時といい、こいつについての予よ備び知ち識しきがない人間にはやっぱりそういう類たぐいの人種（ストーカー）に映るらしい。

「あっ、そういえば朝のホームルームの時に上かみ代しろセンセイが隠かくし撮どりが横おう行こうしてるとか言ってたけど、まさか──」

　ざざっ、とヒゲを抜ぬかれそうになったネコのように一歩あとずさる椎菜。

「やだなー、僕はそんなことやらないよー」

　と、信のぶ長ながは心しん外がいそうに首を横に振ふった。

「隠し撮りなんて邪じや道どうなんだよー。写真っていうのはやっぱり本人にちゃんと許きよ可かを取ってから撮るのが礼れい儀ぎだからねー。そんなバカチンたちといっしょにしてほしくないなー」

　なんか知らんがこの色んな意味でエキセントリックの代名詞みたいなやつの台詞せりふにしては珍しく意外なほどに正論である。これは少しはこいつに対する評ひよう価かを改あらためてもいいのかと思いきや。

「僕が隠し撮りをするのは、何かお願いする時とか相手をキョウハクする時だけって決めてるからねー」

「いやそれでも充じゆう分ぶん悪いわ！」

　思わず突っ込んじまった。

　基本的にはまあ悪いやつじゃないんだが、こういうところがあるせいで真ま正しよう面めんからフォローしにくいのである。

「はあ、ったく……」

　心の底そこからため息いきを吐つく俺に、信長はまったくもって涼すずしい顔で、

「ま、とにかく僕は隠し撮りなんてしてないよー。ていうかー、それって今ちょっと話題になってるやつだよねー？」

「ん、ああ」

　ホームルームで注意事じ項こうとして伝でん達たつされるくらいだからな。

　すると信のぶ長ながはウンウンとうなずき。

「ふーん、そっかー。やっぱり一般にはあんまり知られてないし、そういう風に思われるのも仕方ないのかもしれないねー」

「？」

「今の高等部には全学年に万まん遍べんなくかわいい子が揃そろってるのも影えい響きようしてるのかなー。平均レベルが高いっていうかー。『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』乃の木ぎ坂ざかさんは当然として、三年の織おり川かわさんとか一年の『絶対零度プリンセス・の氷姫ブリザード』天てん王のう寺じ冬とう華かとかー。裕ゆう人とのクラスにも朝あさ比ひ奈なさんとか『忠ちゆう犬けん』八やつ咲さきさんとかマニアックな層そうに人気がある子がいるし、由ゆ香か里りさんとかも中身はともかく外見だけならトップクラスだからねー」

「……」

　結けつ局きよくこいつは何が言いたいんだ？　うちの学園にはかわいい子が多いってことか？

「ま、僕としてはだれが選ばれても別にいいんだけどねー。やっぱ女の子は三次元よりも二次元の方が輝かがやいて見えるしー。──あ」

　と、そこで首から下げていた携けい帯たいの液晶画面を見て、

「もうこんな時間かー。そろそろ僕は帰んないと。今日は夜から『夜よ更ふかし悪あく魔まピロウちゃん』の放送あるからさー。それまでに色々と雑ざつ事じを済すませておかないといけないんだー。──というわけで、じゃーねー」

　そう早口で言うと、こっちの反はん応のうも待たずに信長は嵐あらしのごとく去っていった。

「な、なんか、すっごい個性的な人だったね……」

　椎しい菜なが呆ぼう然ぜんとした表情でつぶやく。

「まあ、な……」

　アレを個性的と表現するのはおそらくかなりの譲じよう歩ほ、または妥だ協きよう案あんだとは思うがな。

　しかしいつものことながら、プリンセスなんたらとかああいった情報はいったいどこから仕入れてくるんだろうね？







「わ、すごい！　貴き重ちような原典版とかがたくさんある！」

　信長との第一種接せつ近きん遭そう遇ぐうを経へて本ほん来らいの目的地である図書室へと足を踏ふみ入いれるや否いなや、歓かん声せいを上げて椎菜は楽がく譜ふコーナーへと走っていった。なんかよく分からんが、およそ普ふ通つうの図書室には考えられないラインナップらしい。

「これも、あれも、それも……うわー、宝の山みたいっ！」

　そんな声が聞こえてくる。

　まるで大量のマタタビとカツオブシを前にした仔こ猫ねこのようである。やれやれ、あの調ちよう子しじゃしばらくは戻もどってきそうにないな。

　苦く笑しようしながら、何となく周まわりを見み渡わたしてみる。

　もともと利用率の驚きよう異い的てき低さで有名な図書室に、今は俺たち以外の人の姿すがたはない。

　独特な本の匂においのする広々とした部へ屋やには椎しい菜なの歓声が響ひびくだけで、他に音もなく静かなものである。

　──そういえば、春はる香かと知り合う最初のきっかけとなったのはこの場所だったんだよな。

　ふと思う。

『イノセント・スマイル』を借かりに来た春香。それに続く図書室半はん壊かい事件。屋おく上じようへの逃とう避ひ行こう。

　持ち物検けん査さと職員室への呼よび出だし。屋上での春香渾こん身しんのイラスト（らしきもの）の閲えつ覧らん。

『イノセント・スマイル』の返へん却きやくと図書室不ふ法ほう侵しん入にゆう。

　図書室から始まり、図書室でいちおうの終しゆつ結けつを見せた一連の騒そう動どう。

　半年前のあれらがなければ今の俺たちの関係はなかったわけだし、それどころか俺と春香はただのクラスメイトのまま言こと葉ばを交かわすことすらなかったかもしれない。ふむ、そう思うとただの図書室も少しばかり感かん慨がい深ぶかいものがあるね。

　と、

「ここが……始まりだったんですよね」

　春香が隣となりでぽつりとつぶやいた。

「ここで初めて裕ゆう人とさんと知り合って、その、『秘ひ密みつ』を分け合うことになって……だから、今の私たちがあるんですよね？　そう考えると何だか不ふ思し議ぎです」

　はにかんだような顔で口元を綻ほころばせる。

「春香……」

　春香も同じようなことを考えていたのが、何となく嬉うれしかった。ていうか春香も俺たちの今の関かん係けいを大事に思ってくれてるんだな……

「──あ、そういえばあれって……」

「え？」

　ぽんと手を叩たたくと、春香が貸し出し台の近くにあるイスにとてとてと歩いていった。

「ほら、これ。私があの時、足を引ひっ掛かけちゃったイスです。それでそのままカバンの中身をばら撒まいてしまって……」

「ああ──」

　あの図書室半壊事件の間接的なきっかけになったやつか。

「あの時は痛いたくて恥はずかしかったですけど……でも、あれがあったから裕人さんとお話をすることになったんですよね。だとすると、もしかしたらこのイスさんは私と裕人さんとを引き合わせてくれたキューピッドなのかもしれません」

　イスの背せを右手で撫なでながら言う。イスのキューピッド。シュールな表現だ。まあ春香のことだから、そのキューピッドという言こと葉ばが意味するところについてはあまり深く考えていないんだろう。

「だから私、このイスさんに感かん謝しやしちゃいます。このイスさんのおかげで、今私は裕ゆう人とさんといっしょに笑っていられるんですから」

　俺の顔を見ながら、少し頰ほおを赤らめてえへへ、と笑う春はる香か。

「う……」

　そのちょっと照てれたような笑え顔がおは殺人的にかわいくて、俺は自分の脳のう髄ずいからアドレナリンがゴボゴボッと大量放出されるのを感じた。これはやばいだろ……

「裕人さん？」

「あ、いや」

　興こう奮ふんから思わず凝ぎよう視ししちまってたのか、不ふ思し議ぎそうにこっちを見つめてくる春香に背せを向け、内心のテンパリ具ぐ合あいを誤ご魔ま化かすかのように俺は口を開いた。

「あ、あー、そうだな。俺もそう思うぞ。このイスがあったから春香といられるわけだし、そのおかげで今は毎日が幸せだ。なんつーか、縁えん結むすびみたいなもんだよな」

　──って、俺何言ってんだ？　どこぞのインチキ臭くさい幸運招しよう来らいアイテムの宣せん伝でんみたいな口こう上じように加えて縁結びって、いくら脳のう内ない興こう奮ふん物質のおかげで思し考こう能のう力りよくが限かぎりなくゼロに近づいてたとはいえこんな真昼間からなんて恥はずかしい＆直接的な台詞せりふを……

　これはさすがにやっちまったかと恐おそる恐おそる春香の顔を見るも、

「裕人さん……」

　だが春香はまったくもって動じることなく、俺の制服の背中をちょこんと摘つまんでこんなことを言ってきた。

「……はい。私も裕人さんと同じ気持ちです」

「え？」

「私もこのイスさんは縁結びだと思います。縁結びで、キューピッドさん。だって裕人さんといっしょにいられて、私もとっても幸せなんですから」

「春香……」

「えへへ、こうしていると何だか落ち着きます」

　ふにゃりと笑って、遠えん慮りよがちにもう少しだけ身体を寄せてくる。

「……」

「……」

　背中から伝わる温あたたかく柔やわらかな感かん触しよく。

　心落ち着く優やさしい香かおり、窓の外から降ふり注そそぐ光、穏おだやかな時間。

　そんなどこか別世界のような空気に包つつまれていると、何だかここが放課後の図書室だってことを忘わすれそうになってくるな──

「裕ゆう人と、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「!?」

　と思った直後、響ひびいてきた声によって強制的に現実に引ひき戻もどされた（約三秒）。

　慌あわてて反重力兵器を照しよう射しやされたかのように身体を離はなす。

「ほら見て見て！　すごいよ、探さがしてた楽がく譜ふがいっぱいあった。これって全部借りてもいいのかな？」

　両手にいっぱいの楽譜を持った椎しい菜なが、ほくほく顔でこっちに戻もどって来た。

「これとかすごいレアなやつでこっちも今じゃほとんど見られなくて──あれ、どうしたの？　二人ともなんか顔が赤いよ、だいじょうぶ？」

「い、いや、何でもない」

「は、はい。の～ぷろぶれむ、です」

「？　何で英語なのかよく分かんないけど……ま、だいじょうぶならいっか。んしょっと」

　そう言うと椎菜は、目の前にあったイス（キューピッドさん）にちょこんと腰こしを下ろした。

「あっ──」

　春はる香かが小さく声を上げる。

「え、何かまずかった……かな？」

　椎菜が不ふ思し議ぎそうに顔を向けた。

「あ、ご、ごめんなさい。そういうことじゃないんです」

「？」

「き、気にしないでください」

「??」

　椎菜は最後までよく分からないという顔をしていた。ま、当然っちゃ当然なんだが。
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　さて、その後もいくつか学園内の目ぼしい場所を回り。

　椎菜が最後にリクエストしたのは、体育館だった。

「体育館では薙なぎ刀なた部ぶが練習をやってるっていうから、ちょっと見てみたかったの。麻ま衣いちゃんにも誘さそわれてたし」

　ちなみに麻衣ちゃんというのはうちのクラスの朝あさ比ひ奈な麻衣のことである。

　ほんの昨日までは俺の隣となりの席で今は斜ななめ後ろの彼女は、普ふ段だんの微び妙みように気弱な性格とは裏うら腹はらに薙刀部の副部長を務つとめているとか。人は見かけによらないとはこのことだな。

　体育館では、薙刀部の他にバスケ部と卓球部が練習をやっているようだった。

　天てん井じようからぶら下がっている巨大なネットで真ん中を仕切ったスペースを、半面をバスケ部が、もう半面を半分ずつ薙なぎ刀なた部ぶと卓球部が使っている。

「へー、広い体育館だね。サッカーとかできそう」

　椎しい菜なが楽しそうにぐるりと辺りを見回す。

「設せつ備びもかなり整ととのってるし、運動にもけっこう力を入れてるのかな」

「ああ。そうだな」

　いちおう文ぶん武ぶ両道がモットーの白はく城じよう学園は、運動系の設せつ備びもそれなりに整っている。とはいっても音楽室や図書室などの文科系に比べればまだまだではあるが、そのヘンにはまあ色々と事情（寄き付ふ金きんby乃の木ぎ坂ざか家けとか）があるんだろう。

「あ、椎菜ちゃん、来てくれたの？」

　と、そこでこちらに気付いたのか練習していた朝あさ比ひ奈なさん（胴どう着ぎ姿すがた）が駆かけ寄よってきた。

「うん、せっかく誘さそってくれたし、やっぱり興きよう味みもあったから」

「そうなんだ……嬉うれしいな。あ、よかったらちょっとやっていってみない？」

　練習用の薙刀（もちろん刃はは付いていない）を差し出して、朝比奈さんがそう言った。

「うーん、そだなー。でも案内してもらってる最中だし……」

　ちらりと俺たちの方を見る椎菜。

「いや別にいいぞ。まだ時間はあるし」

「天あま宮みやさんの薙刀、見てみたいです」

「そ、そう？　だったらちょっとだけ──」

　俺たちの手前遠えん慮りよしていたものの、実のところかなりやりたかったらしい。椎菜は嬉しそうにうなずくと、薙刀を受け取り練習が行われている薙刀部スペースの中央へと進んでいった。

「じゃとりあえず、っと」

　そうつぶやくと、手に持った練習用薙刀を正面に構かまえる。

　途と端たんに、辺あたりの空気がすっと静まり返ったように思えた。

　流れ出す静せい謐ひつな空気。

　椎菜の薙刀の動きに伴ともない、周しゆう囲いの風がゆっくりと舞まい始はじめる。

「──はっ！　やあっ！」

　響ひびく掛かけ声ごえと薙刀が空くうを切る音。

「たあっ！」

　一連の動どう作さにまったくムダがない。素人しろうとの俺が見ても達たつ人じん級きゆうのそれだとはっきりと分かる、まるで流れる水のような見み事ごとな動きだった。

　やがてひと通り型かたのようなものを終えると、椎菜はふーっと息いきを吐はいて、

「はい。こんなもんかな」

「し、椎菜ちゃん、すごいよ！」

　朝あさ比ひ奈なさんが感かん激げきの声を上げる。

「経験者だっていうのは聞いてたけど、こんなにすごいとは思わなかった！　師し範はん代だい級きゆうだよ！」

「えへへ、いちおう小さい頃ころからやってるしね。父方のお祖じ父いちゃんの家が薙なぎ刀なた道場なんだ。『天あま宮みや神しん灯とう流りゆう槍そう術じゆつ』。だからこれくらいは、ね」

　椎しい菜なが照れたように頭に手をやった。ほめられて、まんざらでもないようである。

「すごい……かっこいいです、薙刀……」

　一方、俺の隣となりでは春はる香かも胸むねの前で両手を握にぎりしめてそんなことをつぶやいていた。何だ、春香も薙刀が好きなのか？　そういえば春香は古こ武ぶ術じゆつをやってたし、そういった武ぶ道どう系けいのものに興きよう味みを持ってもおかしくないのかもしれんな……などと思っていると、

「『ノクターン女学院ラクロス部』に出て来るヒロイン『春は琉る奈な』様も薙刀の達たつ人じんなんです。だから私も昔から憧あこがれていて……」

「……」

　まあ、何というか実に春香らしい理り由ゆうだった。

「いいなあ、薙刀……ステキだなあ……」

　大好物のオヤツを前にして「待て」の練習をさせられている仔こ犬いぬみたいに物欲しそうな目をしていた春香に、

「あ、よかったら乃の木ぎ坂ざかさんもやってみますか？」

　朝比奈さんが声をかけた。

「え、いいんですか？」

　春香が目を輝かがやかせる。

「はい。少しでも薙刀に興味を持ってくれた人は大歓迎です」

「ありがとうございますっ。ぜひお願いします！」

　で、朝比奈さんに連つれられて、春香も薙刀部スペースへと歩いていった。

「ええとですね、ここをこういう風に持って──」

「あ、こ、こうですか？」

「そう、そこをそうやって、うんそんな感じ」

「えいっ、えいっ」

「あ、でももう少しだけ力を抜ぬいた方がいいかな」

「わ、分かりました。えいっ、えいっ」

「そうそう。さすが乃木坂さん、筋すじがいいです。何をやってもすごいんですね」

　朝比奈さんの指し導どうの下、春香は一いつ生しよう懸けん命めいな顔で薙刀を振ふるう。

　その横では椎菜が、他の薙刀部の部員に何やら型かたを教えている。

　何となく、今までの春香とのやり取りでは見ることのなかった体育会系な光景。

　小窓から射さし込こむ光の中でさらさらと髪かみが踊おどり、ひらひらと制服のスカートが微び妙みような揺ゆれを見せる。

　まあたまにはこんなのもいいかもな……と、しばしそんな放課後の部活的な光こう景けいに見入っていて。

「──ん？」

　視し界かいの隅すみに、何やら怪あやしげなモノを見つけた。

　体育館の隅。用具入れ倉庫の近く。

　なぜかそこに、どでかい跳とび箱ばこ（八段）が三つほど並ならんで置いてあった。しかもその三つが三つとも、不自然に春はる香かたちの方を向いている。

「……」

　……何だあれは？

　体育館にいる他の生徒たちは部活に集中していて気付いていないみたいだが（というか俺もさっきまで気にも留とめてなかったんだが）、冷れい静せいに考えてみればアレはオカシイ。てかあからさまにアヤしい。不ふ審しんに思いもっとよく見てみると──

「……」

　跳び箱の隙すき間まから何やらキラリと光るモノが見えた。

　あれはまさか──

　即そく座ざに頭に浮うかんだのはホールムールで由ゆ香か里りさんが言っていた「隠かくし撮どり」の文字。

　何ともマヌケな姿すがただが、あの中に人が入っていて春香たちのことを密ひそかに撮さつ影えいしているとなれば、この状じよう況きようにも説明がつく。もしそうなら断だん固ことして放ほう置ちしておくわけにはいかない。

「……」

　俺はこっそりと後ろから跳び箱に回り込むと、一気に三つ全てのフタを開けた。

「──あ」

　中にいたのは、デジカメ（望遠レンズ付き）を構かまえた制服姿の男たち（×三）。

　その怪あやしく銀色に輝かがやくレンズは、今まさに春香や椎しい菜なたちの方へと向けられているところだった。

「お前ら……」

「ヤ、ヤベ！」

「逃にげるぞ！」

「そんな、何で僕たちの完かん璧ぺきな擬ぎ態たい工こう作さくが……」

　跳び箱の中から飛び出し、隠し撮り男たちはクモの子を散ちらすように一いつ斉せいに逃にげ始はじめた。

「待て！」

　あれのどこが完璧な擬態工作なんだっていう突っ込みはとりあえず置いておき、とにかく男たちを捕つかまえるべく手を伸ばす。

「は、放はなせ！」

「く、くそっ！　ここで俺たちが捕つかまるわけには……」

「僕たちは怪あやしい者じゃない！　え、ええと、なんというか、ただの跳とび箱ばこ検けん査さ委員だ！　だから……のわっ！」

「逃にがすか！」

　身体ごと飛び付くことで何とか一人は取とり押おさえることに成功したものの、だが残りの二人は強ごう引いんに俺の手を振ふり払はらい、デジカメを抱かかえたまま体育館の真ん中を突っ切って出口へと走っていく。

　その進路上には。

「えと……？」

「な、何、この人たち？」

　春はる香かと椎しい菜ながいた。

「そいつら、隠かくし撮どり犯はんだ！　だれか先生に──」

「え、隠し撮りって……？」

「この二人がっ？」

　春香はよく事情が吞のみ込こめていない顔でゆるりと小首をかたむけ、椎菜はキッと隠し撮り男たちを睨にらむ。

「ど、どけっ！」

　隠し撮り男たちは、両腕を振り回しながらそんな春香たちの間を強ごう引いんに通り抜けようとして。

　次の瞬しゆん間かん。




　めきょっ!!




　中身の詰つまったカボチャを木ぼく刀とうで思いっきりぶっ叩たたいた時のような、果はてしなく鈍にぶい音（×二）が体育館内に響ひびき渡わたった。

「なっ……」

　続いて体育館の上空に舞まい上あがる二つの影かげ。

　まるで竜たつ巻まきに巻まき込こまれたゴミのようなそれらはギュルギュルとキリモミ状に回転しながら五メートルほどの高さまで到とう達たつした後、そのまま引力に従したがってひと夏の短いきらめきを終えたセミのようにボトリと床ゆかに落らつ下かした。

「……」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかった。

　ただ目の前には薙なぎ刀なたを振り切った体たい勢せいの椎菜と春香の姿すがた。

　風ふう圧あつでふわりとスカートの裾すそがひるがえり、瞬しゆん間かん的てきにちらりとその奥（×二）が視し界かいの隅すみに入ってしまい呆ぼう然ぜんとしていた俺は──
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「ど、少しは反省した？　隠かくし撮どりなんてする人にはいいクスリでしょ」

「あ、す、すみません。と、とっさのことでつい……」

「──！」

　椎しい菜なと春はる香か、二人の声で我に返った。

「これに懲こりたらもうこんなことはやめなさいよね。知らないうちにこっそり写真を撮とられてるなんてサイテーなんだから」

「ほ、ほんとにすみませんです……」

　腕うでを組んでそう言い放つ椎菜とすまなそうな顔でぺこぺこと謝あやまる春香。

　その足下には、壊こわれたカメラとともに麻ま酔すい銃じゆうで撃うたれたサルのように倒たおれ伏ふす隠し撮り男たちの姿すがたがあった。

「これは……」

　そこでようやく事じ態たいが吞のみ込こめてきた。

　響ひびいた打だ撃げき音おんと宙を舞まった物体。

　倒れている隠し撮り男たち。

　謝る春香と椎菜。

　つまり……今のは春香たちがやったのか？

　いまいち信じられんというか信じたくない部分があるんだが、状じよう況きようを総合してみればそれしか考えられん。倒たおれてる男二人の顔面にはしっかりと薙なぎ刀なたの痕あとがついてるし。しかし春はる香かには佐さ々さ岡おかを壊こわれたタケトンボのように投げ飛ばした前ぜん歴れきがあるが、まさか椎しい菜なまでもがここまで強かったとは……

「……」

　……いや。

　もしかしたらこの二人、学園最強コンビかもしれんな。

「あ……あひ……」

　そして目の前で起こった仲間の壮そう絶ぜつな末まつ路ろを見て逃とう亡ぼうすることなどおよそ不ふ可か能のうだと悟さとったのか、俺の腕うでの中の一人も真まっ青さおな顔になって抵てい抗こうをやめた。ま、賢けん明めいな判はん断だんだな。

「ほら、立てって」

「ひっ、い、命だけは……」

　俺はヒッチコック映画を見た直後に鳥の集団に遭そう遇ぐうでもしたかのように怯おびえるそいつの腕を摑つかんで起こすと、春香たちのもとへと連つれて行った。

「裕ゆう人とさん……」

「裕人、だいじょうぶ？」

　二人が心しん配ぱいそうに声をかけてきてくれる。

「ああ。それよりこいつらをどうするか……」

　体育館の隅すみに、怯おびえる一人といまだに電気ショックを受けたカエルの脚あしのようにピクピクと痙けい攣れんをしている二人とを並ならべる。

　まあ普ふ通つうに考えればだれか教師を呼よんできて引ひき渡わたすのが順当だろう。とりあえず男たちの見張りを朝あさ比ひ奈なさんたちに頼たのんで職員室へと向かおうとして、

「ま、待ってください！　これは違ちがうんです！　僕らは隠かくし撮どりなんかじゃなくて……」

　隠し撮り男（唯ゆい一いつ無む傷きず）が叫さけんだ。

「いや違わないだろ」

　どこの世界に隠し撮り以外の目的で跳とび箱ばこの中からこっそりとデジカメを構かまえるやつがいるってんだ。

　すると隠し撮り男は。

「じ、実は僕らはこういう者で……」

　そう言って制服のポケットから手帳のようなモノを取り出す。そこには──

『第三十五回白はく鳳ほう祭さいミスコン管かん理り委員会実働部』

　と光り輝かがやく文字（金きん箔ぱく）で書かれていた。横にはちゃんと学園長の印までもが捺おしてある。

「これは……」

　どういうことだ。こいつらはただの隠し撮り犯じゃないのか？　ワケが分からず顔を見合わせる俺たちに、

「僕らは文化祭におけるミスコンの管かん理り委員なんです。ミスコンを発ほつ起き、主しゆ宰さい、管理して無ぶ事じに成功まで導みちびくための特別委員会というところでしょうか？　現在はノミネートされる生徒の予よ備び審しん査さをしている段階で、学園内で人気の高い方々の写真を集めていたところなんです」

　男はそんなことを言った。

「そしてみなさんの飾かざらない自然な顔を撮とるために隠かくし撮どり──もとい、こっそりと推すい定てい的てき承しよう諾だくの下に撮さつ影えいさせていただくというのが毎年の慣かん例れいでして……。だから一般生徒の方はもちろん、先生方や学園関係者にも秘ひ匿とくにしてコトを運ばせてもらっているんです」

「……」

「な、何なら確認してもらっても構かまいません。学園長先生に訊きけば分かるはずです。僕らは学園長先生の直ちよつ轄かつ機き関かんですし」

　真しん剣けんな表情で訴うつたえかけてくる。うーむ、本当にウソは言ってないのか？

　俺は春はる香かと椎しい菜なを手て招まねきして、男たちから少し離はなれた位い置ちにまで連つれていった。

「……どう、思う？」

「うーん、ウソ吐ついてるようには見えないよね」

「は、はい。学園長先生の印も本物のようですし……」

　そろって首をかたむける。

「よく分かんないけど、信じてもいいんじゃないかな？」

「私もそう思います……」

「そうか……」

　二人の意見も男の言こと葉ばを肯こう定てい的てきに捉とらえるものだった。

　とすると、こいつらは本当に正しよう真しん正しよう銘めいのミスコン管理委員とやらということになる。にわかには信じがたいが……だがそうだとすればこれでさっきの信のぶ長ながのワケノワカラン言げん動どうにも納なつ得とくがいく。あいつは最初からこのこと（隠し撮り＝ミスコン予備審査）を知ってやがったに違ちがいない。女子の平均レベルがどうこう言っていたのもだからだろう。……ったく、だったらちゃんと俺たちにも分かるように説明しろってんだ。

　何となく釈しやく然ぜんとしない気分で俺たちが戻もどると、男は示じ談だんを期き待たいする痴ち漢かん常じよう習しゆう犯はんのような顔で、

「ど、どうですか？　僕らが隠し撮り犯でないと分かっていただけましたか？」

「まあ、な……」

　いちおう状じよう況きようだけは理解できた。

　だがそれにしても、なんつーか紛まぎらわしいことこの上ないな。やってること自体は客きやつ観かん的てきに見れば隠し撮りとそう変わらんわけだし。だいたい学園長直属って、あのハッスルじいさんは一体何を考えているんだか。

「あの、それでどうでしょう、分かってもらえたのならこのまま見み逃のがしていただけないでしょうか？　僕らの存そん在ざいが公おおやけにされるとこれからのミスコンの運営に大きな支し障しようが出てしまう恐おそれがあって……」

　懇こん願がんの表情で俺たちを見上げてくる。

「……どうする？」

　果はたしてこのまま放ほう免めんするかそれとも教師に引ひき渡わたすか、当とう事じ者しやたる春はる香かたちに訊きいてみると。

「まあ……いいんじゃない？　そんなに悪い人たちには見えないし、カメラも壊こわれて現げん像ぞうはできないみたいだし……」

「そうですね……先生に通報というのは、少しかわいそうな気もします」

　うなずき合う椎しい菜なと春はる香か。

「──て、ことらしい」

「あ、ありがとうございます！　このご恩おんは決して忘わすれません！」

　その旨むねを伝えると、男が地べたに平へい身しん低てい頭とうして礼を言った。

「あー、ただまあ、もうこんなことはやめといた方がいいと思うぞ。やっぱり撮とられる方は気持ちいいもんじゃないだろうし……」

「そうね。またやってるところを見かけたら次は容よう赦しやしないから」

「や、やめてくださいね」

　椎菜がびしりと、春香はやんわりとそう付け加える。

「そ、それはもう！　今度はちゃんと正面から堂どう々どうとお二人のことを撮りに来させてもらいます！」

「……」

　そういうことを言ってるんじゃねえと思うんだがな。

　そんな分かってるんだか分かってないんだか微び妙みような言こと葉ばを残して、男たちは去っていった。やれやれ。

「二人とも、ケガはないか？」

　男たちの姿すがたが見えなくなってから、春香たちに確かく認にんする。

「うん、あたしは全然」

「あ、私もだいじょぶです」

　椎菜と春香が同時にうなずく。

「そうか」

　ならひとまずは安心だ。まあこの二人の並なみ外はずれた戦せん闘とう力りよくを考えれば、そんな心しん配ぱいは無む用ようかもしれんが。

「あ、裕ゆう人とさん、その手……」

　と、春香が俺の右手を指して小さく声を上げた。

「え？」

「血が出てるじゃない。どうしたの？」

　椎しい菜なまでそんなことを言ってくる。

　見ると確たしかに、薬指の先が切れて僅わずかに血が出ていた。たぶんさっき隠かくし撮どり男たちに手を払われた時にでもできたもんだろう。

「あー、大したことない。これくらいなら放ほうっとけばすぐに治なおるだろ」

「え、で、でもそういった小さなキズも放っておいては大たい変へんなことになるかもしれないです。せめてこれで拭ふき取とってくだ──」

「ダメだって！　ほら、ちょっと手、出して」

「お──」

　椎菜がぐいっと俺の手を摑つかむ。

「とにかく血を拭いてっと……あ、傷きず自体はそんなに深くないみたいだね。でも後でちゃんと消しよう毒どくしとかないとダメだよ」

　ポケットからハンカチを出して血を拭ぬぐうと、椎菜は顔の前で人さし指をぴっと立ててそう言った。

「分かった？」

「あ、ああ……」

　その勢いきおいに押おされて思わずうなずく。

「あー、それより悪い。ハンカチ、汚よごしちまったな」

「そんなの気にしなくていいって。ハンカチなんかより、裕人の方が大事でしょ？」

　明るい声でにっこりと笑う。うーむ、やっぱりいいやつだな、椎菜は。

「……」

　と、そこで春はる香かがこちらに向かって右手を差し出した状じよう態たいで固かたまっているのに気付いた。

「ん、どうした、春香？」

「え？　あ、いえ、何でも……」

　訊きくと春香はふるふると首を振ふって、何かをいそいそとポケットに仕し舞まった。

「？」

「だ、だいじょぶです。き、気にしないでください」

　どこか誤ご魔ま化かすような笑え顔がおで両手を顔の前で振る。

　何なんだろうね？　少しばかり気にならないでもないが、まあ春香自身が気にしないでくれと言ってる以上、そんなに大したことじゃないんだろう──と思い、この時の俺はほとんど気にも留とめなかった。

　ゆえに。

「…………変です。何だか胸むねがもやもやとして……」

　春香がぽつりとそんなことをつぶやいていたことに、まったく気付かなかったのだった。




　　　　＊




　ちなみにその頃ころ音楽準じゆん備び室しつでは。

「う～ん、おかしいわね。いつまで経たっても隠かくし撮どりくんたちが来ないじゃない」

　十月にあるまじき夏真まっ盛さかりな格かつ好こう──具体的にいえばビキニの水着姿すがた──をした音楽教師がそんなことをつぶやいていた。

「せっかくきれいなおねいさんが絶ぜつ好こうのシャッターチャンスを作って待ってあげてるのに～……このままじゃ風か邪ぜ引いちゃうわ。……は、は、は～くっしょん！」

　とても二十三歳独身女性とは思えないほど周まわりを憚はばからない大きなくしゃみをする。

「うう、寒いわ……さすがにパレオくらいは着けるべきだったかしら……いやだめよ、それじゃおねいさんの脚きやく線せん美びを期待してきた隠し撮りくんたちに失礼だわ。うん、がんばらないと」

　で、何かを根本的に勘かん違ちがいしているセクハラ音楽教師は、ミスコン管かん理り委員たちが隠し撮りから撤てつ退たいしたことも知らずに、そのままの状じよう態たい（カメラ目線、ビキニ）で五時間ほど音楽準備室でポーズをとり続け。

　結けつ果かとして、本当に風邪を引いたのは言うまでもない。

　まあなんつーか、アホである。
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　それは秋も深まり、コオロギやスズムシのオスたちが互いの意い地じとプライドとをかけてピーピーリンリンと壮そう絶ぜつな種の保存競争に勤いそしみ始める十月終しゆう盤ばんのある日のことだった。

「えっと、それじゃ今日は十一月に行われる文化祭の出し物を決めたいと思います」

　教きよう壇だんに立つ椎しい菜なが、手に持ったプリントを見ながら教室内をぐるりと見回してそう言った。

「出し物の内容は、基本的に学生としてあからさまに不ふ適てき切せつなものでなければ特に制せい約やくはありません。何でもいいみたいです。なので何か面おも白しろいアイディアがあったらどんどん言ってくださーい」

　にっこりと笑えみを浮うかべながら、よく通る声でクラスメイトたちに呼よびかける。

　現在は一時間目のロングホームルーム。

　約一ヵ月後に控ひかえた文化祭にどんな出し物で参加するかを決めるために、実行委員たる俺たち（俺と椎菜）は教壇に上がって皆に意見を求めているのだった。

「何かないですかー？　どんなものでもいいから、とりあえず言うだけ言ってみてくださーい」

　ちなみに椎菜が司会役であるのに対して俺は地じ味みに板ばん書しよ役である。当初は俺が司会をする予定だったのだが、「朝っぱらから男のむさ苦しい顔など見たくない」「綾あや瀬せの声なんかより椎菜ちゃんの声が聞きたいんだ」「春はる香か様にすり寄るチンケなゴミムシ野や郎ろうは隅すみっこでシコシコと黒板消しクリーナーでもいじっているがいい」とのクラスメイトたち（主に男ども）の心こころ温あたたまる意見の数々からそれは真夏のつむじ風のごとく一いつ瞬しゆんで却きやつ下かされ、こうしてめでたく板書役に納おさまることとなったのだ。……やるせねえ。

「うーん、出し物かー」

「どういうのがいいんだろ？」

　椎菜の言こと葉ばに、ざわざわと教室内がざわつく。

「ね、椎菜ちゃん。それって何でもいいの？」

　クラスメイトの一人が挙きよ手しゆしつつそう尋たずねてきた。

「去年は確たしか屋や台たいは一学年につき三つまでとか、そんな注意があったような気もしたんだけど……」

「うん、よっぽど公こう序じよ良りよう俗ぞく違い反はんなのとか倫りん理り的てき社会通念的にアブナイのじゃなければ何でもアリだって。あ、もちろん許きよ可かを取るものは許可を取らなきゃいけないけどね。委員会でそう言ってた」

「へー、そうなんだ？」

「そ、だからどんどん意見を出してねっ」

　それに対して気さくに答える椎しい菜な。その親しげな様よう子すは、すでに何ヶ月も前からこのクラスにいるかのようである。

　この一週間で、椎菜はすっかりクラスに溶とけ込こんでいた。

　もともと人ひと懐なつこいネコのようにフレンドリーで面めん倒どう見みがよく、明めい朗ろう快かい活かつなキャラである。転校初日から男女のどちらにも好かれ、今では春はる香かとは違ちがった意味でクラスのアイドル的存そん在ざいとなっていた。

「だったら演えん劇げきとか面おも白しろそうだよね」

「普ふ通つうにヤキトリの屋や台たいとかもアリかな？」

「オバケ屋や敷しきもいーんじゃねえ？」

　椎菜の声を受けて皆が活発に意見を出し始める。

　クラスがわいわいと喧けん騒そうに包つつまれるそんな中、

「ん～、何でもいいならおねいさんはかわいい男の子たちを揃そろえたヴィジュアル系ショットバーとかがいいかな」

　つい先日に二ふつ日か酔よいで死にそうになっていた音楽教師（ヴィジュアル系大好き）が、やたらとてかてかした顔をしてイスの上で組んでいた脚あしを組み変えた。

「う～ん、他にはお酒飲み放ほう題だいの居い酒ざか屋やとか。渋しぶく全国各地の利きき酒ざけ大会なんてのも文化的でいいわね～。まあ、日本酒があればとりあえず言うことなしなんだけど」

　実に楽しそうにそんなことを言いやがる。

「……」

　……いや本当に懲こりてないな、この人は。本ほん能のうで生きている野生動物（シマウマとかエゾシカとか）だって経験から多少なりとも教きよう訓くんを得えるってのに。

「あ、え、えーと、それはさすがに公こう序じよ良りよう俗ぞく違い反はんじゃないかと……」

　きらきらと眼を輝かがやかせる由ゆ香か里りさんを見て、椎菜が困こまったような笑えみを浮うかべて言った。

「あら、そう？」

「は、はい、おそらく」

「そっか～、いいアイディアだと思ったんだけど残念ね～。ん～、だったら少し譲じよう歩ほしてプチビアガーデンとかでも──」

「……いいからあんたはもう黙だまっててください」

　さらにワケノワカランことを言い出したアル中音楽教師にブッスリと釘くぎを刺さしておく。これ以上この人（二十三歳独身美形限定彼氏募集中）を暴ぼう走そうさせておくと本当に収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだからな。

「え～、なんか裕ゆうくんつめた～い」

　由香里さんが不満そうに口をとがらせた。

「……文化祭実行委員としてのまっとうな意見です」

「む～、いつからそんな石頭になっちゃったのかしら～。昔は『僕は大きくなったら由ゆ香か里りお姉ちゃんのお婿むこさんになってその南国フルーツみたいに豊ほう満まんなボディを独ひとり占じめにするんだー』なんて言ってたのに～」

「……」

　そんなサカリが付いた中年のおっさんみたいなこと言ってねえよ。

　だいたい話の文ぶん脈みやくからして前後が全然繫つながってない。何で文化祭の出し物を決めていていきなりそんなセクハラな話が出て来るのかって時点でもうさっぱり意味不明である。

「…………椎しい菜な、とりあえずあれはもう放ほう置ちで」

「え、い、いいの？」

「ああ。まったくもって構かまわん」

　この人のその場の思い付きなたわ言にいちいち付き合っていてはいつまで経たっても話が進まないことは身をもって知りまくっていたため、とりあえずいつものごとく普ふ通つうに放置して板ばん書しよを続けることに決めた。

「ねー天あま宮みやさん、アイスクリーム屋とかは？」

「クレープ屋さんはどう？」

「だからオバケ屋や敷しきでいーんじゃねえ？」

　セクハラ音楽教師がようやく静かになり、再ふたたびまともな意見が出始める。

　と、その時だった。




「えっとー、だったら『コスプレ喫きつ茶さ』なんてどうかなー」




　聞きき覚おぼえのある、ムダによく通る声が教室内に響ひびいた。

「今までの意見を総合するとそれが一番いいと思うけどなー。あ、『コスプレ喫茶』っていうのはコスプレした店員さんがウェイトレスさんをする喫茶店でねー、メニューとしてアイスクリームとかクレープとかヤキトリを出すことだってできるし、オバケ屋敷みたいに色んな格かつ好こうをして演劇みたいに色んな役を演じることもできるよー。コスプレっていうのはコスチュームプレイの略りやくで、簡かん単たんに言えばかわいい衣い装しようを着て楽しむことだからねー。例たとえばフリル付きの黒白のドレスとか紅白の袴はかまみたいな和服とか動物っぽい帽子とか、好きなのを着き放ほう題だいなんだよー」

　息いき継つぎもこちらの反はん応のうを待つこともなしに繰くり出だされる立て板に土ど石せき流りゆうな説明。

　後半部分は完全に自分の嗜し好こうに走って力りき説せつしてやがるその声の主は、当然のごとく信のぶ長なが（いつの間にか教室中央一番後ろの席に座すわってる）のアホだった。

「さらに『コスプレ喫茶』のいいところはねー、集客率が普ふ通つうの喫茶店と比べて段だん違ちがいってところにもあるんだよー。僕のデータによるとおよそ一・五倍から二倍近い差があってねー。んー、実じつ際さいに見てもらった方が分わかり易やすいかなー」

　そう言って信のぶ長ながは教きよう壇だんのど真ん中（椎しい菜なの隣となりな）までやって来ると、ぽかんとした表情を浮うかべる椎菜をヨソに持っていたノートパソコンをクラスメイトたちの方へと向けた。

「この二つの折れ線グラフを見てもらうと分かると思うけどー、こっちが普ふ通つうの喫きつ茶さ店てんの平へい均きん売り上げでこっちがコスプレ喫茶の売り上げなんだよねー。ほら、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょー。ここまできたらもう分かるよねー？　何てったって文化祭で重要なのは短期決戦に最さい適てきなコンテンツでー、その点でも瞬しゆん発ぱつ力りよくがあり話題性を含ふくんでいる『コスプレ喫茶』はピッタリだしー。他のクラスとの差別化もできて一いつ石せき五ご鳥ちようってやつかなー。ならこれをやらない手はないってー」

　どこぞの怪あやしい深夜通販のような根こん拠きよのない数字と口上を並ならべる信長。

　そして締しめくくりのごとく、教室内を見回してこう言った。

「どうかなー？　僕としては建けん設せつ的てきかつ保ほ守しゆ的てきで妥だ当とうな意見だと思うんだけどー」

「……」

　……そのトンデモ意見のどこがだよ。

　つーかそもそも『コスプレ』ってアレのことだよな？　前に〝夏コミ〟の屋おく外がい広場で異い空くう間かんを形成してた。アレを文化祭でやろうってのは、いくらなんでもムチャもいいところだろ。

　そんな俺の予よ想そう通り、信長の提てい案あんにクラスは明け方のカラスの巣すのごとくざわついていた。

「えー、なにコスプレ喫茶って？」

「なんかよく分かんないけど今流は行やってるやつでしょ？　そういう流行りモノに便びん乗じようするのってどうなんだろ」

「でもかわいい服が着られるんならよくない？」

「私はクレープができるんなら何でもいいけど……」

「着てもらうのなら俺はスクール水着がいいな（三馬鹿Ａ）」

「今は亡きブルマの復活は有あり得うるのですか？（三馬鹿Ｂ）」

「いやここは何と言っても一番シンプルなセーラー服を！（三馬鹿Ｃ）」

　反対と賛成、それぞれの意見が錯さく綜そうする。

　ちなみに今さらながら、隣のクラスの信長が当たり前の顔をしてここにいて意見を出していることにだれ一人として突っ込まないのは、やつの日ひ頃ごろの奇き天て烈れつな行動の賜たま物もの（？）だろう。

「えっと……それじゃいくつか候こう補ほも挙あがってきたようなので、そろそろ多数決をとってみたいと思います」

　ざわつく教室に向かって、椎菜がそう言った。

「多数決は、公平を期きして無記名投とう票ひようで行おうと思います。今から用紙を渡わたすので、そこに自分がやりたいと思う出し物を選んで記入してください。では配くばります」

　椎菜と二人でわら半紙製の投票用紙を配り教きよう卓たくに戻もどると、

「ね、裕ゆう人とはどれが選ばれると思う？」

　いまだに教壇に居い座すわる信長にちょっと遠えん慮りよするように、椎菜が小声でそう訊きいてきた。

「あたし、演えん劇げきとかがちょっと面おも白しろそうかなって思うんだけど、どうだろ」

「そうだな……」

　椎しい菜なの言こと葉ばに黒板を見る。

　挙あげられた出し物候こう補ほは全部で七つ。

　演劇。

　ヤキトリの屋や台たい。

　オバケ屋や敷しき。

　ヴィジュアル系ショットバー（いちおう）。

　アイスクリーム屋。

　クレープ屋。

　そしてコスプレ喫きつ茶さ。

　この中から選ばれるとしたら……

「よくは分からんが、クレープ屋とかそのヘンじゃないか？」

「あ、やっぱそうかな？　人気ありそうだもんねー」

　椎菜がうなずく。

　まあわざわざこっちのクラスにまで来て熱ねつ弁べんをした信のぶ長ながにはアレだが、『コスプレ喫茶』が選ばれることだけはないだろうな。三票（馬鹿三人）も入れば健けん闘とうってところか。

　と思ったのだが──

『演劇：[image: せいのじ２]、ヤキトリの屋台：[image: せいのじ２]、オバケ屋敷：[image: せいのじ３]、ヴィジュアル系ショットバー：[image: せいのじ１]、アイスクリーム屋：[image: せいのじ４]、クレープ屋：正[image: せいのじ２]、コスプレ喫茶：正正正正[image: せいのじ４]』

「……」

　黒板に書かれた（いや俺が自分で書いたんだが）投とう票ひよう結けつ果かを見て、俺は思わず自分の目を疑うたがっちまったね。

　なんつーか、ヒョウタンからサラブレッドが出て来るのを間近で見た気分というか……いや何だってよりにもよって信長の趣しゆ味みと嗜し好こうに走ったコレが選ばれるんだ？　他に目ぼしいもんがないんならともかく、文化祭の王道が目め白じろ押おしだってのに……

　しかし現実は時として自費出版小説よりも奇き々き怪かい々かいである。

　実じつ際さい問題として二年一組四十二名（プラス副担任一名）中、投票用紙に『コスプレ喫茶』と書いた人数は二十四人。ゆうに過か半はん数すうを超えている。……これはあれか、もしや俺が知らなかっただけでこの『コスプレ喫茶』とやらは文化祭の出し物として世せ間けん一いつ般ぱんで当たり前のように認にん知ちされ受け入れられているものなのか？

「……うーむ……」

　自らの常じよう識しきで信じていた基き準じゆんと世間様とのギャップに悩なやんでいると、

「んー、よかったよかった。みんな何だかんだ言っても『コスプレ喫茶』が好きなんだねー」

　隣となりで投とう票ひようの結けつ果かを満足げに見ていた信のぶ長ながが、意味ありげにそんなことを言った。

「いやー、このクラスには見る目がある人がたくさんいて助かったよー。これからもその素す晴ばらしい慧けい眼がんを持ち続けてくれると僕としても嬉うれしいかなー」

　にこやかに教室を見回す信長。

「!?」

　その視し線せんを受けて、クラスの何人かが捜そう査さ中ちゆうの鬼おに刑事と目が合った重要参考人のごとく瞬しゆん時じにさっと目を逸そらした。

　明らかに、何かに怯おびえている目だった。

「……」

　……こいつ、裏うらでなんかやりやがったな。

　その様よう子すを見て確かく信しんした。確たしかにこいつの恐おそるべき情報収集能力及びその活用能力をもってすれば、十や二十の票操そう作さをするくらい生まれたての仔こ猫ねこのツメを切るよりも簡かん単たんに違ちがいない。

　確かく実じつにクロな容よう疑ぎ者しやを見る目で信長を見ると、

「えー、なんか目が怖こわいなー？　僕はただみんなにお願いしただけだよー。文化祭で『コスプレ喫きつ茶さ』をやりたいから協力してくれると嬉しいなーって」

「……」

　お願いというオブラートで包つつまれたキョウハクだろうが、お前の場合。

　ともあれ、もはや結果が出ちまった以上そんなことを言ってもしかたがない。

　まあいちおう基本は喫茶店なわけだし、クラスの一部では確かに『コスプレ喫茶』への直接の肯こう定てい者しやがいることも否ひ定ていはできん（例たとえば三馬鹿とか三馬鹿とか三馬鹿とか）。とすればここでわざわざ俺が異い論ろんを唱となえるのもアレだろう。

「さー、みんなで楽しく『コスプレ喫茶』を盛もり上あげていこうかー」

　楽しげに信長（隣のクラス）が宣せん言げんし、

　そんな次し第だいで、うちのクラスの出し物は『コスプレ喫茶』とやらに決定したのだった。……なんか色んな意味で世も末だって気がするがな。
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「えーと、喫茶店となると、やっぱりまずはカップとかケーキ皿とかの食器類が必ひつ要ようになるかな？」

　で、ロングホームルーム後の休み時間。

　椎しい菜なと二人で『コスプレ喫茶』の今後の展てん開かいについて話をしていた。

「他にもティーバッグとかティースプーンとか……」

「だろうな。後はコーヒーメーカーなんかもだな」

「あ、そういうのもあるか。だとするとそれらの確かく保ほが最さい優ゆう先せんだよね。あんまり時間もあるわけじゃないし、早めに算段だけはつけておかないと……」

「ああ、確たしかに」

　文化祭が催もよおされるのは今から約一ヵ月後の十一月の第四日曜日。諸しよ準じゆん備びや予算の承しよう認にんなどを考えると、できるだけ早く下準備を進めておくに越したことはない。

「とすると……ね、裕ゆう人と、今度の日曜日って空あいてる？」

「日曜？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ」

　今のところ特に予定はない。というか何度も何度も言うが、俺の休日の予定などうちで常つねにごろごろごろごろとしている特大の粗そ大だいゴミと、よほどやることがないのかほとんど毎日のようにやって来るその朋ほう友ゆうの世せ話わくらいしかないんだよ、くそ。

「そっか。だったらその日に下見に行かない？」

「下見？」

　って何のだ？

「うん。その場で買うか買わないかはともかくとして、とりあえず使えそうなものがあるのか見ておくだけでもやっておけば後々ラクなんじゃないかな」

「ああ──」

　そういうことか。ふむ、確かにそれには一いち理りも二に理りもあるな。なので、

「分かった、じゃ行くか」

「さすが裕人。よし、決まりね」

　椎しい菜なは嬉うれしそうにうなずき、

「後はどこに行くかだけど……カップとかそのヘンはディスカウントショップで安めのを揃そろえれば何とかなるか。いざって時は百均って手もあるし。とすると……後はあの何だっけ、〝コスプレ〟をするための衣い装しようだよね？」

　微び妙みように首をかたむけながら言ってくる。

「でもそういうのってどこで調ちよう達たつすればいいんだろ？　買うにせよ借かりてくるにせよ、普ふ通つうにショップとかに行けば置いてあるのかな？　それにそもそも〝コスプレ〟っていうのがどういうものなのかもいまいち分からないんだよね……裕人、知ってる？」

「いや、俺にも分からん」

　ああいったカラフルな衣装は、着ている人々こそ〝夏コミ〟やらアキハバラで見たことはあるものの、それがどういうもんなのかについてはほとんど説明できんし、ましてやどこで売っているのかやどうやって入手しているのかなどに至ってはまったくもって分からない。まあ普ふ通つうに分かるやつの方が稀け有うだとは思うがさ。

「うーん、どうしよう。これが分からないと話にならないし……」

「む……」

　確たしかにそれはその通りである。『コスプレ喫きつ茶さ』である以上、まず『コスプレ』の部分を何とかせにゃあ始まらない。本ほん末まつ転てん倒とうってやつだ。

　……こうなったら、あまり気は進まんが信のぶ長ながに訊きくしかないか？

　そもそもこの『コスプレ喫茶』とやらを提てい案あんした張ちよう本ほん人にんである。やつならば間ま違ちがいなく『コスプレ喫茶』に関する情報をそれこそ一から百八十六くらいまで知ってるだろう。ただしやつにこういった類たぐいのことを訊くともれなく余よ計けいなウンチク、個人的感想などのオマケ付きなんだよな、むう……。

　いつだったか何なに気げない気持ちで『イノセント・スマイル』についての感想を訊いたばかりに、やつの部へ屋やに拉ら致ち監かん禁きんされ約半日ほどかけて数十冊にも及ぶバックナンバー（やたらとカラフル）の精せい読どくをさせられた挙あげ句くにそのまま徹てつ夜やでのＤＶＤ鑑賞会に付き合わされた苦く行ぎようの体験を思い出し、果はたしてどうすべきか真しん剣けんに悩なやんでいた俺に、

「裕ゆう人とさん、天あま宮みやさん」

　ふいに、心ここ地ちの好よいシャワーのような声が聞こえてきた。

　同時に、こちらに向かってとてとてと駆かけ寄よってくるはしゃいだ仔こ犬いぬみたいな足音。途と中ちゆうで床ゆかに置いてあっただれかのカバンにつまずきかけて「あ、あうっ」とあたふたとしながら、その主は俺たちのところまでやって来た。

「春はる香か……」

「こ、こんにちはです」

　春香だった。

　照てれたような表情でぺこりと頭を下げると、

「お二人とも、先ほどはお疲つかれさまでした。えと、〝こすぷれ喫茶〟についてのご相そう談だんですか？」

「ん、ああ。まあそんなとこだ」

「あ、やっぱりそうでしたか」

　春香は胸むねの前でぽむっと手を叩たたき、

「あの、何か手伝えることがあったら言ってくださいね。私にできることなら何でもやりますから」

「え？　ああ」

「色々と大たい変へんそうですけどみんなでがんばっていきましょうね♪」

　両手をぐっと握にぎり締しめて、とびきりのほんわか笑え顔がおを向けてくる。

「お、おう」

　そのあまりの可か憐れんさに、一いつ瞬しゆん脳のうへの酸さん素そ供きよう給きゆうが完全にカットされて意い識しきがクラっときた。相変わらず殺人的戦略兵器的なかわいさである。

　にしても春香……なんかすげぇいい顔してるな。

　いつにもましてにこにこぽわぽわというか、なんか春はる香かの周まわりに色とりどりのお花畑（ゆらゆらと舞まうモンシロチョウ付き）が見えるというか……

（──ね、何だか乃の木ぎ坂ざかさん、妙みように楽しそうだね）

　と、椎しい菜なが微び妙みように困こん惑わくした様よう子すで俺に尋たずねてきた。

（いつもとテンションが違ちがうっていうか、浮うかれてるみたいな感じだよね。何かあったの？）

　どうやら椎菜の目にも同じように映るらしい。

「いや俺にもよく──」

　分からん……と言いかけて、そこで春香のつぶやきが耳に入った。

「えへへ、〝こすぷれ喫きつ茶さ〟です。どんなかわいいお洋服を着られるんだろう……今から楽しみだなぁ」

「……」

「……」

「メイド服とかあるかな……ステキなドレスとかもあるといいな……」

「……」

「……」

　もしかして春香……文化祭の出し物が『コスプレ喫茶』とやらに決まったことに喜んでるのか？

　だが考えてみれば別に驚おどろくべきことじゃないかもしれん。〝夏コミ〟の時もお姫様に憧あこがれる小さな女の子みたいな目で熱心にコスプレを眺ながめていたわけだし、そもそも春香の趣しゆ味みから考えて、そういった類たぐいのモノに興きよう味みを示すのはむしろヨガにハマったＯＬが次にインドに行きたくなるくらいに自然なステップと言えるだろう。

「そっか、乃木坂さん、そんなにかわいい服が好きなんだ……」

　椎菜がつぶやく。事情を知らない椎菜の目には、今の春香は単にかわいい衣い装しようを着られることを喜んでいるようにしか映らんのだろう。まあ余よ計けいなフォローをしなくて済すむからこっちとしては大いに助かるんだが。

「──ん？」

　と、そこでふと思った。

　目の前で楽しげに『コスプレ喫茶』に思いを馳はせているぽわぽわお嬢じよう様。もしかしてとは思うが春香なら……

「──なあ春香、ちょっといいか」

「はい？」

　うきうき顔の春香に向かって手て招まねきをする。

「？　裕人、どこ行くの。まだ打ち合わせが……」

「悪い。すぐに戻もどる」

「？」

　話の内容が春はる香かの秘ひ密みつに関かかわる可か能のう性せいがあったため、いちおう椎しい菜なから離はなれて廊下まで移動した。

「どうしたんですか、裕ゆう人とさん？」

　春香が不ふ思し議ぎそうな顔をする。

　俺は今さっき思いついたことを訊きいてみた。

「なあ春香、もしかしてコスプレの衣い装しようが置いてある店とかって知ってたりするか？」

「え、〝こすぷれ〟の、ですか？」

「ああ」

　今の浮うかれっぷりや〝夏コミ〟の時の反はん応のうからすると、もしかしたら何か知っているかもしれん。そう思って訊いてみたところ、

「あ、はい。分かると思います」

　春香はあっさりと首を縦たてに振ふった。

「ほんとか？」

「えと、たぶんですが。前に『イノセント・スマイル』で〝こすぷれ〟特集をやっていた時に見たことがあるので……」

「おお」

　ビンゴだった。

　さすがは（？）春香というか、ほとんどダメ元だったとはいえ世の中何でも訊いてみるもんだな。

「もしよければその店、案あん内ないしてくれないか？」

「え？」

「ほら、『コスプレ喫きつ茶さ』をやる以上、とりあえず一度どういった衣装があるのかを見ておかなきゃマズイらしくてな。だけど俺たちにはそういう店がどこにあるのか分からなくて、困こまってたところなんだ。だから春香が色々教えてくれるとかなり助かるんだが……」

「えと……」

　俺の言こと葉ばに、何かを考えこむように春香がちょこんと小首をかたむける。

「──それって、裕人さんが私を頼たよりにしてくれて……」

「ん？」

「あ、い、いえ」

　大きく首を振って、

「その、それって私が裕人さんのお役に立てるということ……でしょうか？」

「ん、ああ、そうだな」

　言い回しは少しオーバーだが、まあそんなようなもんだ。

　すると春はる香かはぱっと顔を輝かがやかせて、

「は、はい。私でよければぜひごいっしょさせていただきますっ」

　ぐっと身を乗り出しながら大きくうなずいてくれた。うーむ、なんかやけに気合が入ってるな。いやそれ自体はいいことなんだが。

「あー、それじゃ頼たのむ」

「はい、任まかせてください」

　真しん剣けんな目でそう言ってくる春香。

「それで、できれば今度の日曜日に行きたいんだが……」

「え、日曜日……ですか？」

　一いつ瞬しゆん、春香の動きが止まった。

「ああ。ん、もしかして都つ合ごうが悪かったりするのか？　だったら──」

「あ、い、いえだいじょぶです。都合が悪いなんてことはありませんっ」

　すごい勢いきおいで春香は首を振ふった。

「日曜日は私、ものすごくヒマですから。ヒマでヒマでどうしようもなかったんです。何もやることがなくて、テディベアのキング・グリズリーくんのお洗せん濯たくをしてあげるくらいしか……」

「そ、そうか……」

　いやその休日の過ごし方もどうかと思うが……と突っ込みそうになりながらも勢いに圧おされてうなずく。

「あー、じゃあとりあえずオッケーってことでいいんだよな？」

「は、はい。ばっちりおっけ～です」

　こくこくとうなずいてくれた。よし、とりあえずこれで『コスプレ』の方も何とかなりそうだな。

「よし、じゃ教室に戻もどるか──お、そうだ」

「はい？」

「ちなみにその店ってどこにあるんだ？」

　それはまあほんとに何となく思ったことだった。

　あんまり遠くだと集合時間とかを早めに考えなければならんしな、くらいに思ってしてみた質問。

　だがその何なに気げなく発した質問に春香はにっこりと笑って、

「アキハバラ、です」







「え、お店の見当が付いたの？」

「ああ。何でもたまたま春香が知ってたとかでな」

　教室へと戻もどり、椎しい菜なにだいたいの事情を報ほう告こくする。もちろんあまり詳くわしく説明すると春はる香かの秘ひ密みつがバレる恐おそれがあったため、そのヘンは適てき当とうに誤ご魔ま化かしてだが。

「へー、そうなんだ。さすが乃の木ぎ坂ざかさんだね。色んなこと知ってるっていうか、ファッションチェックも欠かさないんだー」

　椎菜も特に突っ込んでくることはなく、感心したようにうなずいていた。いやたぶんファッションはあまり関係ないがな、この場合。

「てことは乃木坂さんも日曜日にいっしょに来てくれるってことでいいんだよね？　じゃあ時間とか集合場所とかどこにする？」

　ポケットからメモ帳を取り出した椎菜に、

「あー、それについて、一つ提てい案あんがあるんだが」

　俺はそう言った。

「え、提案？」

「ああ、コスプレ担たん当とうと食器その他の雑ざつ貨か担当とで二手に分かれないか？　その方が効こう率りつ的てきだと思うんだが……」

　それは春香から店の在あり処かを聞いた時から考えていたことだ。

　何せ行き先が行き先だけに、椎菜と春香をいっしょに行かせるのには若じやつ干かんの──いやかなりの不安がある。そういった類たぐいのモノに目がない春香が、いつかのアキハバラや〝夏コミ〟で見せた特攻（暴ぼう走そう）などをしようもんなら、一発で趣しゆ味みがバレちまうだろう。いや椎菜ならたとえ趣味がバレても変わらずに接してくれるのかもしれんが、それでも避さけられる危き険けんは避けた方が無ぶ難なんだ。まあ何というか、俺たち二人の『秘密』でもあるわけだしな。

「んー……」

　その提案に椎菜は少し何かを考えていたようだったが、

「──うん、そうだね。確たしかにいっしょに回るよりもその方が効率的かも」

　やはり特に気にした様子もなく、明るく笑った。話が早くて助かるな。

「じゃそういうことで、そっちの、〝コスプレ〟の方は裕ゆう人とたちの担当でいいの？」

「ああ、任せてくれ」

「ん、だったらお願いね」

　椎菜が笑え顔がおでうなずき、

「がんばりましょうね、裕人さん」

　その横では、春香もにこにこな笑顔を見せていた。

　こうして、日曜日の春香と二人でのアキハバラ行きが決まったのだった。
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　その日はそれまでの十月にあるまじき陽気もどこかに吹っ飛び、そろそろ山間部のクマたちが来きたるべき冬とう眠みんのために毛皮の下にこってりとした脂し肪ぼうを蓄たくわえ始めるような、そんないかにも秋の到とう来らいを感じさせる日ひ和よりだった。

　十月三十日、日曜日。

　岩場のフジツボのごとき多くの人で賑にぎわうアキハバラの駅前に、俺は春はる香かと二人で立っていた。

「今日はお天気になってよかったですね」

　空を見上げて春香がふんわりと微ほほ笑えむ。

「やっぱりせっかく出かけるんですから、お天気の方が楽しいです。こう、何だかうきうきしてくるような感じがしますし」

「そうだな。昨日まではけっこう曇りがちだったから……」

「もしかしたら私たち、普ふ段だんの行いがいいのかもしれないですね」

　えへへ、と笑う春香。うーむ、いつものことながらリフレッシュフルな笑え顔がおというか、心の底から実に癒いやされるね。間ま近ぢかで白しら糸いとの滝たきでも見た気分だ。

「さて、それでは行きましょうか、裕ゆう人とさん」

　春香がくるりとスカートの裾すそをひるがえす。

「ああ、店はどっちにあるんだ？」

「ええとですね……おそらくあっちの方向だと思います」

　手元にあるＢ５サイズの冊子に目を落として春香がつぶやく。

「まずは大通りに出て、少し行ったところで脇わき道みちに入ります。そしてその脇道を少し進んだところに目的のお店はあるはずです。そんなに分かりにくい道ではなさそうですけど、迷まい子ごにならないように裕人さんもお手元の地図で〝ちぇっく〟しておいてくださいね（にっこり）」

「ん、ああ」

　笑顔の春香から微び妙みように目を逸そらしつつ答える。

　春香が言っている『お手元の地図』とは『お買い物のしおり・ぱーと２』とやらのことである。前回と同じく春香のお手製で、俺の分も渡わたされてはいるんだが……何というか、やはり集団食中毒を起こして苦しげにのたうちまわっている妖よう怪かい図ず（カラフル）にしか見えん。これはもう、特技を通り越して天が与えたある種の才さい能のうと言えよう。

「それじゃ、れっつご～、です」

　妖怪図を縦たてに横にくるくると回しながら歩き出した春香の後に付いて（というかそれ以外に俺に手しゆ段だんはないので）、俺も歩き出した。

　駅前を抜けると、そこはすぐに大通りである。

　休日には歩行者天国になっている幅はばの広い道路。

　店頭からは相変わらずゲームやらアニメやらの主題歌が響ひびき、十歩進めば笑え顔がおでチラシを配くばっているメイドさんやら、西洋人形が着るような全身真っ黒のやたらとフリルが付きまくった服を身にまとった女の人やらを見かける。ほんとに何でもアリの空間だな、ここは。

　そんなことを考えながら歩いていると、通りを挟はさんだ反対側に先日美み夏かといっしょに行った『アニメイト秋あき葉は原ばら店てん』の青いカンバンが目に入った。なるほど、コスプレ専門店とやらはこっちの方向にあるのか。ああ、そういえば確たしかこの辺には他にでかいゲームショップとかもあったような気が──

「……」

　──いや、何で俺はそんなことまで知ってるんだろうね？

　思わず自分に突っ込んじまった。

　いかに今年だけで三回もアキハバラに来ているとはいえ、それだけで具体的店名を挙あげられるまでになるもんなのか？　少し前までは原色な店てん頭とうの飾かざり付つけを見るだけでクラクラしちまってたくらいだってのに。順じゆん応のう力りよくが高いというよりももはや単に順じゆん調ちようにそっちの道へと足を踏ふみ入いれかけているだけにしか思えんのだが……

「……」

　何やら底そこの見えない底なし沼（人ひと喰くいワニ付き）にずぶずぶと片足を突っ込んじまったかのような複雑な気分を覚おぼえていると。

「…………」

　隣となりを歩いていた春はる香かの動きが、ぴたりと止まっているのに気付いた。

「春香？」

「……」

　呼よびかけるも反はん応のうがない。お地じ蔵ぞうさんのように道のど真ん中に立たち尽つくし、ある一点をじ～っと見つめている。何だ？　何かあるのか？

　不ふ審しんに思い春香の視し線せんの先を追おう。するとそこには──

「……」

　全長一・五メートルほどの大きさの人型をしたカンバン（やけに色鮮あざやか）が立っていた。ふんだんにちりばめられた原色が目にまぶしいそれは、ハデに装そう飾しよくされた丸文字で『ドジっ娘こアキちゃん等身大ＰＯＰ』とか書いてある。

　……あー、なるほどね。

　瞬しゆん時じに何が起きたのか理り解かいした。

　これはつまりいつものターゲッティングモードが発はつ動どうしたのか。お気に入りのモノを見つけた時の春はる香かの反はん射しや的てき習性。ってことは経けい験けん上じよう、この次にくるのは間ま違ちがいなく散歩中に仲のいいご近所犬を発見した時のコーギーのような特攻→俺の放ほう置ちプレイであるはずである。

　いつ春香が飛び出すのか注意深く身み構がまえていると、

「……だ、だめです…………」

　意外にも特攻はされなかった。

　その場から動かずに春香は下を向き、自分を抑おさえるかのようにつぶやく。

「……今日は裕ゆう人とさんのお仕事のお手伝いで来たんですから、勝手な行動をしては迷めい惑わくがかかってしまいます……だからがまんしないと……」

「……」

　どうやら、春香なりに誘ゆう惑わくに耐たえているらしかった。スカートの裾すそを両手でぎゅっと握にぎり締しめたまま、ちらりとカンバンを見てはふるふると頭を振ふってきゅっと目をつむる。そしてまた目を開けてカンバンに視し線せんを遣やり……をその場で繰くり返かえす。その様子はそれはそれで何だか傍はたから見れば微び妙みように微ほほ笑えましい光景だったりもするんだが……まあ当人である春香にしてみれば一いつ生しよう懸けん命めいでそれどころじゃないんだろうな。

[image: ]

　やがて何度かそのプチ挙きよ動どう不ふ審しんな動きを繰り返したところで、

「──あ、す、すみません。こんなところで立ち止まったりして。行きましょう、裕人さん」

　少しムリをしたように笑って、そう言ってきた。

「……いいのか？」

　別にそこまで急いでるわけでもないし、また春はる香かにとって人生二度目のアキハバラなわけだし、少しくらいなら寄り道（特攻）をしても俺は別に構かまわんのだが。

　しかし春香は首を横に振ふり、

「い、いいんです。そ、そこまで見たいものでもなかったですし、それにせっかく裕人さんのお役に立てる機き会かいなんですから、その期き待たいを裏うら切ぎるわけにはいかないです」

「……」

　裏切るだとか、そんな大げさな話じゃないと思うんだが。

　まあしかし春香がそこまで言ってくれるんなら、その意い思しを尊そん重ちようすべきだろう。路上放ほう置ちプレイもないに越こしたことはないしな。

「分かった、じゃあ行くか」

「は、はいっ」

　そうして、こちらに向かい微ほほ笑えみかける『ドジっ娘こアキちゃん』を振り切るようにして春香は小走りで歩き出したのだが。

「……あ、あれは、まさか『夜よ更ふかし悪あく魔まピロウちゃん』の限げん定てい版ばんふぃぎゅあ…………」

　さすがにここは大通りだけあって店みせ構がまえ及び品しな揃ぞろえが豊ほう富ふであり、

「あっちにあるのは『ノクターン女学院ラクロス部』のサイン入り最新巻……こっちにあるのは『あぷりこっとdeぎゃんぐすた～』の初回版たぺすとりー……」

　そして品揃えが豊富ということはそれだけ春香のターゲッティングの対たい象しようとなるモノが多いということであり、

　距きよ離りにして僅わずか五十メートルほどの間に、幾いく度どとなく俺たちの前に出現し、

「……だめ、です……だめなんです…………」

　その度たびに春香は律りち儀ぎに動きを止めて悩なやんでいるようだったが、それでも一度たりとも特攻（暴ぼう走そう）をすることはなかった。

「……はあ……はあ…………」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい。全然だいじょぶです」

　息いきを荒あらげつつちらちらと未み練れんありげに後ろを振り返りながら言われても全然説せつ得とく力りよくはなかったが、本人は必ひつ死しにがんばっているようなのでそのことには触ふれないでおいた。

「あ、あと少しです。お店にまで着いてしまえばきっと何とかなるはずです。だからそれまでのがまんで……」

　冬山で遭そう難なんして緊きん急きゆう避ひ難なん用ようのロッジを目指す登山者みたいな悲ひ愴そうな声で前を向く。

「……」

　なんつーかもう、ガンバレとしか声をかけようがなかった。







　そんなこんなで止まったり動いたり、動いたかと思ったらまた止まったりしつつ（春はる香かが）、ようやく目的地であるコスプレ専門店──『COSPAジーストア・アキバ店』の前にまで辿たどり着ついたのだが。

「……」

「……」

　そこには、最後にして最大の関かん門もん（春香にとって）が待ち受けていた。

「あ……こ、これは…………」

　細長い外がい観かんをした六階建てビルの一階。

　二階にある『COSPAジーストア・アキバ店』に向かうために必かならず通らなければならないという細い通路部分で俺たちを出迎えてくれたのは……いつだったか、春香がハマりにハマりまくって小こ遣づかい四千円ほどをつぎ込んだプラスチック製の四角い箱だった。

「……」

　それも尋じん常じような量じゃない。奥行き五メートルほどの通路の両りよう脇わきに、いくつも段だんになってひしめくように積み重ねられている。とにかく右を見ても左を見てもガチャポンガチャポンガチャポン。数にして軽く五十くらいはあるんじゃないか？

　何でこんなところ（通路）にこんなもん（ガチャポン）があるのかと思いきや、よく見りゃあ表の目立つ位置に大きく『１Ｆガチャポン会館』と書かれたカンバンがあった。つまりここはもともとそういうところらしい。こんな場所が普ふ通つうに街中にあるとは、さすがはアキハバラといった感じか。

「あ、あ……『ドジっ娘こアキちゃん』の新バージョンがあります、こっちには『ノクターン女学院ラクロス部』ライバル校の夏なつ海みちゃんが……」

　そしてその多数のガチャポン台を前にして、春香は煩はん悶もんしていた。

　数々の誘ゆう惑わくに耐たえ、やっと安全地帯に到とう着ちやくしたと油ゆ断だんしたところに、このガチャポン攻こう撃げきは予よ想そう外がいの不ふ意い打うちだったらしい。

「だ、だめです……ただでさえここまで余よ計けいなお時間を取らせてしまったのに、これ以上予定を遅おくらせるわけには……あ、でもあれは『とってけ！　わさびちゃん』……」

　ぶんぶんと首を振ふって、

「そ、そうです。見なければいいんです。目に入ってこなければきっと……」

　春香はきゅっと目をつむると、

「さ、さあ行きましょう、裕ゆう人とさん」

「あ、春香……」

　そう俺に呼よびかけ、そのまま歩いていこうとして──

「あうっ」

　ごいん、と。

　オデコからガチャポンの筐きよう体たいに激げき突とつした。

　周まわりにギャラリーがいたらコインでも飛んでくるんじゃないかってくらいの、見み事ごとな激突だった。

「い、いたいです……」

　……いや、そりゃあこの狭せまい通路で目をつむって歩けばそうなるだろうさ。

　心の中で突っ込みつつ、オデコを押おさえながら涙なみだ目めでうずくまる春香に手を差し出す。

「……ほら。立てるか？」

「あ、す、すみません」

「ケガ……はしてないな」

　ぶつけた額ひたいは少し赤くなっていたが、これはケガってほどのもんでもないだろう。

「だ、だいじょうぶです。それよりまたご迷めい惑わくをおかけしてしまって……」

　すまなそうな顔でぺこぺこと頭を下げてくる春はる香か。いやそれは別に構かまわんのだが……

「なあ、そんなにやりたいんならガマンしなくてもいいんじゃないか？」

「え？」

「ガチャポン。今日は別に急いでるわけでもないし、少しくらいやっても大だい丈じよう夫ぶだぞ？」

「い、いいえ、だめですっ」

　だが春香はふるふると首を振ってそれを拒きよ絶ぜつした。

「〝がちゃぽん〟は恐おそろしいものです。一度やり始めたら目的のものが出るまでやめられなくなってしまい……それはまるでお菓か子しの箱に付いている透とう明めいのぷちぷちを一度ぷちぷちし出したらやめられなくなるようなもので──」

「……」

　真しん剣けんな表情で力りき説せつする春香。例たとえが妙みように庶しよ民みん的てきなのは少々アレだが、確たしかにそれはいつかの春香（ハマりにハマって一時間）を見てればイヤというほど分かるってもんである。

「だけどこのままじゃ何回激突するか分からないだろ……」

　というか春香のドジっぷりを考えると、目的地まで無ぶ事じに辿たどり着つけるのかどうかもかなり怪あやしい。

　すると、

「あ、あの、でしたら手を繫つないでもらってもいいですか？」

「へ？」

　何やら頰ほおを少し赤らめて、春香が突とつ然ぜんそんなことを言った。

「あ、そ、その、目をつむってもぶつからないように手を引いてもらえたらと……」

「あー」

　なるほど、そういう意味か。

　確たしかにそれなら激げき突とつすることなく進むことができる。ナイスアイディアといえばナイスアイディアではあるが……しかしそうまでするほど春はる香かの目にはこのガチャポンの山が魅み力りよく的てきに映るらしい。まあ春香にとってみれば脂あぶらの乗りまくった天然カモ（×五十）が最高級下しも仁に田たネギと熱ねつ伝でん導どう率りつ百二十パーセントの骨こつ董とうナベを背せ負おってが～が～鳴ないてるみたいなもんだろうからなあ……

「ん、分かった。春香がそれでいいなら」

「は、はい」

　右手を差し出すと、春香は遠えん慮りよがちにきゅっと摑つかみつつ少しばかり身を寄せてきた。

　同時に柔やわらかい香かおりがふわりと辺あたりを漂ただよう。フローラル系の心落ち着く香り。いつも思うんだが、何だって春香からはこういい匂においがするんだろうね。

　少しばかり心臓の不正動どう作さを感じながら、俺は春香を促うながした。

「あー、それじゃ行くぞ」

「よ、よろしくお願いしますです……」

　ぺこりとうなずいて目をつむる春香。

　そして二人でガチャポンの谷間を進んでいくものの。

「み、見なければだいじょうぶ……見なければだいじょうぶ……」

「……」

「何もない……ここには何もないんです……」

「…………」

　ぶつぶつと、念ねん仏ぶつのようにそう繰くり返かえす春香の歩みはミドリガメのそれよりも遅おそいものであり。

　結けつ局きよく、僅わずか五メートルほどの通路を抜ぬけるのに、十五分ほどの時間を要ようしたのだった。
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　で、例のコスプレ専門店とやらは確かに二階にあった。

「つ、着きました。ここが『COSPAジーストア・アキバ店』です」

　俺の腕うでにしがみついたまま、春香が大きく息いきを吐はく。

「やっとここまで来ることができたんですね……長い道のりでした……」

「……」

　まあ距きよ離りにしてみればアキハバラの駅から僅か二百メートルほどなんだが、春香にとってはある意味シルクロード（およそ六〇〇〇キロ）よりも長く感じたことだろう（精せい神しん的てきに）。お疲つかれさまというか何というか……

　何か大きなことをやり遂とげた夢ゆめ追おい人びとのような顔の春はる香かに心の中で労ねぎらいの言こと葉ばを送っていると。

「あ、でもまだ一ひと息いきつくのは早かったです。ちゃんとお店の中を案あん内ないするまでがお仕事なんですから」

　何やら自分に言い聞かせるようにそうつぶやくと、春香はくるりとこっちに向き直り、

「──あの、裕ゆう人とさん。何か分からないこととかありますか？　色々と調べてきたので、よろしければ何でも訊きいてくださいね」

「お、そうなのか？」

「はい、もうばっちりですよ」

　微ほほ笑えみながら、ちょっとだけ自信ありげにちょこんと胸むねを張はる。春香のそういった得とく意いげな仕し草ぐさってのを見るのは珍めずらしかったが、それでもやっぱりかわいらしいのは春香が春香たる所以ゆえんだろう。

「んー、だったら全般的な説明を頼たのめるか？　とりあえずこの店については何も分からんからな」

　何か分からないことがあるかというよりも何が分からないのかも分からないレベルだったのでそうリクエストしたところ。

「あ、はい。──えと、ここは『COSPAジーストア・アキバ店』といって、〝こすぷれ〟の衣い装しようの専門店です。そのお名前の示す通り〝こすぷれ〟衣装がメインですが、他にグッズや小物なども扱あつかっているとのことらしいです」

　手元の『お買い物のしおり・ぱーと２』（相変わらず俺には解かい読どく不ふ能のう）をぱらぱらとめくりながら、そう説明してくれる。

「他には……あ、後はここのワンフロア全部がお店になっているみたいです」

「へえ……」

　春香の言こと葉ばに改あらためてフロア内に視し線せんをやる。

　そこは教室一個分弱くらいの、特別広くも狭せまくもないスペースだった。

　見回してみてまず目に付くのは入り口部分に飾かざられた展てん示じ品ひん。真っ黒な着物のようなものが、金髪をしたマネキンに着せられている。その奥正面には新発売と書かれたグッズが平ひら積づみにされた台があり、それを囲むようにプリントＴシャツやパンツなどが並べられていた。

「けっこう人がいるんだな……」

　意外、と言っては失礼なのかもしれんが、三十畳ほどの広さの店内には多くの人がひしめいていた。Ｔシャツを眺ながめている若い男、マグカップを手に取っている中学生くらいの女子。展示されたジャケットを仲良く見ているカップル。メインの客きやく層そうは男のようだが、女性客の比ひ率りつも決して低くはない。

　店内の雰ふん囲い気きもごくごく普ふ通つうのものだった。最初はコスプレ専門店ということで少し身み構がまえていたりもしたんだが、いざ実物を見てみると特に何かが変わっているということもなく、そのヘンにある古着屋とかとほとんど変わらない気安い空気である。ふむ、もっと「一いち見げんさんお断ことわり」みたいな感じかと思ってたんだがな。ちょっとしたカルチャーショックな気分だ。

「で、肝かん心じんのコスプレの衣い装しようはどこにあるんだ？」

　ぱっと見たところ、入り口周まわりにあるのはグッズ関係を始めとした小物のようなものである。いわゆる『コスプレ』の衣装らしきものはエレベータ横の着物以外に見当たらない。

　すると春はる香かは再ふたたび『お買い物のしおり・ぱーと２』に目を落とし、

「えと……それはたぶんあっちだと思います」

　店の奥の方を指差して、そう言った。

「調べたところによりますと、入り口付近は主に新商品やグッズなどが置いてあるコーナーみたいです。なのでおそらくですが〝こすぷれ〟はあちら側がわなんじゃないかと……」

「ほう」

　どうやらこの阿あ鼻び叫きよう喚かんで魑ち魅み魍もう魎りような妖よう怪かい画が集しゆう（色鮮あざやか）には、店への道どう程てい、解説だけでなく店内の詳しよう細さいな構こう造ぞうまでもが記しるされているらしい。そこまでしっかりと調べてくれているのはさすが春香というか。これとノーマル仕し様ようの『お買い物のしおり・ぱーと１』があればそれだけでアキハバラの地理はバッチリに違ちがいない。……読めんけど。

「じゃあそっちに行ってみるか」

「はいです」

　うなずいた春香とともに店の奥へと向かう。

　そこにあったのは──

「おお」

「わあ……」

　春香が歓かん声せいを上げる。

　そこにあったのは、色とりどりのカラフルな制服やメイド服、ウェイトレス服に巫み女こ服ふくと、とにかく思い付く限かぎりのコスプレ用の衣装だった。

「すごい……かわいいお洋服がいっぱいです」

　生まれて初めて海を見た内陸部の子供たちみたいに目をうるうるとさせる春香。

「まるで夢の国みたい……生きていてよかったです、はぁ……」

「……」

　夢の国だ何だは多少オーバーだとは思うが、春香の気持ちも分からんでもない。

　目の前に並ならべられた衣装の数々。

　ハンガーにかけてあるもの、マネキンに着せてあるもの──展てん示じ様よう態たいは様々であるが、どれもこれもが本格的な作りになっていて、そこにあるだけで自おのずと目を引いた。こういったものに特に興きよう味みのない俺でも何となく手に取って見てみたい気分になるというか……そんな感じである。

「ほんとにすごいです……」

　しばらくの間、春はる香かは衣い装しようの前で感かん激げきの海に肩かたまでとっぷりと浸ひたっていたみたいだったが、

「──あっ、あれはもしかして『まじかる☆でぃな～』の宇宙服？　あっちには『ドジっ娘こアキちゃん』の魔ま法ほう服ふくまであります……うわぁ……（ふらふら）」

　とうとうリミッターが外れたのか、やがてそのまま花の香かおりに誘さそわれるシジミチョウのようにゆらゆらと衣装が置いてある区く画かくの奥へと歩いていった。まあここまでガマンにガマンを重ねてきたからな。その反動が出たんだろう。

　春香の後を追おって、俺もたくさんの衣装が並ぶコスプレコーナーへと向かった。

「ほらほら、裕ゆう人とさん見てください。この衣装、とってもかわいいですよ♪」

　花がこぼれて画面外に溢あふれ出でるような満まん面めんの笑えみで、春香がハンガーにかかっていた制服の一つを見せてくる。

「これは『ノクターン女学院』に出て来る制服で、ここの袖そでの部分の色使いが特とく徴ちよう的てきなんです。それでこっちは……」

「……」

　いや本当に楽しそうだな。

　衣装を手に取る春香の表情は、今まで見たことがないほどものすげぇ活いき活いきとしていた。まさに適てき材ざい適てき所しよ、流りゆう氷ひようを得えたイワトビペンギンって感じだな。

「こっちの巫女服もかわいいし、あっちのメイド服もすてきですし……あ、これなんて裕人さんに似に合あいそうな気がします。どうでしょう？」

　と、濃こい青色に白いラインの入った軍服のようなモノを手に春香がそんなことを言ってきた。

「ん、そうか？」

「ええ、そう思います。そうだ、ちょっと動かないでくださいね」

「え？」

　にっこりと笑うと春香は軍服を俺の身体の前に当てて、

「わぁ、やっぱり。初めて制服に袖を通した新一年生みたいでとっても似に合あってます」

「……」

「かわいいですよ（にこにこ）」

　それは褒ほめ言こと葉ばなのか……？

　春のお日様のような春香の笑え顔がおとは裏うら腹はらに、何とも微び妙みような気分だった。

　で、それからしばらく、二人で適てき当とうに衣装やその他の小物を見たりした。

　うきうきな春香が色々な物を手に取り、それに俺が答える。

　それはともすればまるで二人で普ふ通つうにデートでもしているかのように思えて──いやまあここがコスプレ衣い装しよう専門店で春はる香かが手に持っているのが色鮮あざやかなコスプレの衣装って点ですでにこれっぽっちも普ふ通つうじゃないんだがそれは今は置いておくとして──そこはかとなく幸せな気分に浸ひたれたりもした。何だかんだで、春香と二人でこういう時間を過ごすのも久しぶりな気がするしな。

　少しの間、そんなささやかな幸せ気分を満まん喫きつしていて、

「裕ゆう人とさん、これはどうですか？」

　と、春香が一着の衣装を手に取って見せてきた。

「え？」

「このお洋服、〝こすぷれ喫きつ茶さ〟には合うんじゃないかと……」

「コスプレ喫茶……」

　その言こと葉ばで、本来のココにやって来た目的を思い出した。

　あー、そうだった。そういや今日は文化祭の出し物の下見に来てたんだっけか。春香と二人での時間があまりに楽しくて、つい頭の中から完かん膚ぷなきまでにすっぽ抜ぬけてたみたいだ。

「どうでしょう？　とってもきゅ～とでぷりてぃ～だと思うのですが……あ、ちなみにこれは『はにかみトライアングル１ｓｔ』に出て来る『ドジっ娘こアキちゃんエンジェル・ヴァージョン』っていうんですよ♪」

　笑え顔がおで春香が差し出していたのはクリーム色を基き調ちようとしたひらひらなドレスだった。何やら背中には天使の羽は根ねのようなモノが付いている。

「ふむ……」

　確たしかにこれは『コスプレ喫茶』に合うかもしれんな。

　見た目がかわいらしいため、これならクラスの女子の受けも悪くないはずだ。まあ名めい称しようが少しばかり引っかかるのと、微び妙みような角度でスリットが入っていたり胸むな元もとの開きが大きかったりするのはアレだが……それも見方によってはかわいさを増ぞう幅ふくさせる要よう因いんとなるしな。

「よし、じゃあメインの衣装はこれでいくか──ん？」

「…………」

「春香？」

　と、春香が何やらその羽根付きドレスに見入ったままぽ～っとしているのが目に入った。

「……いいなぁ、これ…………」

「春香？」

「うん、見れば見るほどほんとにかわいいです……ここのステッチがとってもすてき……」

　再さい度ど声をかけてみるものの、聞こえていないのか一人小さくそうつぶやいてる。その目はどこか遠くのお星様を見ているお姫様のようだった。

「……」

　これはもしや……

「なあ春はる香か、もしかして──」

　心に浮うかんだある推すい測そくを確かく認にんすべく、いまだぽや～んとした顔で羽根付きドレスに見入るお姫様に声をかけようとして。

「お客様ー、もしよろしかったらご試し着ちやくなさいますかー？」

　とそこで、店員さんの一人がにこやかに声をかけてきた。

「え、し、試着？」

　その言こと葉ばに、春香が大きく反はん応のうした。

「はい。気になるようでしたら、着てみるだけでもどうですかー？　他のお客様も気軽にご試着されてますしー」

「そ、そそそそそんな、わ、私はそんな大それたことは……」

　慌あわてたようにぶんぶんと首を振ふって後あとずさる。

「？　お客様ならよくお似に合あいになると思いますよー。どうでしょう、あちらに試着室がございますので、よろしければご案内いたしますがー？」

「え、で、でも、それは……」

　困こまったように俺の顔をちらちらと見る春香。だがさっきまでのニンジン畑を目の前にしたミニウサギみたいな様よう子すからして、本心では着てみたいだろうってことは明らかである。

「とりあえず試着してみればいいんじゃないのか？　着てみたいんだろ？」

　なのでそう勧すすめてみたところ、

「い、いえ、それはその、ですから……」

　初めはわたわたとしていた春香だったが、

「……………………………………き、着てみたい、です」

　と、羽根付きドレスに顔を埋うめるようにして、恥はずかしそうにこっくりとうなずいた。あーやっぱりか。てか別に今さらそこまで恥ずかしがることもないのにな。

「分かりました。それではこちらにどうぞー」

　そんな春香を微ほほ笑えましいものを見るような目で見つつ、店員さんは試着室へと案内しようとして、

「あ、そちらのカレシさんもごいっしょにどうぞー。やっぱりお気に入りのコスを着たかわいい姿すがたは、一番初めにカレシさんに見てほしいですものねー」

　意味ありげな声でそんなことを言った。

「え、か、かか、かれしって……」

　春香の顔が山形産サクランボのようにさらに真っ赤になる。「ゆ、ゆゆ裕ゆう人とさんは、そ、その……」

「またまたー、隠かくさなくてもいいですよ。さっきまでのお二人の仲の良さそうなやり取りを見ていれば分かりますからー。ラヴ、ですよね？」

　ぐっと親指を立てて、店員さんは笑った。

「……」

　なんかこの人、ノリがいつかのブライダルショップの店長さんにすげぇ近い気がするんだが。接せつ客きやく業ぎように就つく人ってのは皆こういう人種なのか？

「はーい、それじゃ一名様、試し着ちやく室しつへご案内でーす」

　パニくる春はる香かの背せ中なかを押して、店員さんは実に楽しげな顔でフロアの隅すみにある試着室へと進んでいってしまった。

「……」

　一人残された俺に、

「あ、カレシさんはちょーっと外で待っててくださいね。もしかしたらいっしょに着せ替えっことかしたいかもしれませんけど、残念ながらここの試着室は一名様用ですので♪」

「……」

　……そんなこと、しねぇよ。







　でまあ春香が着替えているその間、当然俺は試着室の外で待っていることになるわけだが。

「……」

　なんか、やけに落ち着かなかった。

　いや、だってこの薄うす布ぬの一枚の向こうで春香が着替えをしてるんだぞ？　いかにその姿すがたが直接見えることはないとはいえほんの少し手を伸ばせば届とどいちまうような距きよ離りだし、耳を極きよく限げんまで澄すませば微かすかにだが衣きぬ擦ずれの音なんかが聞こえてくるような気もして──

「……」

　あー、ダメだダメだ！

　試着室の前でじっとしていると思し春しゆん期きマックスゲージな妄もう想そうが湯ゆ水みずのごとくバシャバシャと溢あふれてきてとどまることがなかったので、気を紛まぎらわせるためにそのヘンの衣い装しようやら化粧品やらでも見て回ることにした。

　店内の約半分のスペースを埋うめ尽つくしている多数のメイド服や制服、ウェイトレス服。

　まあこれらはこれらである意味妄想の温おん床しようとなるもんだったが、それでも試着室の真ん前で悶もん々もんとしているよりは遥はるかにマシってもんである。

　心を無むにして、神社仏ぶつ閣かくを巡めぐる修しゆ行ぎよう僧そうのような気持ちで辺あたりを徘はい徊かいする。

　そのおかげか、しばらくするとムダにアイドリング気ぎ味みのエンジンのようだった心臓も少しは落ち着き、ある程てい度どの余よ裕ゆうをもって周まわりを見ることができるようになってきた。

「本当に色々とあるんだな……」

　改めて見てみると、その種類の豊ほう富ふさ多た様ようさに驚おどろかされる。日本中のコスプレ衣装の六割くらいはここに集結してるんじゃないかって思わされるほどだ。

　──そういえば、値ね段だんとかはいくらくらいするんだろうな？

　ふと思った。

　よく考えてみれば文化祭の出し物の条件としてそれはかなり重要な要よう素そである。予算が限かぎられている以上、買うにせよ借りるにせよ値段が分からなきゃ話にならん。なのに春はる香かの笑え顔がおと衣い装しようのかわいさばかりに気を取られて、そのヘンはまったくもって眼がん中ちゆうに入ってなかった。つーか、ついさっきまでココに何をしに来たのかも忘わすれてたくらいだしな。

　完全に色ボケしていた自分を少しばかり反省しつつ、何なに気げなく目の前にあったメイド服の値ね札ふだを見て、

「……は？」

　一いつ瞬しゆん、メガネにヒビでも入ってるのかと思った。

　てかむしろ入っていてほしかった。

　……なんかゼロが四つほど付いてるのが見えたんだが、気のせいだろうか。

　気を取り直して隣となりにあった巫み女こ服ふくを手に取ってみる。

「……」

　やはり、ゼロの数は変わらなかった。

「……高ぇ…………」

　だが考えてみればそれも当然かもしれん。

　学園の制服などでも一着買えば普ふ通つうに福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちが数枚飛んでいく。特にこういった『コスプレ』の衣装は一つ一つに色々とこだわって作ってありそうだし、それだけ値が張はるのもうなずけるっちゃあうなずける。まあうなずいたところで、懐ふところの暖あたたかさがそれに付いてきてくれるかはまた大いに別問題だが。

「うーむ……」

　そんな風にコスチューム職しよく人にんさんのこだわりと市場経済のバランスについて考えていると。

　背はい後ごからシャッとカーテンの開かれる音がした。

「お、お待たせしました……」

　続いて聞こえてきた少し控ひかえめな声。

　振ふり返かえると、試し着ちやく室しつの中からおずおずと恥はずかしそうに出て来たのは──

「す、すみません。慣なれない作りのお洋服だったので着替えるのに少し時間がかかってしまったのですが……ど、どうでしょうか？」

　羽根付きドレスに身を包つつんだ、春香だった。

「……」

　衣装と同じクリーム色のカチューシャ。かわいらしいフリル。背せ中なかからちょこんと生えた天使の羽根。そこはかとない角度で入ったスリットがひらひらなスカートの裾すそを可か憐れんに彩いろどっている。さらには開いた胸むな元もとからは降ふり積つもり立ての雪のように白い肌はだが見えていて──なんつーか、控ひかえめにごく抑おさえめに言って、めちゃくちゃ似に合あっていた。

「あ、へ、変じゃないですか？」

「……」

「あ、あの、裕ゆう人とさん……？」

「え？　あ、ああ」

　春はる香かの声にハッと我に返る。

　あまりの超ちよう絶ぜつハマりっぷりに、数秒間だけ意い識しきが遥はるか涅ね槃はんの彼方かなたにまで吹っ飛んでたみたいだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、すげぇ似合ってる」

「ほ、ほんとですか？」

「あ、ああ、本物の天使みたいというか……とにかくバッチリだ」

「あ……ありがとうございますっ」

　本当に嬉うれしそうに笑うと、少し遠えん慮りよがちに春香は俺の方を見て、

「ほ、ほら見てください。このドレス、中もこんなにかわいい凝こった作りになってるんですよ」

　上着を脱ぬいで、ドレスの中身（？）部分を見せてきた。

　大きく露ろ出しゆつした肩かた口ぐち。

　かわいらしく、かつふくらみが自然に強調されるようにデザインされた胸元。

　そして何よりちょっと照てれたような顔で恥はずかしそうに見上げてくる春香。

「……」

　やばい……マジでかわいすぎるぞこれは。かわいさに攻こう撃げき力りよくがあったら間ま違ちがいなく人を七回殺せるレベルである。つーか、すでにして三回くらい昇しよう天てんしそうになってる俺が言うんだから間違いない。これはもうある意味殺人兵器だね。

「え、えへへ♪」

　そんなことを考えつつ、ドレスの裾すそを摘つまんだり羽根の位置を直したりとご機き嫌げんな春香を前にアホのようにボーっとしていると、

「こんにちはー！」

「!?」

　ふいに何やら聞きき慣なれた声が、有う無むを言わせず耳に飛び込んできた。

「広こう報ほうの小こ雀すずめさんいるー？　今日は新製品の企き画かく打ち合わせに来たんだけどー」

　おそらく入り口付近にいるだろうにも関かかわらず店の奥にいる俺たちに届とどくほどムダによく通る声。この展てん開かいはまさかいつかと同じ──

「……隠かくれるぞ、春香」

　本ほん能のうが瞬しゆん間かん的てきに警けい鐘しようを鳴ならし、俺は春香の背せ中なかを押おして試し着ちやく室しつへと飛び込んだ。

「え？　きゃっ」

　春はる香かが小さく悲ひ鳴めいを上げる。

「ど、どうしたんですか、裕ゆう人とさん」

「すまん、緊きん急きゆう事じ態たいだ」

　目を白黒させる春香にそう告つげて、手早くカーテンを閉める。

　直後に、カーテンのすぐ向こう辺あたりから話し声が聞こえてきた。

「あ、いらっしゃいませ、朝あさ倉くら様。お待ちしていました」

「こんにちはー、小こ雀すずめさん。この前話した新製品の企き画かくを持ってきたよー」

「え、ほんとですか？」

「うん、今回のは自信作でねー。『ドジっ娘こアキちゃん』仕し様ようの『寸すん足たらずＴシャツ』ってやつでさー……」

　やはり信のぶ長ながのやつだった。

　カーテンの隙すき間まからチラリと外の様よう子すを窺うかがうと、何やら「SIDE-3」と書かれた緑色の軍服っぽいジャケットを着た女の店員さんらしき人と楽しげに会話している姿すがたが目に入る。くそ、何だって毎回毎回やつは俺たちが行くところにいやがるんだ？　狙ねらってるとしか思えんぞ？

　などと文もん句くを言ってみても、いるもんはもはやどうしようもない。

　見つかればまたメンドクサイことになるのは分かりきっている。ならばやつが去るまで、何とかこの中（試し着ちやく室しつ）でやり過ごすしかあるまい。

　だがそれには一つ不ふ都つ合ごうな点があった。

「あ、あの……」

　もともとここの試着室は人が二人入るようにはできていない。

　そして一定以下の狭せまさの空間の中に許きよ容よう量りよう以上の人が入れば、そこでは当然のごとく通学時間帯の満員電車のようにぴったりと身を寄せ合わなければならないわけで──

「あ、あの、ゆ、裕人さん……」

　必ひつ然ぜん的てきに、俺は胸むねの中に春香をギュッと抱だきしめるカタチになってしまっていた。

「ん……」

　春香の口から苦しそうなあえぎ声が漏もれる。

「わ、悪い、狭せまくて……」

「あ、い、いえ……」

　そう言うものの、やはり春香の表情は苦しそうである。

　俺としては両腕と両足と腰こしを突つっ張ぱって何とか春香のスペースを確かく保ほしようとしてはみるが、絶ぜつ対たい的てきな体積の問題はどうしようもない。むしろ動けば動くほど、俺の手足、胸、腰は春香の身体の、その、色々とアレな部分へと複雑に絡からみ合あっていく。

　くっ、これを何とかするには関かん節せつを正常稼か動どう角度とは反対方向に三十度くらい動かさないとどうにもならんぞ……

　しかも問題はそれだけではない。

「んっ……」

　目の前には羽根付きドレスを着た春はる香か（人を殺せるかわいさ完かん備び）が、お互いの心臓の音が聞こえるほどの距きよ離りで、頰ほおを紅こう潮ちようさせ潤うるんだ瞳ひとみでこちらをじっと見ている。

「あ……んっ……」

　おまけに時とき折おり、その小さな唇くちびるから漏もれる色っぽい吐と息いきなんかが耳元に触ふれたりして……

「……」

　健全な十七歳男子にとって、これはあまりといえばあまりにも過か酷こくでデンジャラスな状じよう況きようである。

「……」

「あ……」

「……」

「ん、んんっ……」

　そんな状況が五分ほど続き。

　──も、もうダメかもしれん……

　色んな意味で俺のガマンが限げん界かいに近づいてきたところで、
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「はーい、お着替えは終わりましたかー？」

「!?」

　いきなりカーテンが勢いきおいよく開かれた。

　開かれた先にあったのは、当然のごとくにこにこ笑え顔がおの店員さんの姿すがた。

「あ、いやこれは……」

「そ、その、えと……」

　マズイ、これは何て言い訳をすりゃあいいんだ？　実は俺は開かい所しよ恐きよう怖ふ症しよう（閉へい所しよ恐怖症の逆ぎやく）なんです。背せ中なかの羽根を外すのを手伝ってました。……ダメだ、どれも理り由ゆうとして頭が悪すぎる。

　冷凍庫で二時間くらい冷やした蜜み柑かんのように固かたまる俺たちに、

「あらら、やっぱり着せ替えっこをやっちゃったんですかー？」

「……へ？」

　店員さんは人さし指をぴっと立てて、

「もー、カレシさんだめですよー、いくらかわいいカノジョさんの姿を見てむらむらっと若いリビドーがたぎったからってこんなところで。女の子はムードを大切にするんですからー」

　実に楽しそうにそんなことを言った。……いやそれより先に突っ込むべきところがあると思うんだがな。




　ちなみに、試し着ちやく室しつから出てみると信のぶ長ながの姿はいつの間にか消えていた。

　まあそれ自体はラッキーなんだが、あいつは姿が見えないなら見えないでまた何をやってるんだか不安にさせるやつである。不ふ審しんに思って店員さんにそれとなく訊きいてみたところ、

「朝あさ倉くら様ですか？　彼でしたら役員クラスの会議に出席されるとかで、ウチの広こう報ほうの小こ雀すずめといっしょに本社に行かれましたよ。あ、もしかしてお知り合いなのですか？　彼、ステキな方ですよねー♡」

　との返事が戻ってきた。

　なんつーか……もう何でもアリだな、あいつは。







　　　　４




　で、それからしばらくして。

『COSPAジーストア・アキバ店』を出る頃ころには、辺りはもうすっかり夕方になっていた。

　オレンジ色をした太陽は西へと傾かたむき、辺あたりを歩いている人の数も少し減へってきたような気もする。入店したのは午後三時頃だから、何だかんだで二時間以上も店に居いたことになるな。

　結けつ果かとして、コスプレの衣い装しようは羽根付きドレスをはじめとした何着かを参考用に買って残りは自分たちで作ることにした。全部買えればそれに越したことはなかったんだが、あの値段からして人数分買うことはとても不ふ可か能のうである。携けい帯たいで椎しい菜なとも話をしたところ、その結論に落ち着いたのだ。

「それにしても、今日は春はる香かのおかげで本当に助かった」

「はい？」

　羽根付きドレスの入った紙袋を大切そうに胸むねに抱かかえ、隣となりをとてとてと歩いていた春香に声をかけた。

「春香がいてくれなきゃそもそも店を見つけるのも難むずかしかっただろうし、その上衣装選びにも色々と協力してもらっちまった。サンキューな」

「あ、いえ、そんな……」

　春香は顔の前でぱたぱたと手を振ふって、

「私も楽しかったですから。それに少しでも裕ゆう人とさんのお役に立てたのなら良かったです。いつもは裕人さんにお世せ話わになりっぱなしなので……たまには何かできることがないかなって、ずっと思っていたんです」

「春香……」

「だから気にしないでください」

　えへへ、と笑ってそう言った。その健けな気げな仔こ犬いぬみたいな笑え顔がおに思わず頰ほおが緩ゆるんじまうのを感じるね。

　──まあしかし、色々あったがこれで本日のやるべきことは無ぶ事じ終了だ。

　見本用の衣装を買うことはできたし、『コスプレ喫きつ茶さ』開かい催さいへの見通しもついた。もともと今日本来の目的は下見だけだったことから考えれば上々だろう。あとは春香を送って家に帰るだけだ。

　──と、思ったのだが。

　チャチャチャーン、チャチャチャーン、チャチャチャチャチャーン♪

　ふいに、ポケットからやたらとけたたましい音が鳴なり響ひびいた。

　鳴っているのは、『天国と地じ獄ごく』。

「……」

　この着信音ってことは……

　携けい帯たいを取り出すと、ディスプレイには予よ想そう通り『せくし～美み夏かちゃん♡』の文字とバスタオル一枚で投げキッスのポーズをとるツインテール娘の写真（なぜか知らぬ間に変わってやがる）が浮うかび上あがっていた。

「……」

　一瞬そのまま何も見なかったことにしてこっそりと携帯をポケットに戻もどしたい衝しよう動どうに襲おそわれたが、んなことをしたらまた鬼おにのような着信攻こう撃げきが待っているに違ちがいない。

「……ちょっと悪い。美み夏かからみたいだ」

　仕方なく出ることにして、

「え、美夏、ですか……？」

　春はる香かの顔色が微び妙みように変わったように見えた。何だ？　何かあるのか？

　少し訝いぶかしく思いつつも、鳴なり続つづける『天国と地獄』を黙だまらせるためにとりあえず通話ボタンに指をかける。

「はい、もしもし──」

「おに～さん、そこにお姉ちゃんいるよね!?」

　携けい帯たいを耳に当てた途と端たん、美夏の大声が鼓こ膜まくに飛び込んできた。

「もしもしっ、聞こえてる？　もしもしっ？　聞こえてるなら『美夏ちゃんはぷりてぃ～、美夏ちゃんはきゅ～と、美夏ちゃんはせくし～』ってその場で三回繰くり返かえして……」

「……そんなことさせんでも聞こえてる」

　いやどさくさに紛まぎれて何を言わせるつもりだこのツインテール娘は。

「あ、そ、そなの？　だったらもっと早く返事してくれないと。男の子は物事に機き敏びんに反はん応のうしなきゃだめじゃん！」

「……」

　怒おこられた。

　てか返事をするヒマすら与えなかっただろうが。

「……で、何の用だ？」

　放ほうっておくとまた話がワケノワカラン方向に飛んでいきかねないのはいつものことだったのでそう言うと、

「え？　──あ、そうだった！　おに～さん、とりあえずお姉ちゃんを連つれてそこから離はなれて！」

「へ？」

　いきなりそんなことを言われた。

「そこ、アキハバラでしょ？　そこにいちゃまずいから早く逃にげて！」

「いや離れろって言われてもな」

　言ってる意味が分からず首を捻ひねっていると、

「そこにいたら、お父さんに見つかっちゃうよ！」

「は？」

「ついさっき、お父さんが『黒犬ヘルハウンド』を何人か連れてそっちに向かったの！　かな～り興こう奮ふんしてたから、今見つかったらけっこう厄やつ介かいなことになっちゃうかもしんない。だからとりあえずどっかに退たい避ひして様よう子すを──」

「ちょっと待て、いったい何を言ってるのか……」

　もうさっぱりである。何だって春はる香か父ちちがこっちに来るのかもさることながら、それでどうして俺たちがこの場を離はなれなければならないのかもまったく分からん。

　すると、

「お姉ちゃん、ほんとなら今日は会食に行くはずだったんだよ！」

　美み夏かが電話の向こうでそう叫さけんだ。

「会食？」

「うん、そう。有名なピアニストのポリーニ先生っておじさんが直じき々じきに会ってくれることになってたとかで、その予定が午後に入ってたの。お父さんもすごく楽しみにしてて……」

「……」

　いや今日の午後って……もう過すぎてるよな？

　つーかそもそも、俺たちが待ち合わせをした時刻がまさに午後だと言える時間である。てことは春香、まさか……

　俺の予よ想そうを肯こう定ていするかのごとく、美夏は続けた。

「だけどお姉ちゃん、そっちに行っちゃったでしょ？　わたしはだいたいおに～さん絡がらみのなんか大切なことなんだろうな～って分かってたから気付かないフリをしてたんだけど……お姉ちゃん、『お買い物のしおり・ぱーと２』の下書きをリビングのテーブルの上に置きっぱなしにしてたから、それがお父さんにバレちゃって──」

「……」

　ようやく、美夏が何を言ってんだかが吞のみ込こめてきた。

　つまり、こういうことか？　春香は今日は本来そのポリープ先生とかいうおっさんと会食をする予定だったんだが、それをサボってアキハバラに付き合ってくれて、で、そのことを知った春香父が激げき怒どして現在こちらに向かっている──と？

「……」

　……いや、それってかなりやばいんじゃないのか？

　少なくともこんなところでのんびりと幸せ気分に浸ひたってる場合じゃない。

「──だから、とにかく早くそこから離れて！　わたしたちも今そっちに向かってる途と中ちゆうなの。合流すればたぶん何とかなるはずだから、それまでがんばってて、おに～さん！」

「あ、ああ、分かった」

　今はそれしか手はあるまい。

　美夏との通話を終えた俺は、

「春香、行こう」

「え？」

　とりあえずどこか近くの喫きつ茶さ店てんにでも避ひ難なんしようとして、

　ブロロロロロッ!!

「！」

　いきなり、俺たちの眼がん前ぜんに黒くろ塗ぬりの車（やたらゴツイ）が暴あばれ馬うまのごとく飛び出してきた。

「なっ……」

　何だこれは!?

　だがまともに声を出すヒマさえなく、続いて後ろと左右にも同様に黒塗りの車が急ブレーキとともに到とう来らいし、俺たちの残りの進路と退たい路ろとを塞ふさぐ。

　気付けば、あっという間に四方を囲かこまれてしまっていた。

「……見つけたぞ」

　そして正面に横付けされた車のドアがゆっくりと開く。

　地じ獄ごくの底そこから響ひびいてくるみたいな声とともに、その中から現れたのは──

「お、お父様……」

　その身に怒いかれる魔ま王おうでも召しよう喚かんしたかのような春香父だった。額ひたいにぶっとい青あお筋すじを浮うかべ、上半身裸はだかにサラシ姿すがたというほとんどそちらの筋の方々みたいな出いで立たちで、ギロリと俺の顔を睨にらみつけてくる。

「やはり貴様といっしょだったか……おのれ、このクサレ外げ道どうが……」

　おまけに右手には長さ一メートルくらいの木ぼく刀とうのようなモノ。表面に南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつと書かれたソレはいわゆる根性注ちゆう入にゆう棒ぼうとかのアレである。……ただし直径がふた回りほど太い上に、やたらとごついトゲみたいなものまで付いてるがな。

「……まさかこの大事な日に春はる香かをかどわかしてこんないかがわしい場所で連つれ回まわしているとは…………少しは貴様のことも認みとめていたんだが、どうやらそれも勘かん違ちがいだったみたいだな！」

　背はい景けいが歪ゆがんで見えるような殺さつ気きに満ちたオーラをまとい、春香父はゆらりと一歩前に出た。もうこの場でおっ始める気マンマンである。

「お、お父様、これは違ちがうんです！　悪いのは私で裕ゆう人とさんは……」

「さあ、そこを動くなよ下げ郎ろう！　その腐くさった根性……この『死し屍し累るい々るい』で直じか々じかに叩たたき直なおしてくれるわっ！」

　春香が叫さけぶも、根性注入棒（『死屍累々』というらしい）を振り上げて興こう奮ふん状じよう態たいの春香父にはもはや聞こえてないらしい。働はたらき盛ざかりのベンガルタイガーもシッポを丸めて逃げ出すような形ぎよう相そうで、一歩ずつズシリズシリとこっちへと近づいてくる。

　……マズイな、このままじゃ万が一だが春香まで巻まき込こまれちまう可か能のう性せいがある。

「……春香、下がっててくれ」

「？　ゆ、裕人さん？」

「ここは俺が何とかする」

　あの状態（リアルバーサーカー）の春香父に何を言ってもムダだろう。だったらターゲットである俺に注意を集中させた方がまだいい。

「え、で、でも……」

　困こん惑わくの表情を浮うかべる春はる香かを強ごう引いんに後ろに下がらせて、俺は春香父の前に立った。

「……ほう、覚かく悟ごができたのか？」

　野生の猛もう獣じゆうみたいにビンビンな殺さつ気き。正直めちゃくちゃ怖こわいが、ここは退ひくわけにはいかない。

「……玄げん冬とうさん。あなたの言う通りです」

「ぬう？」

「今日のことは春香は悪くない。悪いのは……春香をムリヤリ誘さそった俺です」

「ゆ、裕ゆう人とさん、何を言って……」

「いいから」

　今にして思えば、最初に店の案内を頼たのんだ時から春香の様よう子すはどこか変だった。何かを気にするような戸と惑まどうような……そんな素そ振ぶりを見せていた。だけど俺は気のせいだと適てき当とうに思い込み、深く考えようとしなかった。それが第一の間ま違ちがい。それにそもそもの根本的な問題として、ああいう承しよう諾だくを前提とした頼み方をしちまえば押しに弱い春香が断ことわれるはずもない。そのことに俺はまず気付くべきだったんだよ。

　だから。

「何か文もん句くがあるんなら……俺に言ってください」

　少なくとも、この場での春香父の怒いかりくらいは俺が受けなきゃならんだろ。

「……なるほど、自らの悪あく行ぎようを認みとめるか。いい度ど胸きようだ」

　春香父がゆらりと身体を揺ゆらす。

「どこぞの政治家のようにグダグダとくだらない言い訳をするよりはよほどマシだ。その心こころ意い気きだけは認めてやろう。──だがな」

『死し屍し累るい々るい』を大きく振り上げ、

「それだけ言うからには、一発や二発くらい鉄てつ拳けんを喰くらう覚悟はできてるんだろうな！」

「ゆ、裕人さん！」

「歯を食いしばれっ!!」

「……っ」

　いやそれは鉄『拳』じゃねえだろ……と心の中で突っ込みつつ、直後にくるだろう『死屍累々』の衝しよう撃げきに備そなえて目を閉じたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、




　ガギンッ！　と、




　耳の奥で鋭するどい金きん属ぞく音おんが響ひびき渡わたった。

「え……」

　これはまさか俺の頭ず蓋がい骨こつが粉ふん砕さいされた音…………じゃないよな？

　恐おそる恐おそる目を開けるとそこには……

「裕ゆう人と様、お待たせいたしました～」

「……遅おそくなってしまい、申し訳ございません」

「え……？」

　にっこりメイドさんと無口メイド長さんが二人そろって立っていた。

　左右からハンマーとチェーンソーで春はる香か父ちちの『死し屍し累るい々るい』を受け止め、穏おだやかな目でこっちを見ながらにこにこと微ほほ笑えんでいる。いや何でこの人たちが……？

「お前たち……どういうつもりだ？」

　春香父の眼がん光こう（サングラス越ごし）がさらに鋭するどくなる。

「なぜ私の邪じや魔まをする？　メイドたるお前たちが主人である私に逆さからうなどあってはならぬことだろう。それを──」

「私のお願いですよ、あなた」

　響ひびいてきた穏やかな声が、春香父の言こと葉ばを遮さえぎった。

「葉は月づきさんたちには私が頼たのんだのですよ。裕人さんを守ってあげてくださいってね」

「ぬ……」

　見るといつの間にか、俺たちを囲んでいた黒くろ塗ぬりの車を分け入るようにして真っ白なリムジンが停とまっていた。そしてその傍かたわらに立っているのは──着物姿すがたの秋あき穂ほさん。隣となりでは美み夏かが笑え顔がおで「やっほ～♪」と元気よく手を振ふっている。

「あ、秋穂……」

「まったく、あなたはすぐにそうやって先走るんですから。きちんと二人から話も聞かずにいきなり実力行使に出るなんて、いくら何でも乱らん暴ぼうですよ？」

「いやそれは、しかし……」

　言葉に詰つまる春香父。相変わらず秋穂さんにだけは弱いみたいである。

「とにかくまずはお話を聞きましょう。全てはそれからです」

　そう言うと秋穂さんはくるりと春香の方へと向き直って、

「さて春香、これはどういうことなのかしら？　何か事情があるのなら、ちゃんとお話ししてちょうだい」

「あ……」

　秋穂さんの言葉を受けて、春香が少しだけ顔をうつむかせる。

「え、ええい、事情も何も全てそっちの外げ道どうが仕組んだに──」

　そう叫さけび再ふたたび『死屍累々』を振り上げようとする春香父に、

「いいからあなたは少し黙だまっていてくださいな」

「ぐべっ」

　秋あき穂ほさんの見み事ごとな地じ獄ごく突つきが、目にも留とまらぬ速さで喉のど元もとに突つき刺ささった。

　断だん末まつ魔まのガマガエルのような声を出し、春はる香か父ちちがその場にバッタリと昏こん倒とうする。

「あら、少しやりすぎちゃったかしら。でもあなたがいると落ち着いて春香たちとお話ができないから、ちょっとの間静かにしていてくださいね」

　にこにこ顔のままさらりとそんなことを言う秋穂さん。物理的にも間ま違ちがいなく最強だ、この人……

　白目を剝むいた春香父が葉は月づきさんたちの手によってずるずると道の脇わきに引きずられていく中、秋穂さんは続けた。

「──さ、春香、聞かせてちょうだいな。どうして無む断だんで会食をお休みしたりしたの？」

「そ、それは……」

「前に約やく束そくしましたよね？　あなたの趣しゆ味みは全面的に認みとめるけれど、それは他の習い事や学業に支し障しようを来きたさないという条件付きだって。今回のことは、それに抵てい触しよくしちゃうんじゃないかしら？」

　口く調ちようこそ穏おだやかで表面は笑え顔がおだが、秋穂さんの目には真しん剣けんな光が浮うかんでいた。その場しのぎの半はん端ぱな答えはだめですよって光だ。

　春香は少しの間うつむいたまま黙だまっていたが、

「う、嬉うれしかったんです……」

　やがてしぼり出すようにそう話し始めた。

「嬉しかった？」

「はい……こ、今回のことは裕ゆう人とさんが初めて私を頼たよってくれたお誘さそいだったんです。私、こういうことでだれかに頼られるのって初めてで……それが嬉しくって……ぐすっ」

「春香……」

　目に浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐいながら、春香は続ける。

「せ、せっかくの会食を休んでしまったことはとっても悪いことだと思います。でも、きょ、今日のお仕事は私にとって大事なことで、どうしてもやりたかったんです……」

　顔を上げてぐっと秋穂さんの目を見つめる。

　やけに仕事って言こと葉ばにこだわってると思ったら、そんなことを考えてたのか……

「ご、ごめんなさい……だから悪いのは私なんです。裕人さんはただ文化祭実行委員としてのお役目を果はたしていただけで……」

「いや、ちょっと待て。悪いのは俺だ！　俺がムリヤリこんなことを頼たのんだから……」

「ゆ、裕人さん？　そ、それは違ちがいます。今日ここに来たのは私の意い思しで……」

「だからそれは……」

　微び妙みようにプチ言い合いになりかけたところで、

「はいはい、二人とも、痴ち話わゲンカはそこまでにしておいてね」

　ぱんぱんと手を叩たたいて、秋あき穂ほさんがにっこりと笑った。

「仲がいいのは分かるけれど、ここは公道なんですから。そういうのは二人だけの時にやりましょうね」

「う……」

「あ……」

　互たがいに顔を見合わせて赤くなる。

「でも、おかげでだいたい事情は分かったわ。春はる香かと裕ゆう人とさんの気持ち、考え、その行動理り由ゆう。──それに、二人ともとってもよくお互いのことを想おもいやってるということも、ね」

　イタズラっぽく頰ほおに手を当てる秋穂さん。俺も春香も何も言えなかった。

「だからそれを踏ふまえて、今回のことに対する私の判はん断だんを言いますね」

　そう言って秋穂さんは春香を見て、

「──さて春香、あなたがどういうことを考えて今日の行動に出たのかは分かりました。その気持ち自体はとってもいいことだと思うし、理り解かいもできます。でも、だからといって約やく束そく違い反はんをしたことには変わりはありません。それは分かっているかしら？」

「は、はい……」

　しゅんとした表情で春香がうなずく。

「今回のあなたの行動によって、色々な方に迷めい惑わくがかかったの。今日の会食を楽しみにしてくださっていたポリーニ先生はもちろん、その他のたくさんの方々にも。それも分かる？」

「……はい、分かります」

　春香が短く答える。

「本当に？」

「は、はいっ」

　真剣な表情の春香。

　その目を、秋穂さんが正しよう面めんから見み据すえる。

「……」

「……」

　そのまま一分ほどが経けい過かした。

　やがて秋穂さんはふっと微ほほ笑えんで、

「──そう、それならいいの」

　いつものにこやかな顔に戻もどり、そううなずいた。

「今日のことは約束違反だけれど、そこさえ分かっていればもう同じことは繰くり返かえさないでしょうから。というわけで、二人の気持ちに免めんじて今回だけは特別に不ふ問もんにしてあげますね。私もお馬さんに蹴けられたくないですし、うふふ」

「お、お母様」

「秋あき穂ほさん……」

「ただし、今度からはこんなことのないように。何かある時はあらかじめ言っておいてくれないと、私たちだって対たい処しよのしようがないんですもの。いいわね？」

「は、はい」

　優やさしく語りかける秋穂さんに、春はる香かが大きくうなずく。

「よかったね、お姉ちゃん、おに～さん」

「おめでとうございます～」

「……丸く収まって何よりです」

　美み夏かたちが笑え顔がおで駆かけ寄よってくる。やれやれ、これでようやく今回も一件落らく着ちやくか……

　──と思いきや。

「それじゃ私たちは帰りますけど……春香、あなたはちゃんと最後までお仕事を全まつとうしてから戻ってくるのですよ」

「え？」

　秋穂さんはにっこりと微ほほ笑えみ、

「お仕事は、二人で仲良くお家に帰るまでがお仕事なんですから」

　最後の最後にそんなことを言って、ぱちりと片目をつむったのだった。
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　秋穂さんたちが帰って、アキハバラには俺と春香が残された。

　すっかり日が落ちて暗くなった駅前で、最後に秋穂さんが残した意い味み深しんな言こと葉ばを受けてどことなく照てれくさいような空気が漂ただようそんな中、

「あ、あの、今日は本当にすみませんでした。こんなことになってしまって……」

　おずおずと、春香が申し訳なさそうに口を開いた。

「裕ゆう人とさんのお役に立てればと思ったんですけど……結けつ果かとしてまたご迷めい惑わくをかけることになってしまいました。わ、私ってほんとにだめだめですね。これでは『春は琉る奈な』様に笑われてしまいます」

　あははと、ムリをしたように笑う。

「春香……」

　だから迷惑だなんてそんなことはないってのに。前から思ってはいたが、どうも春香は自分のことを卑ひ下げというか過か小しよう評ひよう価かする傾けい向こうにあるな。なので、

「あー、ダメダメなんてことはないぞ」

　俺はそう言った。

「え？」

「さっきも言ったが、今日は春はる香かのおかげで本当に助かった。春香がいなければこんなにスムーズにコスプレの衣い装しようが決まることはなかっただろうしな」

　それは本当のことだ。というかそもそも春香の助けがなければあの『COSPAジーストア・アキバ店』の存そん在ざいを知ること自体困こん難なんだった可か能のう性せいもある。

「で、でも……」

「それに俺に配はい慮りよが足りなかったのも事実だ。もう少し春香のことを考えていればこんなことにはならなかったかもしれん。こっちこそ悪かった」

「あ、え……」

　俺が頭を下げると、春香は面めん食くらったような表情になった。

「で、そのお詫わびというかお礼と言っちゃなんだが……今度は何か俺にできることはないか？」

　秋あき穂ほさんや春香父に怒おこられるだろうことを分かって今日の下見を付き合ってくれた春香。それに対して、俺にできることがあれば何かしてやりたかった。

「そ、そんな、お礼だなんて……」

「何でもいいぞ。一週間家までの送り迎え（カバン持ち付き）とかでもオッケーだ」

「そ、そう言われましても…………あ」

　そこで春香が何かを思い出したような顔をした。

「お、何かあるのか？」

「あ、い、いえ、その……」

「いいから言ってみてくれ。本当に何でも大だい丈じよう夫ぶだ」

「え、えと……」

　胸むねの前で指をもじもじと絡からめながら春香は口ごもっていたが、

「そ、それじゃ、ひとつだけいいですか？」

「おう。一つと言わずにいくつでも」

　普ふ段だんはほとんどまったくといっていいくらいワガママを言わない春香である。この機き会かいに、何か聞けることがあったら聞いてやりたい。

　すると、

「……フォークダンス」

「え？」

「ぶ、文化祭で、フォークダンスがありますよね？　それにいっしょに参加してもらえたら嬉うれしいなぁって……」

　少し顔をうつむかせながら、恥はずかしそうにごにょごにょとそう言った。

　春はる香かの言っているフォークダンスとは、毎年文化祭後の後こう夜や祭さいにおいて行われる一大イベントのことである。男女二人一組でペアになってキャンプファイヤーを囲かこんで踊おどるという、独り身の生徒にとっては目に辛つらいというかほとんどイヤガラセみたいなイベント。ちなみに俺は去年、信のぶ長ながや三さん馬ば鹿かどもと共に燃もえ盛さかる炎ほのおの周まわりで寂さびしく砂すな山やま崩くずしゲーム（砂山の上に棒ぼうを置いて順に砂を取っていき、最初に棒を倒たおしたやつが負けというアレである）をするしかなく、参加できるもんならしてみたいとは思っていたが……

「いや……でも、俺でいいのか？」

　春香ならフォークダンスの誘さそいも引く手数多あまただろう。何もよりによって俺みたいなダンスも踊れん一般市民を選ばなくてもいいような気がするんだが……

　すると春香は俺の目を見ながらしっかりとうなずき、

「はい。私は、裕ゆう人とさんがいいんです。というか裕人さんでないと…………」

　そこで一度言こと葉ばを止めて、

「……裕人さんでないと…………いや、です」

　そんなことを言ってくれた。

「春香……」

「…………あの、だめ、ですか……？」

「まさか！」

　慌あわててぶんぶんと首を振ふる。

　ダメだなんて、そんなことがあるわけがない。ただあまりに予よ想そう外がいというか嬉うれしい不ふ意い打うちで、脳のうミソが少しばかり震しん盪とう状じよう態たいになってただけなんだよ。

　不安そうにちょこんと見上げてくる春香に、俺は答えた。

「あ、あー、分かった。俺でいいなら喜んで」

「ほ、ほんとですかっ？」

　春香の顔がぱっと輝かがやいたように見えた。

「ああ、よろしく頼たのむ」

　俺がそう言うと春香は大きくうなずいて、

「はいっ、こちらこそ、です」

　いつぞやのスカートの両りよう端はしを摘つまむ妙みようなポーズ（はにトラポーズだったっけか？）で、満まん面えんの笑みを見せてくれたのだった。




　ま、今回も色々とあったが。

　こうして、春香との二度目のアキハバラ探たん索さくは終わりを告つげることとなった。







　ちなみにこれはまったくもって余よ談だんであるが。

　同時刻の白リムジン（秋あき穂ほさん所しよ有ゆう）の中では、以下のような会話が繰くり広ひろげられていたらしい。

「──あれ？　なんか忘わすれてる気しない、お母さん」

「忘れていること？　あらあら、何かあったかしら？」

「ん～、何かが引っかかるってゆうか、旅行に行った時に飼かってる金魚にエサをあげるのを忘れてきた気分ってゆうか～……」

「気のせいではないですか～？　忘れ物などないと思いますけど～」

「……ありません」

「ん、そかな？　うん、でも葉は月づきさんたちもそうゆうんならそうなんだろうね。あ、そうだ葉月さん、今日の夕ご飯ってなに？」

「……今夜はイカスミパスタです。他には付け合せとしてムール貝の酒さか蒸むしなどが──」

「ほんと？　わ～、あれおいし～んだよね。楽しみ～」

「腕うでによりをかけて作らせてもらいますよ～」

　そのまま、会話はその日の夕食の内容へと移い行こうした。




　そしてアキハバラの路ろ上じようでは、

「む……ここはどこだ？　なぜ私はこんなところで寝ねて……」

　家族どころか仕つかえているメイドさんたちにまですっかり忘れ去られていた春はる香か父ちちが、一人でそんなことをつぶやいていたという。







[image: 第十五話]
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　周まわりの景け色しきが日に日に秋めいてくるのに比例して最低気温が下がっていき、それに従したがい巷ちまたの生物（トカゲとかツキノワグマとか寒さに弱いどこぞのアホ姉とか）が次し第だいに精せい力りよくを失くしていく十一月、学園内は目もく前ぜんに迫せまってきた学園祭へと向けてにわかに活気付き始めていた。

「おーい、そっちのクギ取ってくれ」

「これってこの角かく度どで大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　響ひびく呼よび声ごえと、トンカンと鳴なるトンカチの音。

　昼休みや放課後になるとあちこちのクラスで準じゆん備び作さ業ぎようが行われ、教室や廊下ではやたらとハデな色をしたカンバンやらハリボテやらがその辺に転ころがっているのが見られるようになった。グラウンドではどこぞのぼったくりバーの店員のような呼び込みの発声練習が行われ、屋おく上じようには作りかけの巨大な垂たれ幕まくがビニールシートの上に置かれている。

　発情期の前の動物園のような、どこかそわそわとした空気。

　うちのクラス（二年一組）でもそれは例外ではなかった。

　出し物である『コスプレ喫きつ茶さマージナル・シンフォニー』の達たつ成せいに向けて、紅茶の淹いれ方かたやクレープの作り方、『COSPAジーストア・アキバ店』で買ってきた数点の見本を基もとにしての衣い装しようの作成（なぜか信のぶ長ながが陣じん頭とう指し揮き）などが、日々交こう代たいで行われていた。

「うんうん、クラス全体が身も心もひとつになってドッキングしちゃったみたいなこの雰ふん囲い気き、楽しそうでいいわね～。おねいさんもほ～んの少し前には花も恥はじらう女子高生で、これと同じ空気の中にいたのにな～」

　準備光景を眺ながめながら副担任たるセクハラ音楽教師（女子高生だったのは五年以上前）はそんな極きわめて図ずう々ずうしいことをのたまっていたが、楽しそうって部分にだけはまあ同意できた。このお祭り前の高こう揚よう感かんを思わせる雰ふん囲い気きは決して悪いもんじゃない。

　とはいえ、楽しいことばかりでもなかった。

　本番が近づいてくるということはやることが増ふえてくるということであり、やることが増えてくるということは当然それだけ忙いそがしくなるということである。

　そしてその忙しさの波がタイダルウェイブのごとく最もダイレクトに降ふりかかってきたのは、文化祭実行委員である俺たち（椎しい菜なと俺）だった。

　毎日のように行われる委員会の集まり。

　クラスメイトたちからの質問、作業の進行監かん督とく。

　予算の調整や細かい雑ざつ事じの遂すい行こう。

　それはほとんど息いきをつくヒマもないほどの働きアリのようなスケジュールで、体力が真冬のキリギリス並なみ（極ごく小しよう）の俺には少々しんどいものがあったりもした。

　特に慣なれない最初の内などはよほどひどい顔をしていたらしく、

「なんか裕ゆう人と、雑ぞう木き林ばやしの奥にある腐ふ葉よう土ど（カブトムシの幼虫付き）みたいな顔色だね……」

　などと椎しい菜なに言われたこともあった。それってほとんど土に還かえる寸すん前ぜんってことなんだが、確たしかにそんな顔をしていた時もあったかもしれん。それくらい大たい変へんだったんだよ。

　ただ、実行委員の仕事それ自体はけっこう面おも白しろかった。

　常に前向きな椎菜といっしょに文化祭を盛もり上あげていくのは楽しかったし、クラスで一つになって何かに向かっていくというのがそもそも俺にとって初めての経験だった。中学時代は基本的に文化祭という行事自体がなく、去年のクラスは根本的にやる気がなく、男女別好きな昆虫ランキングだったかそんな実にどうでもいいアンケートを適てき当とうにでっち上げて教室一面の壁かべに張り出しただけだったしな。

　なので現状の忙いそがしい毎日も、まあ悪くないと言ってもいい。というか気に入っているといってもいいくらいだ。

　ただ、一つだけ問題というか不ふ満まんがあるとすれば──







「──あの、裕人さん」

　ある日の昼休み。

　四時間目の授業で使われた世界史の教科書を片付けていたところを春はる香かに声をかけられ、俺は寝起きのカバのように顔を上げた。

「お、春香。どうしたんだ？」

「あ、えと……」

「？」

　俺の言こと葉ばに春香は少しもじもじとして、

「え、えと、よろしかったら久しぶりにいっしょにお昼を食べませんか？」

　かわいらしくそんなことを言った。

「昼メシって、俺とか？」

「はい、あの、少しお弁当を作りすぎてしまって……」

　重じゆう箱ばこ（推すい定てい）の入った包つつみをおずおずと差し出してくる。

「ど、どうでしょう。よろしければまた中庭とかでごいっしょに……」

「おお、いいな──」

　と、言いかけたところであることを思い出した。そうだ、今日はこれから……

「？　裕人さん？」

「あ、ああ。悪い、今日はこれから実行委員会の報告会が入ってたんだ」

　毎週月曜日と木曜日の昼休みに行われる文化祭実行委員会の定例報告会。

　本来ならそんなもんサクッとサボって春はる香かといっしょに幸せランチタイムと洒落しやれ込こみたいところなんだが、それがバレようもんなら次の集まりで他の実行委員たち（星屑守護親衛隊インペリアルガード多し）に精神的、物理的両面で吊つるし上あげを喰くらうことは確かく実じつである。さすがにそんなリアルハングドマンな事じ態たいは避さけたい。椎しい菜なにも迷めい惑わくがかかるしな。

「あ、そうなのですか……」

　しょんぼりとした顔になる春香。

「委員会じゃしかたないですよね……」

「ほんと悪い、せっかく誘さそってくれたのに……」

「あ、い、いいんです。裕ゆう人とさん、がんばってるんですから」

　すぐにムリして明るい表情を作る。う、サンポに行きたいのを必ひつ死しにガマンする育そだち盛ざかりの仔こ犬いねみたいなその表情に胸むねが痛いたむな……。こうなったらリスク覚かく悟ごで信のぶ長ながに情報操そう作さでも頼たのんで委員会はエスケープしちまおうか──

「裕人ー！」

　とそこで、横から声が飛んできた。

　真夏の太陽in沖縄みたいに明るく元気な声。

「何してるの裕人。ほら早く行かないと委員会に遅おくれちゃうよー」

「あ、おう」

　椎菜だった。

　すでに完全に支し度たくを終えて（筆記用具、お弁当、飲み物装そう備び）、教室の入り口付近からぶんぶんと手を振ふっている。

「分かった。今行くからちょっと待ってくれ」

　そう答え、春香の方へと向き直る。さすがにこうなっちゃもうサボるのはムリか。

「あー、そういうわけなんだ」

「あ、い、いえ、気にしないでくださいです」

「本当にスマン。この埋うめ合あわせはきっとするから……」

　誠せい心しん誠せん意いで謝あやまっていると、

「……おい、あいつもしかして春香様のほどこしを断ことわりやがったのか？」

　何やら、周まわりにいたクラスメイト（親しん衛えい隊たい＆取とり巻まき）どもがそんなことを言い出し始めた。

「たかだか綾あや瀬せの分ぶん際ざいで、何様のつもりだぁ？」

「サルのくせに勘かん違ちがいしてんじゃないっつーの」

「…………やっぱり、殺やってしまいましょう」

　殺さつ気きとともにどんどんと物ぶつ騒そうな台詞せりふが飛び出す。

　いやお前ら、誘いを受けたら受けたで思いっきり文もん句く言いやがるクセに……

「裕ゆう人と、ほんとに時間なくなっちゃうってー！」

　椎しい菜ながぶんぶんと手を振ふって急せかしてくる。

「あ、ああ。それじゃ春はる香か、またな──」

　殺し屋組そ織しきの暗あん殺さつ部ぶ隊たいみたいな視し線せんを送ってくる取とり巻まきどもの方はなるべく見ないようにしながら、椎菜の方へと向かおうとして、

「あ、裕人さん！」

　春香に呼よび止とめられた。

「ん？」

　何だ？

　だが振り返ると春香ははっとしたような表情になって、

「あ、え……な、何でもないです。委員会、がんばってくださいね」

「？　あ、ああ」

　いったい何なんだろうな？

　とはいえ今はそのことに深く突っ込んでいる時間もない。

「じゃあ、俺は行くな」

「は、はい。いってらっしゃいです」

　まだどこか物言いたげな春香の表情に後うしろ髪がみどころか後こう頭とう部ぶ全体を鷲わし摑づかみにされつつも、俺は教室の出口へと向かった。







　──そう、唯ゆい一いつの不満点とはこれのこと。

　実行委員の仕事が忙いそがしくて、なかなか春香と話をする時間が取れないことだった。

　最近はもうずっとこんな感じで、学園にいる間は委員会の集まりだクラス作さ業ぎようのチェックだで忙しく落ち着いて昼メシを食うこともできないし、休日は休日で買出しやら自宅作業やらで潰つぶれてしまう。

　おかげで、春香とはあのアキハバラに行った日以来ほとんどまともに話せていない。

　いやそりゃあ「おはよう」だの「こんにちは」だの「また明日」だのの短いセンテンスくらいは交かわしているが、そんなもんは会話とは言えんだろう。ただの挨あい拶さつだ。

　せっかく少しずつ春香と仲良くなれてきたところだってのに、この状じよう況きようはいただけないことこの上ない。




　うーむ、何とかしたいとは思ってるんだがな……
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　──などと考えている内に、一週間ほどが経けい過かした。

　十一月も中旬に差さし掛かかったある日の夕方。

「はー、終わったー」

　会議室を出た廊下で、隣となりの椎しい菜なが寝ね起おきのネコみたいに、うーんと大きく伸びをした。

「今日も長かったねー。実行委員会って、何で毎回毎回こんなに決めなきゃいけないことがたくさんあるんだろ」

「ああ、ほんとにな」

　うなずき返す。

　その日も放課後に実行委員会の集まりがあり、各クラスへの予算配分についての質しつ疑ぎ応おう答とうから当日の天気予測まで色々とあーだこーだとオーストリア講こう和わ会議のごとく話し合った結けつ果か、お開きになったのは夕方過ぎというかほとんど夜──午後七時を少し回ったところだった。

「それじゃ帰ろっか、裕ゆう人と。早くしないと校門が閉まっちゃうし」

「そうだな」

　椎菜と二人で昇しよう降こう口ぐちへと向かい、そのままダラダラと学園を出る。帰り道が途と中ちゆうまで同じということもあり、委員会があった日はこうして椎菜といっしょに帰るのがほとんど恒こう例れいとなっていた。

「でね、その時麻ま衣いが転ころんじゃってねー」

「ほう」

「大変だったんだよー。棚たなの上からカボチャ面の置物とかが落ちてきて……」

　日が落ちて真っ暗になった通学路を、椎菜と話しながら進んでいく。

　椎菜はよく喋しやべり話題も豊ほう富ふで話していて楽しかったが……頭に浮うかぶのはやはり春はる香かのことだった。

　──また今日もロクに話ができなかったな。

　いつかと同じように昼メシに誘さそってもらったんだが、昼休みには放課後の委員会で使うプリントのコピーを実行委員長に頼たのまれていたため（パシリ）行くことができなかった。事情を説明すると春香はやっぱり笑え顔がおで気にしてないと言ってはくれたものの……それでも、せっかくの誘いを断ことわるのはまさに断だん直ちよく腸ちようの思いだった。

　それ以外にも、挨あい拶さつを除のぞきほとんど春香と接せつ触しよくする時間は取れていない。

　もうこれで何日連続で春香と話せてないんだろうな。仕事なんだから仕方ないっちゃ仕方ないとはいえ、やはり憂ゆう鬱うつである。

　心の中でナウマンゾウの足あし跡あとのような大きなため息いきを吐ついていると、

「──うと、裕ゆう人と」

「……あ、え？」

　目の前に、いきなり椎しい菜なのキレイに整ととのった顔があった。

「ど、どうした？」

　そのあまりの近さに一いつ瞬しゆんだけ思わず心臓の不ふ随ずい意い筋きんが妙みような動きを見せる。

「？　どうしたって、それはこっちの台詞せりふだよ。さっきからずっと呼よんでるのに。なんか精神だけがどっか異世界にでも行っちゃったみたいな顔してたよ？」

「あ、ああ、スマン」

　どうやらマイナススパイラルの思し考こうにずっぽりと没ぼつ頭とうしちまって、椎菜の話を聞いてなかったらしい。いかんいかん。いくら気がかりだからって、椎菜と二人でいるってのに春はる香かのことばかり考えてるのは、それは何でも失礼だな。

　気分を少しばかり切り替えて、椎菜の方へと向き直る。

「あー、ほんとに悪い。ちょっと疲つかれ気ぎ味みでな」

「え、だいじょうぶなの？」

「ああ、大したことない。それでどうしたんだ？」

　訊きき直なおすと椎菜は首を少し傾かたむけて、

「あ、うん。裕人、今からちょっと時間あったりする？」

「今からか？　まあ、たぶん大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……」

　現在の時刻は七時十五分。まだそう遅おそくもない時間だ。

　急いで家に帰らなければならない用事も特になく、唯ゆい一いつ気になることといえばルコの晩メシくらいだが、幸さいわいなことに昨日の夜に作っておいたチキンカレー（やつの大好物）の残りがある。さすがにあれを温あたためるくらいはあの炊飯スキルが両生類並なみに壊かい滅めつ的てきに退たい化かしているダメ姉（二十三歳独身社長秘書）でも何とかなるだろう。

「ほんと？　だったらちょっと付き合ってもらってもいいかな。実は欲しいＣＤがあるんだけど、まだこの辺のお店ってあんまりよく分からなくて……」

「ＣＤか……」

　ふむ、確たしかに駅前のアーケード街は現市長が選挙に向けての人気取りのために興おこした「幸せ駅前再開発計画」とやらでさして広くない割にムダにゴチャゴチャしてるからな。何だかんだでまだこっちに越こしてきて一ヶ月程てい度どの椎菜には探さがし辛づらいかもしれない。

「分かった、いいぞ」

　なのでそう答えると、

「やった、さすが裕人！　ありがとねっ」

　椎菜はその場でぴょんぴょんと飛とび跳はねて喜んだ。勢いきおいでマフラーとコートの下のスカートがふわりと揺ゆれる。む、美み夏かといいこの椎しい菜なといい、普ふ段だんから元気な女子はどうも嬉うれしいことがあるとすぐに活動期のウサギみたいに飛とび跳はねる傾けい向こうにあるみたいだな。このとかく殺さつ伐ばつとしがちな現代社会にあって感情表現が豊かなのはいいことなんだが、おかげで少しばかり目のやり場に困るっつーか……

　まだ跳ねてる椎菜から微び妙みように目を逸そらしつつ俺は訊きいた。

「あー、こほん。で、ＣＤって何のＣＤなんだ？　やっぱりクラシックかなんかか？」

　趣しゆ味みがピアノである以上当然そっち系けい統とうのものなのかと思いきや、

「ううん、違ちがうよ」

　椎菜はあっさりと首を横に振ふった。

「あ、もちろんクラシックも聴きくけどね。でも今日買いに行きたいのは違うやつなの。知ってるかな、『Chocolate Rockers』ってグループの『さよならビター・キャンディ』っていうシングルなんだけど……」

　椎菜が挙あげたのは、最近有線なんかでよく流れているアーティストの曲だった。確たしかリードヴォーカルがイギリス帰りのハーフの女の人で、一部音楽ファンの間で非ひ常じように人気があるとか。一般的な知ち名めい度どこそあまり高くはないが、ポップなメロディーとどことなくうなずける歌詞がなかなかよくて、自分内でも最近赤丸急上昇中の一曲だった。

「ああ、確かにアレはいいよな。なんつーかキャッチーな感じで」

　俺がうなずくと椎菜は驚おどろいた顔になって、

「え、裕人も好きなんだ？　もしかしてファンとか？」

「まあな。ファンってほどじゃないが、いい曲だとは思う」

「へー、なんか嬉うれしいな。同どう志しを見つけた気分」

　にかっと笑う。

「ねね、裕人って他にどんな音楽聴くの？」

　下から俺の顔を眺ながめながら、そんなことを訊いてきた。

「ん、別に普ふ通つうのだと思うぞ。テレビで流れてるのとか映画の主題歌だとか……」

「そうなの？　デスメタルとか？」

「……」

　……いや普通って言って何で一番初めにそれが出てくるんだ？　てかジャンル名に『デス』なんて物ぶつ騒そうな単語が入ってる時点で、世間一般では普通と言わんだろ。

「えー、いいと思うんだけどな。あたしはキライじゃないよ？」

「や、俺も悪いとは思わんが……」

「落ち込んでる時とかに聴くとすっきりするんだよねー。一いち撃げき必ひつ殺さつデストロイ～って感じで。あはは♪」

「……」

　あはは♪　じゃねえだろ。

　どうもこのフレンドリー娘の聴きく音楽ジャンルは色んな意味でかなり幅はば広ひろいみたいだった。クラシックからデスメタル。まさに音楽界の最左から最右までを網もう羅らしてる感じだな。

　とまあ、そんな話で盛もり上あがりながら（？）二人で通学路をテクテクと歩いていき、

　やがて駅前のデパートに入っている、この辺あたりでは一番品しな揃ぞろえのいいＣＤショップへと辿たどり着ついた。

「へー、こんなところにあったんだ。全然知らなかったよ」

　椎しい菜なが驚おどろいたように声を上げる。

「まあ、普ふ通つう分からんからな」

　なぜかここのＣＤショップは全国の特産品物産展とかが行われてる区く画かくと同じフロアにある。予算だの間取りだのの都つ合ごう上じよう仕方なかったのかもしれんが、イカ飯の香かおり漂ただようシーフード感たっぷりなフロアでいっしょにＣＤが売られてるなんてのは、地元民かよほどの柔じゆう軟なんな思し考こうの持ち主でもなければ分かるまい。

「うーん、まさかこんな辺へん鄙ぴなところにＣＤショップがあるなんて……あ、でもあのイカ飯、美お味いしそ」

　店頭に並ならべられているイカ飯の束たばを見て声を上げる椎菜。花より団だん子ご、ＣＤよりもイカ飯って感じだな……

「んー、いい匂におい。何だか見てるとお腹なかが空すいてくるっていうか、嬉うれしさのあまり身体がイカ飯分を求めてくるっていうか……」

　何か妙みような引力にでも引き寄せられるように、じ～っとイカ飯を見つめる椎菜。

「ほら椎菜、ＣＤを買いに来たんだろ」

「う、それはそうだけど」

「気持ちは分かるが今度にしろって。今食べたら夕飯が入らなくなるぞ」

「……むー」

　しばらく椎菜はイカ飯相手に睨にらめっこを続けていたが、

「……そうだね。ん、分かった…………」

　やがて諦あきらめたのか、すげぇ悲しげにそう言った。「ばいばい、イカ飯……」

「……」

　いやそこまで切なそうな顔をせんでも。

　しかしいちおう男女二人きりの放課後の寄り道だってのに、真っ先に話題に出てきたのがイカ飯とは、とてもお年とし頃ごろな高校生同士のやり取りとは思えんね。

　で、目的のＣＤはすぐに見つかった。

「あ、あった、これこれ」

　最近話題になっている楽曲を集めたピックアップアーティストのコーナー。

　その一番目立つところに置いてあったのが、例の椎しい菜なが探さがしていたＣＤだった。

「よかった、やっと見つかったよ。これけっこう品しな薄うすみたいで、小お樽たるのお店だとどこに行っても売り切れててさー」

　椎菜が嬉うれしそうに言った。

「このジャケットのデザインがまたいいんだよねー。かわいいっていうかキュートな感じで、つい手に取ってみたくなる雰ふん囲い気きがあるんだよ」

「へえ……」

「あ、限げん定てい版ばんも残ってるんだ、わー、すごい！」

　そういえば俺もＣＤ自体は持ってなかったんだよな。

　椎菜がそこまで言うジャケットとはどんなものかと思い、置いてあったＣＤに何とはなしに手を伸ばそうとして、

「お……」

「あっ」

　たまたま同時にＣＤを取ろうとしていた椎菜の手と重なった。

　少し冷たく、柔やわらかい感かん触しよく、

「ス、スマン！」

　いわゆるカルタなんかにおける嬉し恥はずかしダブルハンド状じよう態たいである。

　慌あわてて手を離はなすと、椎菜は不ふ思し議ぎそうな顔で俺を見て、

「？　何をそんなに焦あせってるの？　あ、もしかして爪つめとか当たっちゃった？」

「いやそういうわけじゃ……」

「そうなの？　じゃ何で？」

　きょとんとする椎菜。

「あー、なんつーかな。その、男の俺が曲まがりなりにも女子の手を触さわるってのはマズイっつーか……」

　言こと葉ばに詰つまる。

　別に何があったってわけじゃないんだが、ただこういったこと（女子との第三種接せつ近きん遭そう遇ぐう）に基本的に慣なれてない俺にとっては、これだけでも充じゆう分ぶんに前ぜん頭とう葉ようを刺し激げきする事じ態たいなんだよ。

　するとそれを聞いた椎菜は、

「あ、そんなの気にしてたんだ？　あはは、別にいいのにー」

　そう言ってあっけらかんと笑った。

「そんなのってな……」

　いや思し春しゆん期き真まっ盛さかりな十七歳高校生にとってはそれなりに問題になることだと思うんだが。

「うーん、そりゃあだれにだって触られてもいいってもんじゃないとは思うよ？　でも相手が裕ゆう人とならあたしは別に気にならないかなー」

「え？」

「触さわられてもイヤじゃないっていうか、別にいくら触ってくれてもいいって感じ？　えいっ」

「お、おい」

「ほらほら♪」

　俺の手を取って自分の手に触らせながら椎しい菜ながにひひ、と笑う。

「ね、こんなの大したことじゃないでしょ？　だから裕ゆう人ともあんまり気にしない気にしない♪　──じゃ、とりあえずＣＤ買ってきちゃうからちょっと待っててね」

「お……」

「行ってきまーす」

　そう明るく笑って、椎菜はＣＤを手にレジへと走っていってしまった。

　後に残されたのは、いまだに混こん乱らん状じよう態たいの俺。

「……分からん」

　いったい椎菜は何がやりたかったんだ？

　美み夏かといいこの椎菜といい、フレンドリーな女子の考えってのはほんとによく分からんね。







　なんかすげぇ疲つかれた気分だったので、椎菜を待っている間、同じフロアにある休きゆう憩けい用ようのベンチで休んでいることにした。

「どっこいせっと……」

　我ながらオヤジなかけ声とともにベンチに腰こしを下ろす。プラスチック製の安物ベンチはお世せ辞じにも座すわり心ごこ地ちがいいとは言えなかったが、肉体的にも精神的にも色んな意味で疲れが溜たまりまくっている身体にはこの際さいもう何でもよかった。

「ふぅ……」

　残業帰りのお父さんのごとく沈しずみ込こむようにベンチに体重を預あずけていると、

「……」

「……」

「……ん？」

　いつからいたんだろうな。ベンチのすぐ近く、自動販売機の横からなんか二、三歳くらいの小さな男の子がじっとこっちを見ているのに気付いた。こんな時間にこんなところに一人でいるような歳じゃないな。迷まい子ごか何かか？

「どうしたんだ？」

「……」

　気になって声をかけてみるも、男の子は武ぶ装そうした木星人にでも話しかけられたような顔で黙だまったままじーっとこっちを見るだけである。

「一人なのか？　お母さんかお父さんはいっしょじゃないのか？」

「まま？」

「そうだ、ママは……」

「まま……」

　そう言ったところで、男の子の目にぶわっと大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんだ。

「まま、どこ……？」

「げ」

「まま～……まま～、うえぇぇぇぇんん～！」

　どうもやぶヘビだったようだ。「ママ」の言こと葉ばに反はん応のうして、男の子はいきなり火の点ついたゴマ油のように泣き出した。

「ちょ、こら、泣くなって」

「うえぇぇぇぇんん～！」

　慌あわてて駆かけ寄よるも泣き止まない。その場に立ち尽くしたまま、大声を上げるだけである。

「まいったな……そ、そうだ、今から面おも白しろいことするから、見てろよ。──ほ、ほら、いないいないヴァーヴァリアン」

　何とか泣き止ませようと、アホ姉とその親友に仕込まれた宴えん会かい用の一発芸をするものの、

「う、うわぁぁぁぁぁぁんんん!!」

　思いっきり逆ぎやく効こう果かだった。

　泣き止むどころか男の子は至し近きん距きよ離りでナマハゲでも見たかのような勢いきおいで狂くるったように泣なき叫さけびだした。う、そんなに俺の顔は子供受けしないのか？　ちょっとショックだ……

「じゃ、じゃあこれはどうだ、あっち向いてホルスタイン乳牛」

「わぁぁぁぁあんん！」

「こ、これは──」

「うぎゃああああああん！」

　その後も色々やってみたものの、男の子はまったくもって泣き止む気け配はいを見せずそれどころか今にも殺されんばかりの絶ぜつ叫きようを発し始め、しまいにはほとんど半はん狂きよう乱らん状じよう態たいになっていた。

「うう、どうすりゃいいんだ……？」

　子供の扱あつかいなどやったことがないからさっぱり分からん。おまけにこの状じよう況きようは客観的に見れば俺が男の子をいじめてるように見えるらしく、さっきから近くを通る買い物客の毒どく矢や（カエル毒）のような視し線せんがいてぇし……。

　心の底そこから途と方ほうに暮くれる俺に、

「ごめーん。裕ゆう人と、待った？」

　そんな救すくいの声がかけられた。

「遅おそくなってごめんね。やっぱりあのイカ飯がどうしても気になっちゃって、つい買ってきちゃった。ほら、これ。二つ買ってきたから裕ゆう人とも食べる──って、何やってるの？」

「し、椎しい菜な」

　まさに冥めい府ふでアフロディテ（右手にイカ飯付き）だった。

「どうしたの、その子？　なんか一生のトラウマになるモノでも見たみたいなすごい泣き方してるけど……」

「いいところで戻もどってきてくれた。た、助けてくれ！」

「？」

　目の前で泣なき叫さけんでる男の子よりもむしろ自分の方が泣きたい気分で、椎菜（右手にイカ飯）に事情を説明すると。

「──ふんふん、なるほど。状じよう況きようから総合するとこの子は迷まい子ごってところね」

「あ、ああ、たぶんな」

「そっか……」

　いまだすさまじい勢いきおいで泣きわめく男の子を見ながら、「ごめん、ちょっとコレよろしく」椎菜は持っていたイカ飯を俺に手て渡わたして、

「ほら、よしよし、男の子でしょ、もう泣かないの」

　その場にしゃがみ込んで目線を男の子の高さまで落とし、男の子の頭を優やさしく撫なでてあげた。すると、

「…………ぐずっ」

　途と端たんにそれまでどんな慰なぐさめの言こと葉ばも受け付けなかった男の子がぴたりと泣き止んだ。む、俺がいくらやってもダメだったのに現金な……

「ん、そ、いい子だぞー。もうだいじょうぶだからねー」

　椎菜が笑え顔がおで抱き上げると、男の子は首をちょこんとかしげて、

「……まま？」

「え？」

「まま～♪」

　いきなり笑顔になって自分から抱だきついていった。

「あ、こら、あんまり動かないの」

「や～らかい……ままとおんなじ……」

　椎菜の胸むねの辺あたりに顔をうずめて、気持ち良さそうに男の子は声を出し、

「ちょ、ちょっと、くすぐったいってば」

「おっぱい～」

　さらには両手でえぐり込むようにして椎菜の胸を触さわりまくる。むう、何て羨うらやましい……じゃねえ、何て天てん真しん爛らん漫まんな……

「こ、こら」
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　椎しい菜なが少し照てれくさそうな顔になって、

「もう、だーめ。いたずらっ子なんだから」

　男の子のおでこをつんと突つついて、言い聞かせるように笑う。

「う～……あ」

　男の子は少しだけ不ふ満まんそうな表情を見せたがすぐに笑え顔がおに戻もどって、

「ぱぱ～」

「え？」

　と、今度は俺の制服の袖そでを摑つかんでそんなことを言った。

「まま～、ぱぱ～♪」

　椎菜の胸むねの中に（比ひ喩ゆでなく）すっぽりと収まりながら、にこにこ笑顔で袖を引ひっ張ぱってくる。

　周まわりからは、

「ふふ、かわいー、あの子たち」

「まさか本当にパパとママなのかな？」

「うーん学生結婚か……いいねぇ、青春だねぇ」

「えー、それはあり得えないでしょ。男の方がやたらと甲か斐い性しようのなさそうな顔してるし……」

　そんな声が聞こえてくる。余よ計けいなお世せ話わっつーか、見知らぬ他人のことを捕つかまえて勝手に甲斐性なしとか言うな。そりゃ昔やったゲーセンの人にん相そう占うらないで「合かつ戦せんで完かん膚ぷなきまでに惨ざん敗ぱいした落おち武む者しやみたいな相をしてますね」とか言われたりもしたがさ……

「はい、よちよち、いい子にしてましょうねー」

　そんな外がい野やのささやきなどは気にした様よう子すもなく、椎しい菜なは優やさしい目で男の子に語りかける。

「そういえばボク、名前はなんていうのかな？　お姉ちゃんはね、シイナっていうんだよ」

　にしても椎菜、子供をあやす姿すがたが実にサマになってるな。母性本能炸さく裂れつというか、普ふ段だんの活発極きわまりない姿からは想そう像ぞうもつかないほど女の子らしいというか……

「ん、なに？」

「あ、いや」

　俺の視し線せんに気付いたのか、椎菜が顔を上げた。

「やけに子供の扱あつかいに慣なれてるなと思って」

「ああ、コレ？　うん、あたしは下に妹と弟がいるからね。昔からよくこういうことはやってたの。だから子守りはお手の物って感じかな」

「そうなのか……」

　ならこの手慣れたあやしっぷりにも納なつ得とくがいくな。いわゆる長年の経けい験けんってやつか。

　それからしばらく、椎菜と二人で男の子の相手をして、

　やがて男の子の母親は見つかった。

　何でも買い物をしていてちょっと目を離はなした隙すきに、迷まい子ごになってしまったらしい。

「ほ、本当にありがとうございました。何とお礼を言ったらいいのか……」

　男の子を胸むねに抱だき締しめた母親が深々と頭を下げてくる。

「あ、いえ」

「あたしたち、別に大したことはしてませんから」

　何度もぺこぺこと頭を下げる母親の腕うでの中で男の子は、

「ばいばい、まま、ぱぱ～」

「こら、お姉ちゃん、お兄ちゃんでしょ」

「ううん、ままとぱぱなの～」

　男の子は最後まで俺たちのことをママとパパと呼よび続つづけていた。

「ふふ、かわいかったね」

　男の子が見えなくなるまで手を振ふって、椎菜が優しく目を細めた。

「あたし、子供って大好きなんだー。かわいいし素す直なおだし、将来結婚したら絶ぜつ対たいに子供は欲しいって思ってるの。男の子と女の子、二人ずつくらいがいいなー」

「ふむ……」

　確たしかに、椎菜ならいいママになれるだろうな。

「さ、それじゃそろそろ行こうか。あ、でもその前にイカ飯を食べちゃわないと。冷めるとおいしくないもんね。裕ゆう人とも食べるでしょ？」

「え、まあ……」

　くれるんならもらうが。

「はい、じゃあこっちは裕人の分ね。いただきまーす♪」

　すげぇ活いき活いきとした顔でイカ飯を食べ始める。

「うん、おいしい♪　やっぱりイカ飯といえば北海道産だよね。あー、幸せ」

「……」

　にしても、さっきまでは母性本能炸さく裂れつかと思えば今度は食欲爆ばく発はつか。なんかギャップがすげぇな。

　結けつ局きよくそのまま二人で微び妙みように冷めかけたイカ飯を食べ、その日は別れたのだった。







　　　　２




　それからさらに一週間が過すぎた。

　やはり相変わらず春はる香かとはまともな会話ができないまま時間ばかりが湯水のごとくバチャバチャと過ぎていく中、いよいよ文化祭当日までのタイムリミットも残り十日を切り、コスプレ喫きつ茶さ『マージナル・シンフォニー』の準じゆん備びは最終段階へと移ろうとしていた。

　ちなみに『マージナル・シンフォニー』とは、この喫茶店を作る上でベースとなった『はにかみトライアングル１ｓｔ』において主人公の『ドジっ娘こアキちゃん』が使っている魔ま法ほう工こう房ぼうの名前らしい。もちろん名付け親及びトータルプロデュースは信のぶ長ながである。その際さい、訊きいてもいないのに嬉き々きとして俺に『はにかみトライアングル１ｓｔ』の内容を語かたってくれやがったこと（それも三時間ほどかけてじっくりと）も余よ談だんとして付け加えておこう。

「あ、そこの飾かざりつけはもう少し上にして。あ、そっちはもっと右がいいかな。それで──」

　椎しい菜なの声が放課後の教室に響ひびき渡わたる。

　現在のところ、一番進行が遅おくれているのは、椎菜が中心となって行っている喫茶店の内ない装そう作さ業ぎようだった。

　手本とされているものが魔法工房ということで、内装はかなり凝こられたものになる予定になっている。例たとえばメニューの一つである『恋のドジっ娘媚び薬やくスープ』を入れておくのに使う鍋なべは魔女が使うような巨大な釜かまだし、店内に飾られる照しよう明めいはアンティークを模もした古びたランプだ。教室全体は工房の中をイメージして中世風の飾り付けがされることになっている。

　これらの過か剰じようなこだわりは、できる限りオリジナルの世界に近付けんがために信長のアホが提てい唱しようし、クラスの賛成を（強ごう引いんに）得えたものだった。

「うん、そう。そっちの色合いはくすんだ感じで……」

「よう、進み具合はどうだ？」

　忙いそがしそうに作さ業ぎようをしている椎しい菜なに声をかける。

「あ、裕ゆう人と。うーん、まずまず、かな」

　こちらに気付くと、椎菜は少し苦く笑しよう気ぎ味みにそう答えた。

「このままだとかなりぎりぎりかも。この大おお釜がまがけっこう難むずかしくて──」

　現在作成中らしい魔ま女じよの大釜を見ながら言う。

「そうか……」

　まあ見た目ほとんど五ご右衛え門もん風ぶ呂ろみたいなコレは、見るからに大たい変へんそうである。鍋なべというか、ほとんどドラム缶を作ってるようなもんだからな。

　作りかけの大釜をまじまじと見ていると、椎菜が少しすまなそうな顔で、

「ごめんね、裕人」

　いきなりそんなことを言った。

「え？」

「あたしがこっちにかかりっきりになっちゃったから、全体の作業進行のチェックはけっこう裕人任まかせになってるでしょ？　ほんとはもっと早くこっちを仕上げて、あたしもそっちに移うつる予定だったんだけど……」

「ああ……」

　何かと思えばそういうことか。

「いいさ。気にするなって。それだけ椎菜ががんばってる証しよう拠こだろ」

「でも……」

「それにその分、俺には専任の仕事はないわけだしな。お互い様だ」

「裕人……」

　結けつ局きよく、忙しさの配はい分ぶんはそうそう変わるもんでもないってことである。というかこれでもまだ椎菜の方が忙しいくらいかもしれない。

「ま、そういうわけだ。とにかく、がんばれよ」

「うん、ありがとっ」

　元気に答えた椎菜にうなずき返し、他の作業を見て回ることにした。

　椎菜たちの内ない装そう組ぐみの他に、衣い装しよう作りをメインとするグループと紅茶の淹いれ方かたやクレープの作り方をメインとするグループとがある。これらのグループはどちらも作業に道具を必ひつ要ようとするため、教室外で作業を行っているのだ。

　まずは衣装組の方から顔を出してみることにする。

　衣装組の活動場所は、ミシンなどが使用できるという理り由ゆうから家庭科室だった。

「うーん、そうだなー。そこの悪あく魔まの羽は根ねはもう五センチ上に付けた方がいいかなー」

「え、こうかな？」

「違ちがう違うー！　それだと今度はシッポの角度がずれちゃうんだよー。羽根とシッポとツノの三者のバランスの黄おう金ごん率りつこそが悪あく魔まっ娘このメグちゃんを彩いろどる最高のコンビネーションなんだからー」

「そ、そう言われても……」

　ちなみに先せん頭とうに立ってワケノワカランことを言いながらクラスの女子を指し導どうしているのは信のぶ長ながのアホ（隣となりのクラス）である。まあ人格的には多分に問題があるが、こういった方面の知ち識しきがムダに豊ほう富ぶで手先が意外に器用なことに加えて、何よりも本人がいたくやる気だったため任まかせたのだった。

「調子はどうだ、信長？」

　周まわりに細かい指し示じを出しながら自らも目にも留とまらぬ速さで縫ほう製せいをしていくいまだ底そこの見えない十年来の幼おさな馴な染じみ（どこでこんな技術を身に付けたんだ？）に尋たずねる。

「うーん、いまいちかなー。みんなコスプレの何たるかが分かってないよー。コスプレ衣い装しようっていうのはただの糸と布の集合体じゃなくて、作る際さいにはそのオリキャラに対する愛とリスペクトが絶ぜつ対たいに必ひつ要ようでねー」

「……」

「でもそれだけでもだめなんだよー。愛とリスペクトによってオリキャラの基本形を忠ちゆう実じつに再さい現げんしつつも、部分部分で微び妙みようにずらしていくことによってそこに表現者の意い思しってものが表れてー……」

「……まあ、がんばってくれ」

　言ってることは相変わらずさっぱり意味不明だが、とりあえず仕事の進行度合いとしては一番進んでいるグループであるため、特に突っ込むことなく家庭科室を後にした。

「さて、あとは──」

　最後に向かうのは、理科室である。

　ここでは、紅茶を淹いれたりクレープを作ったりする調理関係のグループが作さ業ぎようを行っていた。

「あ、えとですね、紅茶の美お味いしい淹れ方のコツとしては、お湯をポッドに持っていくのではなくポッドの方をお湯のところに持っていくんです。これはお湯を冷さまさないためなんですけど意外に効こう果か的てきで……」

「へー、そうなんだ。でも考えてみればそうかも」

「すごいねー、紅茶なんてペットボトルでしか飲んだことなかったから、そんなの全然知らなかったよ」

「さすが乃の木ぎ坂ざかさんって感じだねー」

「あ、い、いえ、そんな大したことでは……」

　中心となっているのは春はる香かや朝あさ比ひ奈なさんなどを始めとした女子勢。和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きで、楽しげに作業をしている。

「あとは、種類によって葉が開く最さい適てきの温度があるんです。それによってもだいぶ味が変わってきます。簡かん単たんにレシピ表にまとめておきましたので、よかったら参考にしてみてくださいね」

「わー、イラスト入りなんだ」

「すっごいかわいいよね、このイェティ」

「うん、雪男のクセに頭から煮にえたぎる溶よう岩がんを被かぶってるのもまたチャーミングっていうか」

　きゃあきゃあと騒さわぐ女子たちの横で、

「え？　いえてぃ？　紅茶を飲んでるマルチーズなんですが……」

　春はる香かは一人で不ふ思し議ぎそうに首をひねっていた。

「……」

　まあイラストの妖よう怪かいっぷりは相変わらずみたいだが、それが紅茶の出で来きに影えい響きようを及およぼすことはなさそうなので、ここは何もなかったことにしてさらりと流しておこう（ことなかれ主義）。

　レシピ表を手にハテナマークを浮うかべている春香に、

「ごくろうさん。順調に進んでるみたいだな」

　と声をかけると「え？」と小さな声を上げてこっちを振ふり返かえり、

「あ、裕ゆう人とさん。お疲つかれさまです」

　ぺこりと頭を下げてくる。

「えと、見回りですか？」

「ああ、そんなところだ」

　少し違ちがうが、まあ似にたようなもんだろう。

「それよりその紅茶、春香が淹いれたのか？」

　実験机の上で香こうばしい湯ゆ気げを上げるカップを指差して尋たずねた。

「あ、はい。そうですが……」

「やっぱりそうか。すげぇウマそうだ。さすが春香だな」

　そう言うと、春香は照てれたように、

「そ、そんな、私はただ普ふ通つうに淹れただけで……あ、そ、そうです、良かったら裕人さんも飲んでいかれますか？」

「お、いいのか？」

「はい。ちょうど今から色々な種類の葉で試ためしてみようとしていたところなんです」

　それは嬉うれしい申し出だった。

　他のグループは一通り見終わったし、少しくらいならここでのんびりしていても大だい丈じよう夫ぶだろう。久しぶりに春香とゆっくり話せるかもしれんし。

「だったらごちそうになるかな」

　俺がうなずくと春香はぱっと笑え顔がおになって、

「それじゃ淹れますね。アッサムとアールグレイ、どちらがいいですか？」

「ああ、んじゃそっちのリトルグレイとかいうので……」

「はい、アールグレイですね」

　うきうき顔でティーポッドを手に取ったところで、

『ピンポロパロペ～ン♪』

　と、壁かべに取り付けてある呼よび出だし用のスピーカーからそんな愉ゆ快かいな音が鳴なり響ひびいた。

　続いて、

『生徒の呼び出しをいたします。高等部二年一組の綾あや瀬せ裕ゆう人とくん。ご家族の綾瀬ルコさんからお電話が入っています。至し急きゆう職員室まで来てください。繰くり返かえします。高等部二年一組の綾瀬裕人くん──』

「……」

「……」

　何て間まのわりぃ……

　あまりのタイミングに、思わず何も聞かなかったことにしたくなる。

　しかも呼び出しの相手があのアホ姉ってのがまた憂ゆう鬱うつもいいところだった。どうせ大した用事じゃないんだろうからムシしちまいたいところだが……いちおう学園に提てい出しゆつした書類の家族氏名欄らんに書かれている身内の一人であるためそういうわけにもいかないのが辛つらいところだ。

「……悪い。そういうことになっちまった」

「あ、いえ……」

　そう告つげると春はる香かは一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせたがすぐに顔を上げ、

「ル、ルコさんからのご連絡なんですから、しかたないです。わざわざ学園にまで電話をかけてくるなんて、きっと大事な用なんだと思います。早く行ってあげてください」

「ああ、紅茶はまた今度飲ませてくれ」

「はいです、ぜひ」

「それじゃ」

　ふるふると小さく手を振ふる春香に手を振り返し、俺は職員室へと向かった。

　……なんつーか、本当にツイてないね。




　ちなみに、ルコからの電話の内容は以下のようなものだった。

『今日は私は帰りが少し遅おそくなる。なので九時からやる「大江戸人ひと斬きり列れつ伝でん～今宵こよいも刀は血に染そまり～」の録画をしておけ。「人斬り」と書いてあるテープに標ひよう準じゆんで録とっておけばいい。ああ、ＣＭカットも忘わすれるなよ。分かったな？』

「……」

　予よ想そう通りにロクでもないっつーか、そんなもんメールで送るか由ゆ香か里りさんでも経けい由ゆして伝つたえろって話である。

　こんなことのために春はる香かとの久しぶりの会話の機き会かいを潰つぶされたのかと思うと一いつ瞬しゆんだけ裏番組の「趣しゆ味み講こう座ざ・楽しいキックベース第一回～ボールと友達になろう～」を録画してやりたい衝しよう動どうに心の底そこから駆かられたが、それをやると俺の生命自体がサルに潰されるノミのごとくプチッと潰される恐おそれがあったため、泣く泣く諦あきらめて言われた通りに録画をした。……ちくしょう。







　それからも色々と忙いそがしい毎日が続いた。

　実行委員としての仕事、コスプレ喫きつ茶さの準じゆん備び、その他の雑ざつ事じ。

　次から次へとやることが積み重なってきて、息いきをつくヒマもない。

　その間、やはり春香とゆっくり話をする機会は持てないまま、時間ばかりが過すぎていった。

　たまたま俺の時間が空あいた時にいっしょに帰らないかと誘さそってみたりもしたんだが、その時は春香の方にどうしても外はずせない用事があるとのことで無む理りだった。何でもいつかのポリープ先生とやらとの再会食の予定が入ってたらしい。

　うーむ、これは本気で何かを考えねばマズイかもしれん。何せ見み事ごとなまでに行動予定がかみ合ってない。星の巡めぐりが悪いっつーか天てん中ちゆう殺さつっつーか……。この調ちよう子しだと、ヘタをすりゃあせっかくの文化祭当日ですら何かのアクシデントで春香と楽しく過ごせないなんてことも可か能のう性せいとしては有あり得うる。フォークダンスの約やく束そくまでしたってのに、そんな事じ態たいは絶ぜつ対たいに避さけたい。

　よーし。

　こうなったらここは「なせばなる、なさねばならぬ」の精神だ！

　何事も絶対にうまく行かせる気でやればきっと成功するに違ちがいない──

　──などと二百年前の武士もののふのような気合を入れてみたものの、それだけで何とかなるほど現代物質社会は甘いものではなく。

　確かくたる解かい決けつ策さくは見つからぬまま、やはり春香とは話ができないままさらに日にちだけが過ぎていき。

　そして文化祭を二日後に控ひかえた金曜日。

「ただいま……」

　その日も夕方まで実行委員の話し合いがあり、精神的にも肉体的にもクタクタに疲つかれた状じよう熊たいで家へと帰り着き、自室のドアを開けた俺を迎えてくれたのは。

「あ、遅おそかったね、おに～さん」

「紅茶とコーヒーのどちらをお飲みになられますか～？」

「……お帰りなさいませ」

「……」

　笑えみを浮うかべながら紅茶のカップを掲かかげる、かしましツインテール娘とにこにこメイドさんと無口メイド長さんだった。
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　七畳ほどの広さの俺の部へ屋やは、現在突とつ然ぜんの訪ほう問もん者しやたちにより少しばかり人口過か密みつ状じよう態たいに陥おちいっていた。

「へ～、ここがおに～さんの部屋なんだ。前にお鍋なべパーティーで泊とまった時には見せてもらえなかったけど、意い外がいにきれいにしてるんだね～。男の子の部屋ってもっとゴミゴミしてるのかと思ってたよ」

「ええ、よく片付いている方ですよ～。十分に合格点をあげられますね～」

「……花丸です」

　お茶を飲みながら楽しげに笑い合う三人。完全にくつろぎきっている様よう子すである。

「……で、何でいるんだ？」

　一通り人の部屋に対する評ひよう価かを言い終えた美み夏かたちに、尋たずねる。

「え、何でって、沙さ羅らさんの〝黒くろ真しん珠じゆ〟で来たんだよ。うちから二十分くらいだったかな。あ、ちなみに〝黒真珠〟ってゆうのはおに～さんも前に乗った車のことだから」

「……そういうことじゃなくてだな」

　何だってこの三人（美夏、葉は月づきさん、那な波なみさん）がここ（俺の部屋）にいやがるんだってことである。むう、なんか少し前にも同じような会話をした記き憶おくがあるな。

「だいじょうぶですよ～、裕ゆう人と様がベッドの下や机の引き出しの奥に隠かくしているものについては春はる香か様にはナイショにしておきますから～」

「…………知らぬが仏」

「お、おに～さんも何だかんだ言ってやっぱり男の子なんだよね～。あ、あんなのやこんなのまで……」

「……」

　三さん者しや三さん様ように好すき放ほう題だいなことを言いやがる。いや人がいない間に何勝手に家や捜さがししてやがるんですか……

「……てか遊びに来ただけなら帰ってくれ」

　思い切り冷たい目でそう言ってやると、美夏は腰こしに両手を当てて、

「も～、おに～さんつれないな～。おに～さんたちの危き機きを見かねてかわいい美夏ちゃんたちが助けに来てあげたのに～」

　そんなことを言った。

「……危機？」

「そ。最近おに～さんとお姉ちゃん、あんまり会えてないんでしょ？　どことなくすれ違ちがい気ぎ味みってゆうか。だからわたしたちがアドバイスをしてあげようと思ってさ～。お姉ちゃんも寂さびしがってたし」

「寂しがってるって……春はる香かがか？」

「うん、口には出してないけどね。でも毎日おに～さんからもらったオルゴールを見ながらため息いきを吐ついてたり、おに～さんの話が出る度たびにいちいち反はん応のうしてたりしたら、いやでも分かるって」

「……」

　……そうか。

　やっぱり春香にも寂しい思いをさせちまってるんだな。

「おに～さんもだめだよ。せっかくお姉ちゃんが勇気を出してお昼ご飯に誘さそったってのに、クラスメイトでお友達で同じ文化祭実行委員の天あま宮みやさんに委員会の集まりに呼よばれたくらいで簡かん単たんに諦あきらめちゃ。そういう時には全てを投げ打ってでも最さい優ゆう先せんでお姉ちゃんの方に行ってあげるべきなの。女はいつだって男の子が自分だけを選んでくれるのを待ってるんだよ？」

　ずい、と顔を寄せてくる美み夏か。また表現はムダに大げさだが、言ってること自体は非ひ常じように耳に痛いたい。

「分かってるの、おに～さん？」

「あ、ああ、それについては悪かったと思ってるが──ん？」

　と、そこで気付いた。

　……って、何で美夏たちがそのこと（昼飯の一件）を知ってやがるんだ？　それも超具体的に。春香は口に出してないって言ってたのに……

　俺の表情から言いたいことを察さつしたのか、

「ふっふっふっ、おに～さん、わたしたちをなめちゃだめだよ」

　美夏は人さし指をちっちっと振ふりながら不ふ敵てきに笑った。

「敵てきを知り己おのれを知らばこれ百ひやく戦せん危あやうからず、ってやつ？　おに～さんとお姉ちゃんのことなら何だって調ちよう査さ済ずみなんだから♪」

「メイド隊に分からないことなどないのですよ～」

「……情報収集はご奉ほう仕し活動の基本となるものですから」

「……」

　だからそれは乃の木ぎ坂ざか家けメイド隊限げん定ていの基本だろ……などと突っ込んでももはや始まらない。この人たちのメイドスキルを超ちよう越えつした超スペックについては論議するだけムダだからな……

　ため息いきを吐つくしかない俺に、美夏はぱちりとウインクをして、

「ま、とにかくそ～ゆう次し第だいでおに～さんたちの破は局きよくのピンチを救すくうべくわたしたちが参さん上じようしたってわけ。で、その第一段階として──」

　そこで大きく息を吸って、

「ぱんぱかぱ～ん、これより『第一回お姉ちゃんとおに～さんのすれ違ちがいを何とかしよう会議』を開かい催さいしたいと思いま～す♪」

　すげぇ楽しそうにそんなことを言いやがった。

「ぱふ～ぱふ～どんど～ん♪」

「……ぱちぱちぱちぱち」

　那な波なみさんと葉は月づきさんもそれに口で効こう果か音おんを付け足し彩いろどりを添そえる。なんつーかもうこの時点で、いいからさっさと帰ってくれって気持ちでイッパイだった。

「え～と、これはタイトルから分かるように、おに～さんとお姉ちゃんの破は滅めつの運命を美み夏かちゃんたちのナイスアイディアで救ってあげようってゆう企き画かくです。構こう想そう一時間、経けい費ひ二百十円（税込み）の壮そう大だいなプロジェクトなんだから、心して聞かなきゃだめだよ？」

「……」

　なんかいつの間にか危き機きのレベルが破は局きよくから破滅にランクアップしている上に、「壮大」って言こと葉ばの意い味みをもう一度辞書で調べてみろと言いたくなるような台詞せりふである。

　だが何にせよ、とりあえずここはもう大人しく聞いとくのが無ぶ難なんだろう。

　何を言おうともこのツインテール娘たちは自分たちのやりたいことをやり通すってのは今までの経験から百も承しよう知ちである。だったらやりたいようにやらせてさっさとお引き取り願うのが賢けん明めいだ。

「……分かった。聞くから言ってくれ」

「ん、よしよし。それでこそおに～さん。素直な男の子はもてるんだよ？」

　美夏が満足そうにうなずく。

　しかし毎回毎回本当に色んなことを考えるもんだね。







「それじゃすれ違い解かい消しようのための第一弾だん。まずは実技指し導どうでいこっか」

「……実技指導？」

「うん、そだよ♪」

　にっこりと美夏が笑う。

　いや初しよっ端ぱなから、なんかすげぇイヤな予よ感かんがするんだが……

「え～とね、すれ違いで離はなれた心の距きよ離りを縮ちぢめるためには何と言っても適てき切せつな場面での適切な対たい応おうがなされることが必ひつ要ようなの。だからいざっていうシチュエ～ションでちゃんと正しい行動ができるように、身体で覚おぼえとくのが一番。なんてゆうか、条じよう件けん反はん射しや？　パヴロフのわんこ？」

　くるりんと首をひねる美夏。

　おそらく言葉は間ま違ちがっちゃいないんだろうが、その例たとえに一いち抹まつの不安を感じるのは俺だけだろうか。

「ま、とにかく今からそんな風なのをやるからね。それじゃおに～さんのためにわたしたちが考えたシチュエ～ション。じゃ～ん、名付けて『おに～さんが文化祭前日に準じゆん備びのため夜遅おそくまで学園に残っていると、そこに差し入れを持ったお姉ちゃんがやって来るシーン』！」

「……」

　なんか知らんが、めちゃくちゃ具体的なシーンだな。

「もちろん分かると思うけど、おに～さんはおに～さん役ね。で、お姉ちゃん役は、今回は厳げん選せんな選考（マジカルバナナ）の結けつ果か、葉は月づきさんにやってもらうことになったから。頼たのんだよ、葉月さん♪」

　美み夏かが楽しげにそう言い、

「……よろしくお願いします」

「……」

　なぜかそこには白城の制服を着た葉月さんが立っていた。メイド服が制服へとすり替わり、着けていたプリムも春はる香かがいつもしているようなカチューシャに変化している。いやどこからそんなもんを入手してきたのかってのもさることながら、この人いつの間に着替えたんだ？　俺の記き憶おくが確たしかならばほんの三秒くらい前までは見み慣なれたメイド服姿すがただったと思うんだが……

「……企き業ぎよう秘ひ密みつです」

「いやまだ何も言ってないんですが……」

「……企業秘密です」

「だからそうじゃなくて……」

「……企業秘密です」

「……」

　とりあえずもうそういうことらしい。そこにこだわると話がまったくもって進まなそうなため、これについての疑問は心の奥おく底そこに漬つけ物もののごとく押おし込こめることにした。

「さ、それじゃ始めるよ。あ、おに～さんはそのヘンで適てき当とうになんかの作さ業ぎようでもやってるフリをしてて。んで葉月さんは練習通りこっちにね」

「……」

　どこから取り出したのかメガホンを片手に折おり畳たたみイスに座すわって、てきぱきと指示を出し始める美夏。

「はい、三、二、一、スタ～ト！」

　満まん面めんの笑えみでそう告つげて。

　というわけで、実技指し導どうとやらが始まった。







「ふう、つかれたなあ……」

　見み慣なれた自分の机に座すわって鉛えん筆ぴつ削けずり（電動）で鉛筆をガリガリやりつつ、俺は適てき当とうにつぶやいた。

「さっきから居い残のこってやってるのになかなか仕事が終わらないなあ……腹も減へってきたし、ここらで差し入れでもあると助かるんだがなあ……」

「は～い、かっと！」

　と、美み夏かの声が飛んできた。

「だめだめ、なんかぜんぜんやる気が感じられないよ。動きも死にかけたエゾカッパみたいだし、台詞せりふもいいかげんだし……」

「そう言われてもな……」

　いきなり何の説明もなしに実技指し導どうとやらに参加させられた上に具体的な指し示じもなしじゃ、何をすりゃいいんだかさっぱり分からん。

「しっかりしてよおに～さん。もっとお姉ちゃんへの愛情を前面へ出さなきゃ。そんなんじゃ立りつ派ぱな役者さんになれないよ？」

「……」

　いや、なる気なんてねえし。

「まあまあ、いいじゃないですか～」

　と、そこで那な波なみさん。

「確たしかに裕ゆう人と様の演えん技ぎはだめだめですが～、桜さくら島じま並なみの大だい根こん役者が監かん督とくの手によって立りつ派ぱな名優へと変わるのを見るのも、また乙おつなものですよ～」

　にこにことそんなことを言う。そういう趣しゆ旨しじゃないだろ、これは。

「ん～、そだね。ま、それに大事なのはお姉ちゃんが登場してからだし……。それじゃ続きのシーンでいよいよ本命、お姉ちゃん役の葉は月づきさんの登場ね」

　美夏がぱちんと指を鳴ならすとともに部へ屋やのドアが開かれ、廊下で待たい機きしていた葉月さん（制服着用）がしずしずと中に入ってきた。葉月さん（制服着用）は寝起きのニワトリみたいな動きで顔を上げると、

「……裕人様、作さ業ぎようの進み具合の方はいかがですか？」

　ぼそりと無表情のままそうつぶやいた。

「……」

　いやキャラが完全に葉月さんのままなんだが……

「ほらおに～さん、そこで〝どうしたんだ春はる香か、こんな時間に？〟って言わなきゃ」

　美夏がメガホン越ごしにそんなことを言ってくる。どうやらそれはスルーするところらしい。……もういいけどな、何でも。

「……どうしたんだ春香、こんな時間に？」

「……裕人様が夜遅おそくまでがんばってらっしゃると聞いて、差し入れを持ってまいりました。よろしければ受け取ってもらえると──」

「差し入れ？」

「……はい。こちらになります。アンパン（税込み九十円）と牛乳（税込み百二十円）です。どうぞ」

　無表情でツブアンと今どき珍めずらしいビン入りの牛乳を手て渡わたしてくる。どうもこれがさっき言ってた経けい費ひ（税込み二百十円）のようだ。しょぼいな……

「サンキュー、助かる」

　礼を言って受け取ると、葉は月づきさんは僅わずかに目を伏ふせて、

「……いえ、裕ゆう人と様のお役に立てればそれはメイドとして無む上じようの幸福です」

「……」

　……メイドとか言っちゃってるが、いいのかこれは？

　チラリと美み夏かの方を見ると、全く気にした様よう子すはなく手に持った脚きやく本ほんのようなモノをぱらぱらとめくっていた。いいらしいな、どうやら。

「……それでは私はこれで」

　制服のスカートの裾すそを両手でちょんと摘つまんでぺこりと頭を下げた後（春香得とく意いの〝はにトラポーズ〟をマネしたものと推すい測そくされる）、葉月さんがくるりと踵きびすを返す。

「ああ、また明日な」

　それに対して手を振ふろうとして、

「ちょっと待った～！　かっとかっと～！」

　再ふたたび美夏の矢のようなクレームが飛んできた。今度は何だ？

「おに～さん、そこで黙だまって帰しちゃだめじゃん！　シチュエ～ションをよく考えてみようよ？　何のためにお姉ちゃんがわざわざ夜の学園にまで来たと思ってるの」

「何のためって、差し入れを届とどけるためだろ？」

　ていうかあれは春香じゃなくてもはや完全に葉月さん（制服着用）だと思うがな。

　すると美夏はぶんぶんと大きくツインテールを振って、

「ちがうちがう、全然ちがうよ～。差し入れなんてタテマエ、お姉ちゃんはおに～さんに会うために来たの。それなのに差し入れだけ受け取ってそれでばいばいなんて、ブロントサウルス並なみに気が利きかないのもいいところだよ～」

「もらうだけもらってぽい、はいけませんね～。空気が読めない男は産業廃はい棄き物ぶつか生ゴミですよ～？」

　にっこりメイドさんがにこにこ笑え顔がおのまま、研とぎ澄すまされた刃やいばのような言こと葉ばを口にする。

「とにかくやり直し。今度はちゃんとやってよ、おに～さん」

「あ、ああ」

　いや何で俺が責せめられてるんだ？　ひどく不ふ条じよう理りなものを感じつつも美夏の勢いきおいに負けてうなずく。こうなったらもうとことんまで付き合うしかあるまい。

「よろしい。んじゃ葉は月づきさん、あの妙みようなポーズのところから始めて」

「……分かりました」

　無口メイド長さんはこくりとうなずくと、

「……それでは私はこれで」

　先ほどの台詞せりふをリピートして、再ふたたびスカートの裾すそをちょんと摘つまんだ。

「はい、おに～さんはそこで引き止める！」

「あ、あー、良かったらいっしょに牛乳でも飲んでいかないか？　一人で飲むのには多すぎるんでな」

　とっさに口をついて出たのは我ながら頭の悪そうなことこの上ない誘さそい文もん句くだったが、

「……はい」

　だが葉月さんはそれに素直に答えると、俺の隣となりにちょこんと腰こしを下ろした。

　そのまま無言でじっと俺の顔を見つめてくる。

「あー、ええと……」

　その雛ひな鳥どりみたいな視し線せんの意味が分からずに戸と惑まどっていると、

「おに～さん、牛乳を半分飲んで！」

「は？」

「で、残りの半分をお姉ちゃんにあげるの。今言ったじゃん。いっしょに牛乳飲もうって。お姉ちゃんはそれを待ってるんだよ！」

「なっ……」

　ちょっと待て、何だその牛乳プレイは？

「ほら、腰こしに手を当てて一気にごきゅごきゅと！」

「春はる香か様はお待ちかねです～」

「……（じ～）」

　二つの有ゆう形けいのプレッシャーと一つの無む形けいのプレッシャーが三方向から迫せまってくる。う……これはもうやるしか、ない、のか……？

「ほらほら～、いっき、いっき♪」

「裕ゆう人と様～、男は有ゆう言げん実行ですよ～」

「…………（じ～）」

「……」

　……分かったよ、やればいいんだろ、やれば。

　何で半分なのにいっきなのかよく分からんが、もはややらずにすむような空気ではない。

　仕方なく十円玉みたいなカタチをしたフタを開けて半分ほど牛乳を飲み干し、残りを葉月さんに渡わたす。

「……どうぞ」

「……いただきます」

　透とう明めいな牛乳ビンを両手で受け取ると、葉は月づきさんはこくこくと静かに牛乳を飲み始めた。

「よ～し、じゃあここで最後の仕上げだよ、おに～さん！」

　美み夏かがメガホンを振ふり上あげて声を張はり上あげる。

　仕上げって、まだこれ以上何かやらせる気なのか？　正直今の牛乳プレイで俺の精神疲ひ労ろうゲージはマックスまで達してるんだが……

「牛乳を飲み終えたお姉ちゃんに向かってこう言うの。〝お、春はる香か。口元に牛乳が付いてるぞ〟って」

「いや付いてないんだが……」

　仔こヤギのように小口で飲んでいたため、葉月さんの唇くちびるはきれいな桜色のままである。本物の春香だっておそらく同じだろう。まあ春香がビン牛乳を飲む姿すがたってのもある意味想そう像ぞうつかんわけだが。

「も～、細こまかいな～。そんなのはど～でもいいの」

　美夏が口をへの字にした。

「実じつ際さいに付いてるか付いてないかなんて大した問題じゃないんだってば。これは今から最後の一いち撃げきを加えるための布ふ石せきに過すぎないんだから。はい、分かったら〝お、春香。口元に牛乳が付いてるぞ〟。りぴ～と・あふた～・み～」

「…………〝お、春香。口元に牛乳が付いてるぞ〟」

　もう何も考えずに心を無むにして聴ちよう覚かくから入ってきた言こと葉ばをそのまま台詞せりふに変へん換かんする。

「……どこにでしょうか？　分からないのですが」

　葉月さんがハンカチを取り出し口元を拭ぬぐう仕し草ぐさをした。

「はい、おに～さん、そこで間かん髪はついれずに決めの台詞！　〝そうか。だったら拭ぬぐってやるぞ。──俺の唇で〟」

「…………〝そうか。だったら拭ってやるぞ。──俺の唇で〟…………って、おい！」

　何を言わせやがるつもりだ！

　公おおやけの場で口にしたら間ま違ちがいなくその場でサツの御ご用ようになるだろうクライム風ふう味み溢あふれる台詞に美夏の顔を見ると、

「い～の。乃の木ぎ坂ざか家けには『牛乳を飲み終わった後、女子の口に付いた跡あとは殿との方がたがその自みずからの唇をもってきれいに拭ふき取とらなければならない♪』って家か訓くんがあるんだから」

「……」

　それ、絶ぜつ対たいにここ三日以内くらいに作られた家訓だろ……

「だいじょぶだって。おに～さんにならやられてもお姉ちゃんは嫌いやがらないよ。ほっぺに付いたご飯をぱくり、とかする仲だもん♪」

「うふふ、アレは何度見てもいいシーンですよね～」

　美み夏かと那な波なみさんがにこやかに笑い合い、

「というわけで、れっつご～！　ちゅっとやっちゃいなよ、ちゅっと」

「ちゅっちゅでも可かですよ～」

　妙みような擬ぎ音おんを駆く使ししてプレッシャーを与えてくるのに加え、

「……お願いします」

　葉は月づきさん本人までもが真ま面じ目めな顔でそんなことを言ってきた。

「ちょ、ん、んなこと言われても……」

　困こまる。かなり困る。

　どうしていいんだか分からずに混こん乱らんする俺の前で、さらに葉月さんは「……」と顔を上げてきた。

　目の前にあるのは葉月さんの白く小さな顔。

　メガネの向こうにあるその大きな瞳ひとみがすっと閉じられ、そのまま少しずつ近づいてくる。

「……」

　い、いや本当にやるのか？

　いくら実技指し導どうだからってこれはやりすぎだろ!?　だって唇で唇くちびるを拭き取るってのは、その、ストレートにアレするのよりも遥はるかにやばいわけであり、なんつーかある意味プレイの領りよう域いきというか新しい何かに開かい眼がんしちまいそうっていうか……
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　だがそうこう考えている内にも、どんどんと葉は月づきさんの顔が迫せまってくる。

　そしてその形のいい唇くちびるがあとピンポン玉一個分くらいの距きよ離りまで近づき──

「は～い、裕ゆうく～ん、こんばんわいん～♪」

「!?」

　いきなりガチャリと開かれたドアの向こうから、セクハラ音楽教師が顔を出した。

　すさまじく寒いオヤジギャグとともに現れたこの人は、おそらくいつものごとく晩メシをたかるためにサバンナのブチハイエナのごとくやって来たんだろう。それは別にいい。

「今日のおかずは何かな～？　おねいさんはアンキモの酒さか蒸むしとかが食べたいお年とし頃ごろ──って、あれ？」

　そこでようやく、俺の目の前で何かを求めるように顔を上げる葉月さん（制服着用）の存そん在ざいに気付いたみたいだった。

「……」

「……」

　しばしの沈ちん黙もく。そして、

「……だいじょうぶ。裕くんにどんな趣しゆ味みがあっても、おねいさんは見み放はなしたりしないから」

　ぐっと親指を立てて、すげぇいい笑え顔がおを見せてくる。

「ご、誤ご解かいだ！」

「いいのよ、おねいさんには隠かくさなくても。制服＆服ふく従じゆうプレイは年頃の男の子が一度は通る妄もう想そうの道だものね。何て言うの、青春の甘あま酸ずっぱい通過儀ぎ礼れいってやつかしら？」

「そ、そうじゃなくて……」

　何やら妙みように優やさしい目をしだしたセクハラ音楽教師に反論する。「は、葉月さんからも何か言ってやってください」

「…………はじめは優しくお願いします（ぽっ）」

「あ、なっ……」

　ま、またそういうややこしいことを……

「ああ、おねいさんの知らないところで、裕くんも大人への階段を三段抜かしくらいで駆かけ上のぼってたのね～。ちょっと寂さびしい気分……」

「だ、だからだな……」

「メイドちゃんとの禁きん断だんの恋……しかも制服プレイ……若いっていいわね……」

　完全に自分の世界に入った由ゆ香か里りさん。ダメだこりゃ……

　すっかりあっちの世界にトリップしちゃったこのセクハラ音楽教師の誤解（妄もう想そう）を解くのに、それから一時間ほどかかった。







　で、その後も何だかんだと美み夏かたちの指し導どうとやらが続き。

「うん、これくらいやっとけばだいじょぶかな」

「そうですね～、これならおっけ～だと思いますよ～」

「……ばっちりです」

　ようやく全てのカリキュラム（？）を終了したのが、夜も十時を回ったくらいだった。

「……やっと終わったか」

　思わず安あん堵どの息いきが口から漏もれちまった。

　実技指し導どうから始まって筆記試験や口頭試し問もん。

　俺が帰宅したのが七時過ぎだから、都つ合ごう三時間近くもこんなワケの分からん騒さわぎに付き合ってたことになる。いやヒマなんだな、俺も……

「それじゃおに～さん、時間も遅おそくなってきたし、そろそろわたしたちは帰るね。今日やったことを絶ぜつ対たいに忘わすれないためにも三回以上復習してからベッドに入るよ～に」

「……復習してください」

「あ、いちおう言っておきますと復習ですよ～？　復ふく讐しゆうでも福ふく州しゆうでもないですからね～」

「……」

　そんなことは分かってるよ。

　心身ともにとことん疲つかれきりもはや突っ込む気も起きない俺に、

「んじゃおに～さん、明日を楽しみにしててね♪」

「ぐっないです、裕ゆう人と様～」

「……良い夢を」

　最後になぜか三人で笑い合いながら、美夏たちは帰っていった。

　……いや。

　ほんとにあの三人、何がやりたかったんだろうね？







　　　　４




　そして翌よく日じつになった。

　十一月二十六日土曜日。

　いよいよ文化祭一日前ということで、教室内では本番に向けて最後の追おい込こみが軍隊アリの巣す作づくりのごとくクラス全員で一いち丸がんとなって行われていた。

「ちょっと、そっちのベニヤ板を押おさえててくれない？」

「だから、そのカボチャはそこに置いといたら危あぶないって。もっと安定のいいところに置かないと」

「ねえ、ティーポッドどこにいったかだれか知ってる？」

　クラスメイト達の声が飛とび交かう。

　さらには、

「うん、そうそうー。そこのソデのボタン部分は特に丁てい寧ねいに仕上げておいてねー。ポイントになるところだからー」

「あ、そのレシピ表はそこに貼はってあります。えと、そのティーコジーはそちら側がわの棚たなに入れておいてくださいです」

　家庭科室、理科室でそれぞれ作さ業ぎようをやっていた信のぶ長なが、春はる香かたちのグループも今日に至いたっては教室に合流し、教室の各所で様々な最後の詰つめ作業を行っていた。

　あちこちで行われる共同作業、それに伴ともない飛び交う声。

　クラスの一体感は、今や最さい高こう潮ちように達していた。

「うんうん、いいわ～。いかにも青春って感じね～。おねいさんもいっしょにこの中に入りたいくらい。きっと制服を着ちゃえば他の子たちと区別が付かないんじゃないかしら、きゃっ♪」

　アホな子の副担任はそんなさらに図ずう々ずうしいを飛び越えてほとんど鋼こう鉄てつ面めん皮ぴなことをぬけぬけと言いつつ、相変わらずイスに座すわってぐだぐだと見てるだけだった。まあ実じつ際さいこの人が作業に入ってきても役に立たないどころかむしろ余よ計けいなこと（セクハラとかセクハラとかセクハラとか）をして足を引ひっ張ぱることになるのは確かく実じつだろうから、大人しく座っていてくれるのが一番いいんだが。

　まあそんな楽しくも騒さわがしい作業時間が続き。

　そして、

「はい、お疲つかれさまー。これで全作業は終了でーす！」

　椎しい菜なの声が教室内に響ひびき渡わたる。

　クラスの皆の頑がん張ばりの甲か斐いあって、夕方の五時を迎える頃ころには全ての作業は無ぶ事じに終わりを迎えた。

「みんな、ほんとにごくろうさまっ」

　歓かん声せいと安あん堵どの声とに包つつまれるクラスメイトたちに向かって椎菜が言う。

「後は細こま々ごまとした雑ざつ用ようと簡かん単たんな片付けくらいしか残ってないから、あたしたちだけでだいじょうぶ。今日はゆっくり休んで、明日の本番をがんばろうねっ」

　それが解かい散さんの言こと葉ばとなった。

「じゃあね、椎菜ちゃん」

「あんまムリしちゃだめだよ？」

「椎菜ちゃん、お疲れさまー」

　クラスの皆が椎菜に声をかけながら、使用前→使用後みたいな何かをやり遂とげた満足げな顔とともにぱらぱらと教室を出て行く。

　そんな中、

「裕ゆう人とさん、お疲つかれさまです」

「お、春はる香か」

　帰かえり支じ度たくを終えた春香が、笑え顔がおでとてとてと駆かけ寄よってきた。

「いよいよ明日ですね、文化祭。少しどきどきしちゃってます」

　にこやかな笑えみを浮うかべてそう言ってくる。

「そうだな。やっとここまで来たって感じだ」

「長かったですよね。ここ一ヶ月くらいはずっと準じゆん備びでしたし……」

　春香は少し遠くを見るような目をして、

「でも〝こすぷれ喫きつ茶さ〟、とっても楽しみです。これだけみなさんでがんばったんですから、きっとうまくいきますよね」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「はい」

　そんなこんなで少し春香と話をする。

　今日の作業中の出で来き事ごとや明日の文化祭についての期き待たい。

　考えてみれば、こうして春香と三分以上まともに話すのはどれくらいぶりだろうな。何だかあの二人でアキハバラに行ったのがずっと昔のことにように感じられる。こういうのを何というんだっけか、ジャネーの法ほう則そく？　少し違ちがうような気もするな。

　ともあれしばらくの間はそんな感じで他た愛あいもない立ち話を続けていたのだが。

　やがて、

「あ、それでは私はそろそろお暇いとましますね。裕人さん、まだお仕事が残っているんですから、これ以上引き止めてしまってはご迷めい惑わくになってしまいます」

「ん、あー」

　名残なごりは惜おしいがそれはその通りだった。

　教室の後片付け自体は大したことはないが、それ以外に俺たちには実行委員会としての仕事が残っている。そっちはそれなりに時間がかかるものばかりだ。

「悪いな」

「いえ、そんなことないです。それよりお仕事、がんばってくださいね。影かげながら応おう援えんしていますから」

　ぺこりと頭を下げて、来た時と同じようにとてとてとした足取りで春香は教室を出て行った。

「──さて、それじゃあやるか」

　春香が応援してくれてることだし、頑がん張ばらなければなるまい。

　椎しい菜なの方も、クラスメイトとの会話を終えたのかこっちにやって来て、

「ん、そだね。まずは委員会の仕事から終わらせちゃおっか。たぶんあっちの方が時間かかるだろうし」

「ああ」

　うなずき返し、最後の仕事をすべく椎しい菜なとともに実行委員会準じゆん備び室しつへと向かった。







　実行委員の仕事（主にパシリ）を全て終えて教室に戻もどってくる頃ころには、辺あたりはもうすっかり真っ暗になっていた。

「案あん外がい時間かかったね。もうちょっとラクだと思ったんだけどなー」

　椎菜が苦く笑しようを浮うかべながら息いきを吐つく。

「ああ。でも後は片付けだけだ。さっさと終わらせちまおう」

「うん、りょうかいっ」

　暗くら闇やみの中、ほのかなランプの光だけが灯ともる教室で椎菜と二人片付けを開始する。

　すでに全ての作さ業ぎようが完了した教室の中は、すっかり魔ま法ほう工こう房ぼうを思わせる雰ふん囲い気きになっていた。

　辺あたりにかけられた暗あん幕まく。微かすかに光るランプ。様々な工く夫ふうを凝こらした置物。

　それらは一つ一つが互いを引き立て合って、見み慣なれた教室を非現実な幻げん想そう空間へと変へん貌ぼうさせている。

　うむ、自分のクラスながら、なかなかいいデキなんじゃないかと思うぞ、これは。

「うーん……」

　と、椎菜が何やら教室の隅すみを見ながらうなっているのに気付いた。

「？　どうした？」

　尋たずねると椎菜は少し難むずかしい顔をして、

「ん、ちょっとこの大おお釜がまの底そこがさ。なんか塗と装そうが剝はがれかかってるように見えて……」

「どこがだ？」

「うん、ここのところ」

　大釜の右底辺りを指差す。確たしかに言われてみれば少しばかり塗装が剝げているが、よく見なければ分からないようなレベルだ。

「これくらいならいいんじゃないか？　そんなに目立つもんでもないし」

「うーん、それはそうなんだけど。でもなんか気になるっていうか……」

　大釜を前にして椎菜はしばらく悩なやんでいたが、

「──よし、決めた。ちょっと直していくことにする」

　やがて大きくうなずいてそう言った。

「椎菜？」

「目立たないっていっても欠けつ陥かんは欠陥だもん。いちおうこの大釜はあたしが担たん当とうしたやつだし、それにこのまま放ほうって帰ったら余よ計けいに気になっちゃいそう。やっぱりここまでやったからには、できる限かぎりの最高のモノを作りたいしね」

　屈くつ託たくのない顔で明るく笑う。

　むう、このフレンドリー娘は本当にどんな時でも前向きでポジティブシンキングだな。ここまではっきりしていると見ていて気持ちいいものがあるね。

「あ、裕ゆう人とはもう帰って平気だよ。これはあたしの仕事だから、あたしが何とかするのがスジだもんね」

　そう言うと、椎しい菜なはくるりと大おお釜がまの方に向き直って、

「じゃね、明日もがんばろうね」

「あ、おい」

　にっこり笑って一人で塗と装そうの準じゆん備びを始めた。

「えーと、あそこを塗り直すにはこっちを下にして……」

　ペンキを塗るためにハケを片手に大釜を持ち上げようとしているが、重くてうまくバランスが取れないのかやり辛づらそうな顔をしている。そりゃあいくら元気でパワフルでエネルギッシュだからって椎菜も女の子だ。こんな五ご右衛え門もん風ぶ呂ろモドキみたいなもんを一人で持ち上げるのは難むずかしいだろう。

　なので。

「──ほら、ここを持ってればいいのか？」

「裕人？」

　後ろから大釜の底そこを支ささえたところ椎菜がすげぇ驚おどろいた顔で見上げてきた。

「……そんな近所の用水路でオオサンショウウオ（天然記念物）でも見たみたいに驚かなくてもいいだろ。俺が手伝ったらそこまでヘンか？」

「でも、帰っていいって言ったのに……」

　珍めずらしく控ひかえめな声で椎菜がそうつぶやいた。

「いいから遠慮するな。俺だっていちおう実行委員なんだし、それに──」

　こんなことを言うのは少しばかり恥はずかしいんだが、まあこの際さい仕方あるまい。

「それに？」

「──椎菜は友達だろ。友達が困こまってたら放っておけないのが普ふ通つうだ」

「裕人……」

　椎菜が瞬まばたきをしながら俺の目を見る。

「だから手伝わせてもらうぞ。椎菜のさっきの言こと葉ばじゃないが、このまま椎菜を放って帰ったら余計に気になっちまうからな」

「……」

　椎菜はしばらく黙だまったままじーっと俺の顔を見ていたが、

「裕ゆう人とって……いいやつだね」

　やがてにっこりと笑ってそう言った。

「そういえば最初に会った時も、乃の木ぎ坂ざかさんのために必ひつ死しに楽がく譜ふを探さがしてたんだよね。自分のことじゃないのにすごい一いつ所しよ懸けん命めいな顔で。それにあたしのせいで文化祭実行委員にされちゃった時も、イヤな顔ひとつせずに笑って引き受けてくれたし……。他人のために自分から何かできる人なんだ。──そういうの、すごくかっこいいと思うよ？」

「……からかうなって」

「え、からかってなんかないよ。本気だって」

　真ま面じ目めな顔で身を乗り出して言ってくる椎しい菜な。

「……」

　女子にそんなことを言われるのは初めてだったため、思わず顔が作りたての小龍包シヤオロンパオのごとく熱あつくなるのを感じた。うう、なんか恥はずかしいな……

　すると、

「あ、もしかして裕人、照てれてるの？　かわいー♪」

「なっ、そんなんじゃ……」

「ふふ、図ず星ぼしだー。顔が真っ赤だよ」

　ペットのハムスターをかわいがる親バカ飼かい主ぬしのように笑う椎菜。

　くっ、実じつ際さいこっ恥ぱずかしく思ってるのは確たしかなので強くは反論できねぇ……

「ほ、ほら、くだらないこと言ってないでいいから続きをやるぞ。早く終わらせないとマズイんだからな」

「はーい、りょうかいであります、教官♪」

　くすくすと笑いながら椎菜が嬉うれしそうに手を上げる。ったく、本当に分かってるのかね……

　純じゆん度ど百パーセントの葛かつ根こん湯とうでも飲まされたかのような苦にが々にがしい思いを感じつつ、大おお釜がまを持ち上げ直そうとして、

「……ん？」

　その時だった。

　グラリ。

　おそらくしっかりと固こ定ていしてなかったんだろうね。椎菜の真後ろに立てかけてあった巨大人じん面めん樹じゆ（ブサイク）のハリボテが大きく傾かたむくのが目に入ってきた。ハリボテはゆらゆらと前後に揺ゆれるとそのまま椎菜めがけてゆっくりと倒たおれかかってきて──

「椎菜！」

「え？」

　反はん射しや的てきに飛び出す。

　映画とかならここで華か麗れいな空中三回転半でも見せるところだろうが、あいにく俺のどこをどう贔ひい屓き目めに見ても標ひよう準じゆんの域いきを超こえない運動神しん経けいじゃそんなことは絶ぜつ望ぼう的てきに望むべくもない。俺にできたのは、目を丸くした椎しい菜なに覆おおいかぶさるようにして繁はん殖しよく期きのダンゴムシのごとくごろごろとブザマに床ゆかを転ころがるくらいだった。

「ちょ、ちょっと裕ゆう人と──きゃあっ」

　椎菜が悲ひ鳴めいを上げる。

　俺のダンゴムシ運動の甲か斐いもあって、幸さいわいなことにハリボテは椎菜から微び妙みように外はずれたところに倒たおれてくれた。

　ふう、やれやれ、何とかなったか……

　ひと息いき吐つきながら頭を起こすと──

「……」

「……」

　目の前僅わずか数センチの距きよ離りに、椎菜の顔があった。

「!?」

　おまけに気付けば身体はぴったりとほとんど密みつ着ちやく状じよう態たい。腕うでや足の先には椎菜の柔やわらかい感かん触しよくがダイレクトに伝わってきて……。さらに転がった勢いきおいでそうなったのか、スカートの端はしが僅かにめくれ上がって健康的な白いフトモモが顕あらわになっている。

「え、えーと……」

　さすがの椎菜も、これには頰ほおを少し赤くしながら顔を逸そらした。

「わ、悪い、これは、その……」

　慌あわてて事情を説明しようとすると椎菜は首を振ふって、

「あ、う、ううん、気にしないで。裕人は助けてくれたんだよね？」

「あ、ああ」

「だ、だいじょうぶ。それはちゃんと分かってるから。あ、あはっ、でもちょっとだけどきどきしちゃったり」

「そ、そうか」

「う、うん」

「……」

「……」

　そのまま、なんかヘンな沈ちん黙もくがシーンと辺あたりを覆おおう。

　やがて、

「あ、あのさ、裕人」

「ん、な、何だ？」

「わ、悪いんだけどこのままじゃちょっと恥はずかしい……かも。その、む、胸むねのところに体重がかかってるから」
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「え？　あ、ああ、スマン！　今どくから──」

　今の俺は、椎しい菜なの上に馬乗りになった、いわばエロマウントポジション状じよう態たい。

　よく考えてみりゃあ、万が一こんなところ（エロマウントポジション）をだれかに見られでもしたらどんな風に勘かん違ちがいされるかも分からん。ヘタをすりゃあ「夜の学園で突とつ然ぜんむらむらと湧わき上あがるビースティックな情動に支し配はいされた綾あや瀬せが天あま宮みやさんに襲おそい掛かかって、チョメチョメとかパヤパヤを……」なんてウワサを立てられてもおかしくな──

　ガシャーン！

「!?」

　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん背はい後ごから何かが割われる音が響ひびき渡わたった。

　静まり返った教室中に響くようなハデな音。

　振ふり返かえるとそこには──

「は、春はる香か……？」

「…………」

　教室の入り口で、呆ぼう然ぜんとした表情でこっちを見ている春香の姿すがたがあった。足下には割れた牛乳ビンとアンパン。流れ出した牛乳が床ゆかを白く染そめている。

「い、いやこれは……」

　〝何だってこんな時間にここに春香が？〟やら、〝何でビン牛乳にアンパン？〟やらいくつか疑問はあったが、それらはハッキリ言って大したことじゃない。

　問題は、今の俺たちの状じよう況きよう（エロマウントポジション）。

　傍はたから見れば犯はん罪ざいの匂においをプンプンと感じさせるあらゆる意味で危き険けんなこの体たい勢せいは、あらゆる意味で周しゆう囲いに誤ご解かいを招まねきまくって俺を破は滅めつに追おい込こみかねないスキャンダラス爆ばく弾だんである。

　──ど、どうする!?

　一いつ瞬しゆん頭の中がパニックになって何も考えられなくなる。


　１、事情を一から説明する。

　２、適てき当とうに誤ご魔ま化かす。

　３、バーリトゥードの練習をしてたと言う。



　出て来たのはそんな頭の悪そうな選せん択たく肢し。

　だが考えてみれば春はる香かはこういう方面のことに関して超が付くほど疎うといし、いつか初めて乃の木ぎ坂ざか邸ていに行った時の美み夏かとのやり取り（抱だき付つかれたり飛び付かれたりうんぬん）にもまったくもって反はん応のうを示さなかった。だからもしかしたら今回も案あん外がい大だい丈じよう夫ぶかもしれん──と混こん乱らんした思し考こうが比ひ較かく的てき楽らつ観かん的てきな答えに辿たどり着ついたところで、

「あ、え、あ、あの……」

　だが予よ想そう外がいというか、春香はか～っと顔を赤くして、

「そ、その……ご、ごめんなさいっ！」

「え、ちょ、春香？」

　くるりと踵きびすを返すと、ワニザメに襲おそわれた白ウサギのような勢いきおいで走り去って行ってしまった。え、何でだ？　どうして春香が逃にげて？　え？

「裕ゆう人と、早く追おわなきゃ！」

「え？　あ……」

　あまりに突とつ然ぜんのことで状況把は握あくができない俺に、椎しい菜なの声が飛んできた。

「ここはあたしが何とかしとくからっ。とにかく裕人は乃の木ぎ坂ざかさんを追いかけるの、早くっ！」

「追いかける……」

　そこでようやく少しだけ脳の血流が正せい常じように戻もどる。

　そ、そうだ、なんか事情はよく分からんが、春香が逃げたんなら追わんと！

「わ、分かった。スマン！」

　椎菜に礼を言い、俺は全速力で教室から飛び出した。







　で、俺が春香に追いついたのは、教室を出て廊下を通り階段を下りてさらにもう一度廊下を抜けて、昇しよう降こう口ぐちまで差さし掛かかったところだった。

　ここまで時間がかかったのは春香の足が速いのか俺の体力がなさすぎるのか、果はてしなく後こう者しやのような気もするが……ともあれ下げ駄た箱ばこのところで上半身をかがめながらわたわたのろのろと靴くつを履はき替かえていた春はる香かに急いで声をかける。

「春香！」

「え……」

　俺に気付くと春香は驚おどろいたように顔を上げ、

「あ、ゆ、裕ゆう人とさん……」

「春香、待ってくれ！　とにかく話を──」

　だが俺の言こと葉ばを待たずにあせあせと立ち上がり、

「し、失礼しますっ」

「ま、待て、話を聞いてくれ！」

　そのまま逃にげようとしたところで、

「──きゃあっ」

　昇しよう降こう口ぐちの段差に足をひっかけ、大きくバランスを崩くずした。

「──っ！」

　火事場のクソ力的なダッシュで床ゆかを蹴けって飛び出す。

「あっ……」

　俺にしてはほとんど奇き跡せき的てきな反はん射しや神しん経けいで、そのままひっくり返りそうになる春香を、すんでのところで片かた腕うでを摑つかむことで何とか助けることに成功した。

「ふう、危あぶなかったな。あと少しでコケるところだったぞ」

　ぺたりとその場に座すわり込こんでしまった春香に声をかける。

「……」

「大だい丈じよう夫ぶか？　どこかケガとかは……」

「…………」

　だが春香は、顔を横に向けたまま返事をしない。う、やっぱり怒おこってるのか？

「あー、さっきのは何ていうかな、アレは違ちがうんだ。その事故というか何というか……」

　その言葉にウソはない。さっきのアレ（エロマウントポジション）はまったくもって事故そのものである。それは神に誓ちかって確実だ。

「と、とにかく、あれだ。別にやましいことじゃなくてだな……」

「……」

　春香はしばらく黙だまっていたが、

「──は、はい、分かってます」

　微び妙みようにこちらから顔を背そむけたまま、繕つくろったような笑え顔がおでそう言った。

「き、きっと何か事情があったんですよね？　事情があってあんな風になった……。それは分かってるんです。ええ、それ……は、分かって……いて……」

「春はる香か？」

「……あ、あれ、どうして…………」

　横から僅わずかに見えた春香の瞳ひとみから、何か光るものが流れていた。

　月の光を反はん射しやして白く輝かがやく幾いく筋すじかのライン。

　これって、まさか……

　顔を覗のぞき込こもうとすると、春香ははっとしたように頭を振ふって、

「な、何でもないです。本当に何でもないですから。き、気にしないでください」

「いや、だけど──」

「し、失礼しますっ」

　そう言うと春香は立ち上がり、走り去っていってしまった。

　まるで何かから逃げるかのようなダッシュ。

　今度は追おいかけることができなかった。

「春香……」

　後に残ったのは、春香の腕の感かん触しよくだけ。

　月明かりに照てらされた春香の泣き笑いのような笑え顔がおだけだった。




　そして文化祭が始まる──
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　後こう悔かいってのは常つねに後から来る。

　後悔。

　英語で言うところのリグレット。

　まあ字自体が後あとで悔くやむと書いて「後悔」なんだからそれは当然っちゃあ当然のことなんだが、それでも改めてその当たり前のことを言げん及きゆうせずにいられない。

　いやこれは別に俺が謎なぞめいた宗教にハマっただとか妙みような哲学に目め覚ざめただとかましてや宇宙から怪あやしげな電波を受信してしまったとか、そんなわけではもちろんない。

　ただ単にその言こと葉ばの意味を考えさせられる局きよく面めんにぶつかっちまったってだけなのである。

　それは例たとえば春はる香かの気持ち。

　春香が心の奥で本当に感じていたこと。

　それらに対してもう少し俺が敏びん感かんだったなら、事じ態たいはあそこまでこじれずにすんだのかもしれない。もっと穏おん便びんなままで解決できたかもしれない。

　はたまたそれ以前に、あそこで春香を追おうことができていれば、きっと現状は全然違ちがったものになっていただろう。

　それは雨の後の竹林には大量のタケノコがニョキニョキと生えてくるってくらい確かく実じつだ。

　だが現実として俺は春香を追いかけることができずに。

　春香の気持ちを察さつすることができずに。

　そして現在に至いたっているのである。

　だからこその後悔。

　だからこそのこのワケノワカラン戯ざれ言ごとだった。




　まあ色々とぐだぐだと言ったが。

　要は、やるべき時にやるべき事をやっとかないと後で困こまるぞってことなんだがね。
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　十一月二十七日、日曜日。

　その日は、まるで磨みがき抜ぬかれたクリスタルガラスのように空が澄すみ渡わたる気持ちのいい秋晴れだった。

「おはよー、出し物の準じゆん備びはどう？」

「あ、ばっちりだよ。そっちのクラスは何やるんだっけ？」

「うちはオバケ屋や敷しきでねー……」

　廊下を歩いているとそんな楽しげな声が辺あたりから聞こえてくる。

『白はく鳳ほう祭さい』当日ということで、学園内は朝早くから多くの生徒たちで賑にぎわっていた。黙もく々もくと最後の作さ業ぎようをする者、妙みようなハイテンションに駆かられて「ひゃっほう！」などと奇き声せいを上げる者、気になるあの子に今日こそフォークダンスの申し込みをせんと挙きよ動どう不ふ審しんになる者。学園全体が良くも悪くも鮮あざやかに彩いろどられ、普ふ段だんはない活気に満みち溢あふれている。

　明るくエネルギッシュで、希望に満ちた空気。

「…………」

　だがそんな中にあって、教室へと向かう俺の足取りは税ぜい務む署しよへの強きよう制せい出しゆつ頭とうを命じられた脱だつ税ぜい者しやのごとく重かった。

　理り由ゆうは言うまでもない。昨日のアレである。

　椎しい菜なとのエロマウントポジションを春はる香かに見られ、そのまま脱だつ兎とのごとく逃にげられた一件。

　──春香、泣いてたよな……

　暗がりだったのではっきりそうだと確かく認にんしたわけじゃないが、春香の目から確たしかに光る何かがこぼれ落ちるのが見えた。俺のメガネがここ最近の寒かん暖だん差さで破は損そんしていたのでなければ、あれは涙なみだだった……はずだ。

　あんな春香を見るのは初めてだった。

　いつもぽわぽわとしていて温かな午後の陽ひだまりみたいな春香。

　その春香が、泣いた。

　趣しゆ味みについてのアクシデント以外の場面で、涙を流した。

　結けつ局きよく、何で春香が泣いたのかその理由までは分からなかったが、その原げん因いんが俺（正確に言えばエロマウントポジション）にあるだろうことは何となく想そう像ぞうがつく。

「…………」

　あの後教室に戻もどり椎菜にそのこと（春香に逃げられたこと）を話したところ、

『あちゃー、なんか誤ご解かいさせちゃったかなー……』

　と申し訳なさそうな顔で言っていた。

　誤解。

　やっぱそうなんだろうか？

　椎菜もそう言うってことは、やはりあのエロマウントポジションが春香に何らかの間ま違ちがった認にん識しきを与えちまったってのは間違いなさそうだ。ヤキモチを焼いてくれた……なんてのは自うぬ惚ぼれが過すぎるかもしれんが、少なくともびっくりさせちまったのは確実だろう。

「……」

　……まあ、考えてみりゃあそりゃあそうだよな。夜の教室に入るなりいきなりエロマウントポジションが目に飛び込んでくれば、だれだって驚おどろくに決まってる。驚かないのはたぶんうちのアホ姉とかその親友とかの天上天下唯ゆい我が独どく尊そんをひたすら己の身で体現しているようなやつらくらいだ。そしてもちろん、春はる香かはそんな人種とは地球と冥めい王おう星せいくらいにかけ離はなれた位い置ちにいる。

「…………」

　とにかく春香に会ったらまずは謝あやまろう。

　いや具体的には何をどういう風に謝ればいいんだかはよく分からんのだが、原げん因いんが俺にある以上それが道どう理りってもんだ。ちゃんと事情を話して精せい一いつ杯ぱい謝れば、きっと春香だって分かってくれるだろう、うむ。

　そうこうしている内に、教室の前へと辿たどり着ついた。

　いつもと違ちがい華はなやかに装そう飾しよくされた教室のドア。それが逆ぎやくに俺の精神にそこはかとないプレッシャーを与えてくる。う、胃いが微び妙みようにキリキリと痛いたむな……

　とはいえ、ここで出社拒きよ否ひ症しようの中間管かん理り職しよくみたいにうだうだしていても仕方がない。

「──よし」

　行くか。

　覚かく悟ごを決め、どこか不安な心しん境きようを吹き飛ばすように教室のドアを開くと──

「あ、おはようございます、裕ゆう人とさん」

「え……？」

　そこには、いきなり春香がいた。

　俺を見るなり、いつもの明るい笑え顔がおでにこにこと笑いかけてくる。

「いよいよ今日は文化祭本番ですね。がんばりましょう」

「あ、え……」

　意外というか何というか……その様よう子すはいつもと全然変わらなかった。いやそれどころか普ふ段だんよりも心なしか明るく、元気なようにすら見える。

「？　どうかしましたか？」

「い、いや……」

　不ふ思し議ぎそうにこちらを見上げてくる春香に曖あい昧まいに笑い返しつつ、心の中で俺は首を斜ななめ四十五度に捻ひねっていた。

　……これはどういうことなんだ？　何だって春香はこんなに明るいんだ？

　また昨日のように有う無むを言わせず逃にげられるとまでとはいかないまでも、少なくとももっと落ち込んでるんじゃないかと思ってたんだが……

　戸と惑まどう俺に、春香はさらに明るい口く調ちようで、

「だめですよ。せっかくの文化祭なんですから、もっと元気を出さないと」

「あ、ああ」

「はい、その意い気きです。がんばっていきましょうね」

　にっこりと笑う。その表情に、昨日見た憂うれいの影かげは欠片かけらも見当たらない。

「……」

　うーむ、これは実は気にしてたのは俺だけで、春はる香かは案あん外がいそんなに気にしてなかったってことなのか？　いまいち信じられんが、この春香の様よう子すから見るとそう考えるしかないような気がする。だったらわざわざ俺の口から蒸むし返かえすのもアレだしな……と、何となく謝あやまるタイミングを逃のがしてしまい戸と惑まどっていると。

「春香せんぱ～い、おはようございま～す！」

　いきなり教室の入り口の方から黄色いことこの上ない声が響ひびき渡わたった。

「ごきげんはいかがですか～？　わあ、今日もおキレイですね～」

「こういった幻げん想そう的てきな場所だと春香様の姿すがたが映はえますねぇ。ちょっとあなた、どいてくださいですぅ」

「…………邪じや魔ま」

「ぬおっ！」

　声の主たちは俺を生ゴミのように押おしのけると春香の周まわりにピラニアのように群むらがり、

「ねね、ところで春香せんぱいはミスコンに出るんですか？」

「もちろん出ますよねぇ？　何ていったって予よ備び審しん査さではぶっちぎりの一位なんですからぁ」

「…………春香様の姿が見たいです」

「あ、あの……」

　何の前まえ触ぶれもなく、そんなことを言い出した。

　突然の出現と要よう請せいに目をシロクロとさせる春香に向かって、ずんずんと切り込んでくる。

「ぜひぜひ出てくださいよ。私たち、断だん然ぜん応おう援えんしちゃいます！」

「私たちだけじゃなくて、他のみんなも春香様が出てくださるのを期き待たいしてますよぉ」

「…………お願いします」

「え、その……」

　いつもの取とり巻まきどもだった。

　会話の感じからして、どうも春香にミスコンに出てくれるよう迫せまってるみたいだな。

「いいじゃないですか～、どうしてもいやだってわけじゃないんですよね？」

「だったら私たちへのプレゼントだと思って出てくださいですぅ」

「…………お願いします」

「え、えと……」

　割と一方的なその申し出に、春香も最初は戸惑っていたようだったが、

「わ、分かりました。そこまでおっしゃるのでしたら……」

　取とり巻まきたちの熱意（摂せつ氏し三百度くらい）に圧おされたのか、目をぱちぱちとさせながらこくりとうなずいた。

「やった！　ありがとうございます春はる香かせんぱいっ！」

「おっきな花はな束たばを用意しておきますからぁ」

「…………感かん激げきです」

　取り巻きたちがきゃーきゃーと黄色い声を上げる。どうやら春香がミスコンに出場することが正式に決まったらしかった。

「へー、やっぱり乃の木ぎ坂ざかさんもミスコンに出るんだー」

　と、後ろからそんな声。

　振ふり向むくとそこには、右手に紙束を持った椎しい菜なの姿すがたがあった。

「椎菜……」

「や、おはよ、裕ゆう人と」

　椎菜は俺に向かって軽く手を上げて、

「でもそうだよねー。あれだけかわいいんだし人気もあるんだし、出ない方がおかしいかも。彼女が出ないでだれが出るのって感じかなー」

　うんうんとうなずく。

　つーか今、乃木坂さん『も』って言ったよな？

　椎菜の顔を見ると、

「あ、うん、あたしも出るんだよ。なんかさっきあの時の隠かくし撮どりの人が来て、エントリーされてるとか言われてさ。麻ま衣いも出るみたいだし、五月さつきとか由ゆ貴きとかも応おう援えんしてくれるっていうし、どうせだからやってみよっかなって」

「ほう……」

　まあ椎菜もかなりの美少女だしな。転校してきてまだ日が浅いとはいえ、エントリーされていても全然不ふ思し議ぎじゃない。

「よかったら裕人も見に来てよ。二時から体育館でって話だけど、確たしかそのヘンの時間は空あいてたよね？」

「ああ、そうだな」

　午後一時から三時までが俺の休きゆう憩けい時間である。春香も出るという話だし、これはどこぞのアホ姉を担たん保ぽに入れてでも見に行かなきゃなるまい。

「……そういえば乃木坂さん、昨日のことまだ気にしてた？」

　と、そこで椎菜が少し小さな声でそう尋たずねてきた。

「なんか、誤ご解かいしちゃったんでしょ。その、昨日のあたしたちを見て……。だからちょっと気になってて……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶみたいだ」

　今も取とり巻まきたちに囲かこまれて笑え顔がおを見せている春はる香か。

　どうもここまでの反はん応のうを総合すると春香は大して気にしてないと考えるのが妥だ当とうっぽい。まあそれが俺にとってはたしていいことなんだか悪いことなんだかはいまいち微び妙みようだが。

「え、そうなの？」

　椎しい菜なが意い外がいそうな顔をする。

「ああ、たぶん。話してる時もすっかりいつもの調ちよう子しだったしな」

「そっか。ふーん、そうなんだ……」

　何やら考え込み、ぽつりとつぶやく。「ということは、まだそんなに確かく定てい事じ項こうってわけじゃないのかな……」

「？」

「あ、ううん、こっちのこと。それより今日のローテーションのことなんだけど……」

「ん、なんか問題でもあるのか？」

「そういうわけじゃないんだけど、いちおう確かく認にんっていうかそんな感じかな。今時間だいじょうぶ？」

「ああ、いいぞ」

「よかった。ここの休きゆう憩けい時間のことなんだけど──」

「ふむふむ」

　で、しばらく椎菜と本日のスケジュールについて話していると、

「は～い、みんなおはよ～ぐると～♪」

　がらりとドアを開けて、朝っぱらから妙みようなテンションの副担任が教室に入ってきた。

「いい朝ね～。朝日がさんさんとまぶしくて、おねいさんの気分もむらむらうきうきよ～♪」

「……」

　まさか飲んでんじゃねえだろうな、この人。

「ほいほーい、とりあえずみんなそのままでいいから聞いて～。今から美人のおねいさんがセクシ～かつビュ～テホ～に連絡事項とかを説明するから～。ええとね～……」

　ハイテンションのまま説明をし始める。

　……まあ考えてみれば、この人はいつもこんな感じか。

　シラフとアルコールインの状じよう態たいの区別があんまり付かない、可哀かわいそうな音楽教師だった。







　　　　２




『それではこれより、第三十五回白はく鳳ほう祭さいを開かい催さいしたいと思います！』

　午前九時五十分。

　校内中に響ひびく大きなアナウンスと共に、校庭からはおそらく年間学内予算の十分の一くらいをかけてるだろうムダに豪ごう華かな花火が盛せい大だいにポンポンと上がった。

　それと同時に屋おく上じようからは『第三十五回白はく鳳ほう祭さい』と書かれたやたらとでかい垂たれ幕まく（達たつ筆ぴつ）が落とされ、校門前に設せつ置ちされていたゲートが開かい放ほうされる。

　生徒たちの歓かん声せいを受けて、とうとう文化祭が幕を開けた。

「さ、いよいよだね。何だかわくわくしてきちゃった」

　隣となりの椎しい菜なが子供みたいな表情で言った。

「もうやれるだけのことはやったし、後はお客さんが来るのを待つだけだよね」

「ああ、そうだな」

　教室内の準じゆん備びはすでに完了していて、色とりどりの衣い装しようを着たクラスメイトたちが辺あたりを歩いているのを見ることができた。『ドジっ娘こアキちゃん魔ま法ほう服ふくヴァージョン（by信のぶ長なが）』を着た朝あさ比ひ奈なさん。『プリンセスナオちゃんマジカルドッグヴァージョン』を着た『忠ちゆう犬けん』八やつ咲さきさん。その他ほとんどの女子も何かしらの衣装を着ている。椎菜も『ダメっ娘こメグちゃんデビルヴァージョン』とやらの衣装を着ていた。

　そして──

「わー、すごいです！　春はる香かさま」

「目がくらむばかりの美しさですよぉ！」

「…………素す敵てきです」

　何といっても圧あつ巻かんなのは、やはり春香だった。

　身に着けているのは、あの時の『ドジっ娘アキちゃんエンジェルヴァージョン』の衣装。

　取とり巻まきや親しん衛えい隊たいたちに囲まれて、少し困こまったように笑っているその姿すがたはまるでマンガの中から出て来た本物の天使のようで、見ているだけで心が浮うき立たつ春の小川のような気分になれる。かわいい……

　ちなみにこの衣装を着ているのはクラスでも春香一人である。他の衣装は何人かで重ちよう複ふくしているものもあるが、文字通り地上に舞まい降おりた天使を彷ほう彿ふつさせる清せい楚そかつ可か憐れんなこの衣装は『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にこそふさわしいということで、クラス全員の圧あつ倒とう的てきな賛成の下に春香のオンリーコスチュームとすることに決まったのだ。

「はー、乃の木ぎ坂ざかさん、かわいいなあ……。あたしが男の子だったら、ぎゅっと抱だきしめちゃいたい感じ……」

　隣では椎菜もそんな風に声を漏もらしている。同性から見てもやはりアレはかわいいらしい。

　できることなら俺も直接声をかけたいところだったが、あの防ぼう御ぎよ壁へき（取り巻き＆親衛隊＆一般クラスメイト）の中に自みずから突っ込んでいくことは、ほとんど猟りよう犬けんの群れにチワワが単独でケンカを売る行こう為い（即そく死し）を意味すると言ってもいい。晴れの文化祭をわざわざそんな血みどろなスタートで飾かざるのもイヤすぎる。
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　──ま、後で声をかければいいか。

　同じ店にいる以上、いくらでもチャンスくらいはあるだろう。それに前に約やく束そくしたフォークダンスもあることだしな。

　そう考え、今は遠とお目めで見るに留とどめ開店前の最後の仕事へと戻もどった。

　そして、いよいよ開店時間の午前十時がやってくる。

「いらっしゃいませー、何名様ですか？」

　クラスメイトのそんな声が響ひびき、『コスプレ喫きつ茶さマージナル・シンフォニー』は幕まくを開けた。

　第一号のお客は、若い男の二人組みだった。

「すみません、コレとコレをお願いします」

「はい、『魔ま法ほうのレインボウティー』と『魅み惑わくのクランベリークレープ』ですね」

　応おう対たいに出たのは椎しい菜なだった。悪あく魔まのシッポと羽根をふりふりさせながらにこやかな笑え顔がおで注文を受け、

「すみませーん、『魔法のレインボウティー』と『魅惑のクランベリークレープ』ひとつずつ入りまーす！」

「りょうかい、『魔法のレインボウティー』と『魅惑のクランベリークレープ』ひとつずつね」

「うん、お願いっ」

　調理担たん当とうのクラスメイトにそう告つげこっちに戻もどってくると、

「ふふ、なんかこういうのっていいね。ほんとにみんなでお店をやってるって感じで」

　嬉うれしそうに笑ってそう言った。

　ふむ、確たしかにその通りだな。普ふ通つうにただ出し物をやるよりも、皆で声を掛かけ合あったりする分だけ一いつ体たい感かんがあるというか。

「さ、この調ちよう子しでどんどんがんばってこー！」

　椎しい菜なが元気に声を上げる。

　こうして『コスプレ喫きつ茶さ』は本格的に稼か動どうを始めた。

　客足は出だしにしてはまずまずといったところだったが、それでもまだ盛せい況きようというほどではなかった。

　やはり『コスプレ』喫茶というある意味イロモノな部分が足を引ひっ張ぱっているのか、最大で三十人ほど座ることができる客席は、平均して半分ほどしか埋うまっていない。回かい転てん率りつもそう高くはなく、ウェイトレス役の女子も少しヒマそうにしている。これはもう少し外に出て呼よび込こみでもやってきた方がいいかもしれんな……などと考えていると、

「ふふー、そろそろかなー」

「信のぶ長なが？」

　ウェイター姿すがたの幼おさな馴な染じみ（隣となりのクラス）が、時計を見ながら言った。

「情報伝でん達たつの速度と休日の朝の出足の遅おそさとを総合するとー…………うん、もう間もなくだねー。これから忙いそがしくなるよー」

「……どういうことだ？」

　頼たのむからちゃんと他人に分かるように説明してくれ。

「んー、あのね、ココのことを色々とネットとかにも情報を流しておいたんだー。高レベルのコスが集まってて、メガネっ娘こもイヌ耳ドジっ娘もお嬢じよう様もなんでも完かん備びのお店があるってね。さらにはサクラも何人か仕込んでおいたし、これで人が集まらなきゃウソってもんだよー」

「……」

　にっこりと笑え顔がおでそんなことを言う。相変わらずこいつは色々とやってんだな……

　で、信長のその言こと葉ば通り、開店一時間後くらいを境さかいに一気に客が増ふえ始はじめた。

「す、すみません、ここで『はにトラ』のコスプレをやってるって聞いたんですが……」

「かわいいですね。写真撮さつ影えいは可なんですか？」

「そ、それって『ダメっ娘メグちゃんデビルヴァージョン』だよね？」

　なんてのは当然として、

「あ、ねえねえ、ここの紅こう茶ちやおいしいんだって。ちょっと飲んでってみようよ」

「すみません。ここでヴィクトリアケーキを食べられるって聞いたんですけど……」

「レシピとかって、売ってないんですか？」

　などという客も増えていたのは喜ぶべきことだろう。

　紅茶系及びスイーツの類たぐいは春はる香かが本格的に調理指し導どうをしてるため、実じつ際さいのところかなり美お味いしい。普ふ通つうに専門店などで商品として出しても売れるレベルじゃないかってくらいである。それがじわじわとだが、評ひよう価かされ始めたみたいだ。

　とはいってもやはりここは『コスプレ喫きつ茶さ』。

　メインとなるのは、衣い装しよう及びそれを着ている人間の方だった。

　人気としては主に朝あさ比ひ奈なさん、八やつ咲さきさん、水みず谷たにさん、椎しい菜な辺あたりが高かったが、その中でも春香への注目っぷりはすごかった。

「すげぇ、かわいい……」

「すてきだよね、本物の天使って感じ……」

「私もあんなの着てみたいな」

　客席からは春香に注文を求める声がひっきりなしに響ひびいていた。今も男五人の団体客に呼よばれて一いつ生しよう懸けん命めいに注文を取っている。まああれだけかわいい上に衣装もこの上ないくらいにぴったりハマってるから、それも仕方ないっちゃ仕方ないんだが。

「──ん？」

　と、そこで違い和わ感かんを覚おぼえた。なんか春香の笑え顔がおがいつもとは違ちがうような……。いや特にどこが何ってわけじゃないんだけどな。

「……気のせいか？」

　もう一度見てみると、そこにはいつも通りの春香の笑顔があった。

　ふむ、やっぱり気のせいか。まあ何となく一いつ瞬しゆんそう見えたってだけで、特に根こん拠きよがあったってわけでもないんだがな。

「すみませーん、『恋のドジっ娘こ媚び薬やくスープ』ひとつ入りまーす」

「あ、おう」

　ウェイトレス役の女子から注文を受けて、我に返る。

　ま、今は仕事だ、仕事。







「──ふう」

　昼を少し回る頃ころになって、ようやく客の入りも一ひと段だん落らくしてきた。時間帯から考えて、おそらくちゃんとした昼食を取るために本格的な屋や台たいやらそっちの方に行ってるんだろう。この間に少しだけ休もうとパーティションで仕切られた奥の店員スペースで一ひと息いきついていると、

「ん？」

　何やら店の方が騒さわがしいことに気付いた。パーティションの陰かげにクラスメイトたち数人が集まって客席の方を見ている。むう、何かトラブルでもあったのか？

　気になって行ってみると、

「……お、おい、ヤクザが来てるぞ」

「あ、あれって、やっぱりそうよね？」

「見るからにそれしかないだろ……」

　そんなことを言い合ってるのが聞こえてきた。

「しかもなんかツインテールのかわいい女の子とキレイなメイドさんを連つれてるし……今どきのヤクザってそういう趣しゆ味みなの？」

「着物姿すがたの美人な女の人までいるしな。情じよう婦ふか？　あれ、でもあの人どっかで見たことがあるような……」

「き、気のせいだろ？　それともヤクザに知り合いでもいるのかよ？」

　不安そうに顔を見合わせる。

「と、とにかく、だれか注文取ってきなよ。ほら、こっち睨にらんでるし……」

「げ、ほんとだ。お前行けよ」

「イ、イヤだって。喫きつ茶さ店てんにもかかわらずラーメンとか注文して、『この店は客の注文を聞けんのかぁ？　東京湾に沈しずめたるぞ！』とか言って因いん縁ねんつけてきそうじゃん！」

　互いに注文役（生いけ贄にえ）を押おし付つけ合あうクラスメイトたち。

「……」

　……いや。

　なんつーか、その人物構こう成せいで一つだけ思い当たる家族があるんだが。

　ある予よ感かん（というかほとんど確かく信しん）とともに席の方を覗のぞいてみると、

「…………」

　そこには、話題の渦か中ちゆうにあるヤクザ顔の人物を中心として、乃の木ぎ坂ざか家けご一いつ行こう様（無口メイド長さん、にっこりメイドさん付き）の姿があった。はあ……やっぱりな。まあアレをその筋すじの人だと勘かん違ちがいする気持ちは分からんでもないんだが……

　いまだ言い合いをしているクラスメイトたちに、俺は言った。

「……俺が行く」

「え？」

「皆は仕事に戻もどっててくれ。大だい丈じよう夫ぶだから」

「お、おい、綾あや瀬せ？」

「まさかお前、一人で行く気か？　やめとけって、殺されるぞ！」

「うちのクラスから死人が出たら色々問題になるだろ！」

　蒼そう白はくな顔で止めてくるクラスメイトたちの横を抜け、教室中央にある席へと向かう。

「……いらっしゃいませ」

　少しばかり心臓の鼓こ動どうを早くさせながら声をかけると、

「むう、遅おそいぞ！　ここに入ってから何分経たつと思っている。こういった店ではスピードこそが命だろう。それを──ぬ、お前は」

　春はる香か父ちちがギロリと顔を上げる。その眼がん光こうの超合金ブレードみたいな鋭するどさに、自じ律りつ神しん経けいが反はん応のうして思わず足が勝手に二歩ほど後ずさっちまう。

「お、お久しぶりです……」

　俺の姿すがたを確かく認にんすると春香父はハマキをくわえながらうなずいて、

「……ふん、そうか、お前が店長をやっているのか。なるほど、道どう理りで締しまらんわけだ。これは一度経営学というものを骨ほねの髄ずいまで叩たたき込こんでやらねばなるまいな」

「え？」

「今度私の書しよ斎さいまで来るがよい。直じき々じきに教えてやろう」

「は、はあ……」

　とりあえず適てき当とうにうなずいておく。

　にしてもほんとに怖こえぇな、この人は。何度か会ったことがある俺でさえこれなんだから、初しよ見けんなクラスメイトたちからすればほとんどホラーモンスター級だろう。恐きよう怖ふにおののくのもムリはないかもしれん。

　改めて春香父のテリブルっぷりを再さい確かく認にんしていると、

「あらあら、こんにちは、裕ゆう人とさん」

「あ、おに～さん。やっほ～♪」

「……先日はお世せ話わになりました」

「こんにちはです～」

　続いて秋あき穂ほさんたちが一いつ斉せいに声をかけてきた。心が安らぐ癒いやしの声。そこにいるだけで周しゆう囲いにムダな緊きん張ちようとプレッシャーを与える春香父と並ならぶと天国と地じ獄ごく、高たか天まが原はらと黄泉よもつ平ひら坂さかもいいところである。

「わ～、おに～さん、そのカッコ似に合あってるね～」

　俺のウェイター服を指差して美み夏かが声を上げた。

「ん、そうか？」

「うん、かっこい～よ。特にそのチョッキとか、まるで本物の雇やとわれ店長さんみたい」

「ええ～、天てん性せいの雇われ体質といった感じです～」

「……ジャストフィット」

「……」

　また微び妙みような褒ほめ方かただな。本人たちは純じゆん粋すいに褒めてるつもりなんだろうが……

「ん、そういえばおに～さんだけ？　お姉ちゃんは？」

　きょろきょろとカラーヒヨコみたいに教室内を見回して美夏が言った。

「ああ、春香は今休きゆう憩けい中ちゆうだ。外に出てる」

「え、そなの？」

「ああ」

　少し前から春はる香かや椎しい菜ななどの主要メンバーの一部は休きゆう憩けい中ちゆうである。午前中はずっと働はたらき詰づめだったため、せめて客の少ないこの時間に気分転てん換かんをして少しでも英えい気きを養やしなってもらおうという意い図とだった。

「う～ん残ざん念ねん、お姉ちゃんが〝こすぷれ〟してる姿すがたも見たかったんだけどな～。──あ、そだ。お姉ちゃんと言えばおに～さん、昨日はどうだった？」

「え？」

　俺の耳元に顔を寄せて、

「ふっふっふ、さっそく実技指し導どうの成せい果かが出たんじゃない？　お姉ちゃん、うきうきで牛乳とアンパンを持って行ったでしょ？　このこの～」

　明るくそんなことを言う美み夏か。もしかして、昨日のこと（エロマウントポジション→涙なみだ→春香逃とう走そう）を聞いてないのか？

「うんうん、牛乳はポイント高いもんね。何てったってそこにはもれなくお姉ちゃんの唇くちびるをちゅっちゅできるっていう特典付きで～……」

「く、唇だと!?」

　とそこで、美夏の発したＮＧワードに春香父が激はげしく反はん応のうした。

「は、はは春香の唇に何をするというのだ、き、ききき貴き様さま……」

「え、い、いやその……」

　俺に文もん句くを言われても困こまるんだが……

「こ、この変へん態たいが！　やはりあの時に粛しゆく清せいをしておけば……」

　立ち上がり懐ふところから『死し屍し累るい々るい』を抜ぬき放はなとうとしてくる春香父に、

「まあまあ、落ち着いてくださいな、あなた。ここは学校の中ですよ？　みなさんびっくりしてらっしゃいますし」

「ええい、これが落ち着いて──」

「あ・な・た」

　笑え顔がおの秋あき穂ほさんの背はい後ごから、一いつ瞬しゆんだけ肌はだを切るようなひゃっこいオーラが立たち昇のぼる。「いいから落ち着いてくださいと、そう申し上げているのですが？」

「う……」

　それを見た春香父は、敏びん腕わん調ちよう教きよう師しに睨にらまれたライオンのようにたちどころに大人しくなった。

「分かってくださいましたか？」

「う、うむ……」

　コクコクとうなずく。

「ごめんなさいね。この人にはちゃんと言い聞かせておきますから」

　春香父の背せ中なかをぽんぽんとたたきながら秋穂さんがにっこり笑う。乃の木ぎ坂ざか家け無む敵てきの最終兵器は、相変わらず無む敵てきなことこの上なかった。

「ね、ところでおに～さん、今からヒマ？」

　父親の権力失しつ墜ついがまさに行われたその横で、美み夏かがそう訊きいてきた。

「ん、そうだな。いちおうあと十分もすれば休きゆう憩けいだ。ヒマといえばヒマだが……」

「ほんと？　だったら、学園の中を案内してくれない？　校舎の中まで入るのってまだ二回目だから、地図を見てもどこに何があるのかよく分からなくってさ～」

「ふむ……」

　美夏の言こと葉ばに今後の予定を考える。

　まだミスコンが始まるまでには時間があるし、春はる香かとも休憩時間がかみ合わない。特に目的もなく野の良ら犬いぬのように一人寂さびしく校内をブラブラとするくらいなら、このツインテール娘たちといっしょの方が遥はるかに楽しいだろう。

「分かった。じゃあ行くか」

「わ～い、さすがおに～さん。だから好き♪」

　ぱ～っと顔を輝かがやかせて、美夏がその場で飛とび跳はねて喜んだ。

「あ、でしたら私たちもお供させてもらいますよ～」

「……もらいます」

　那な波なみさんと葉は月づきさんが音もなくイスから立ち上がる。

　だが春香父と秋あき穂ほさんはその場から動こうとしなかった。

「あー、ええと……」

　これは何か新あら手てのイヤガラセかあるいは逆ぎやく放ほう置ちプレイかなんかなんだろうかと春香父の顔を見ると、

「ふん、行くならお前たちだけで行くがいい。私はこういうお祭り騒さわぎはあまり好かん。ゆえにここで秋穂と二人で、ゆっくりと腰こしをすえて春香が指し導どうしたという紅茶でも飲んでおる」

「……」

　それ、確かく実じつに営業妨ぼう害がい（威い力りよく業ぎよう務む妨害）だと思うがな……

「ということですから、私たちに構かまわずに裕ゆう人とさんたちは楽しんできてくださいな」

「はあ……」

　ともあれまあ、そういうことなら素直に従したがっておくことにしよう。秋穂さんはともかく、この外見も中身もヤクザ風味の春香父といっしょに校内を練ねり歩あるくなんてことになったら、色んな意味で片時も気が休まらんのは確たしかだからな。

「じゃ、行ってきますんで」

　軽く会え釈しやくをして教室を出ようとしたところで、

「あ、裕人さん」

「はい？」

　秋あき穂ほさんは俺を呼よび止とめ、

「美み夏かのことをよろしくお願いしますね。裕ゆう人とさんなら、きっと素す敵てきにエスコートをしてくれると信じていますから」

　何やら楽しげにそうにっこりと笑ったのだった。
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　というわけで、美夏たち（葉は月づきさん、那な波なみさん付き）と共に文化祭を回ることとなった。

「ん～、なんかいろんなのがあるね～」

　美夏が楽しそうに視し線せんを躍おどらせる。

『白はく鳳ほう祭さい』真まっ只ただ中なかということで校内の様よう子すは普ふ段だんとは様さま変がわりし、いかにもお祭りやってますといった賑にぎやかな雰ふん囲い気きをかもし出していた。壁かべに貼はられまくった色とりどりのポスター、秋の虫（コオロギとか）のように響ひびき合あう呼よび込こみの声。飲食系の出し物をやっているクラスも多いのか、あちこちからヤキソバやらヤキトリやらの食欲をそそる匂においも流れてくる。

「わ～、すごい。おに～さん、あれなに？」

「ん、あれはヤキトリ屋だな。『コカトリスの憂ゆう鬱うつ』」

「ね、あっちのあれは？　『白アフロの奇き跡せき』とか書いてあるけど」

「あー、あれはワタガシだろ、おそらく」

　そんな具合に、美夏の質問に受け答えしながら、廊下を歩いていく。

　と、その途と中ちゆうで、

「あ、そこを行くメイドさんを連つれた人ー」

　白い着物姿すがたの女子生徒に呼び止められた。

「どうです、ちょっと寄っていきませんかー？　うちのクラスの出し物は面おも白しろいですよ」

「出し物？」

　って何のだ？

「ふふ、中身は実じつ際さいに現場に着くまで秘ひ密みつでーす。でも面白さは保ほ証しようしますよ。特にそっちのかわいいカノジョなんかを連れていくにはぴったりだったりしますー」

「え、わたし？」

「はいー」

　何やら意味ありげに俺と美夏を見比べながら言う。

「う～ん、そっかそっか。どこかのアイドルと見み紛まごうばかりにかわいらしくてぷりてぃ～できゅ～とな女の子とまで言われたら、行かないわけにはいかないよね～」

「……」

　そこまで言ってねえだろ。

　何とも都つ合ごうのいい耳をお持ちなお嬢じよう様である。

「で、どうです？　今なら色々とサービスしちゃいますよ？」

「ね、行ってみよ～よ、おに～さん」

　美み夏かがくいくいと腕うでを引ひっ張ぱってくる。

「そうだな……」

　まあ他に特に行きたいところがあるわけでもなし、美夏が行きたいようなら構かまわないだろう。

　俺がうなずくと、

「わ～い、じゃ決まりね」

「でしたらこちらにどうぞー」

　女子生徒が嬉うれしそうに笑う。

　で、連つれて行かれた先は、

『絶ぜつ対たい号ごう泣きゆう・阿あ鼻び叫きよう喚かん恐きよう怖ふの館やかた（血文字）』

　とやらだった。

「これは……オバケ屋や敷しきか？」

「はいー。うらめしやー、です」

　女子が両手を下に垂たらしながら答える。なるほど、てことはこの人が着てるのは白しろ装しよう束ぞくってわけか。本人のテンションがやたらと明るめだったから気付かなかったが、よく見てみれば頭に逆ぎやく三さん角かくの布みたいなもんも付いてるしな。

「じゃあまあとりあえず入ってみるか──ん？」

「……」

「どうした、美夏？」

「え、な、なに？」

「なんか顔色が悪いように見えるが……」

　予防接せつ種しゆ前のヨークシャーテリア（一歳）みたいな顔だ。

　すると美夏はぶんぶんと首を振ふって、

「そ、そんなことないよ。ほら行こ、おに～さん。葉は月づきさんと那な波なみさんも」

「お……」

「…………」

「あらあら～」

　三人分の腕を一気に摑つかんで『絶対号泣・阿鼻叫喚恐怖の館』に入ろうとしたのだが、

「あ、すみません。いちおう一度に入はいれる定員は二人ということになっていますので、二人ずつに分かれもらえますかー？」

　幽ゆう霊れい姿すがたの女子にそう止められた。どうやら人数制限があるらしい。

「二人ずつか……どうする？」

　美み夏かたちを見回して訊きいてみると、

「わ、わたしは別にだれとでもいいけど」

「そうですね～、それじゃあせっかくですから裕ゆう人と様と美夏様で行かれたらどうですか～？　私たちは後から行きますので～」

「……お先にどうぞ」

　とのことらしい。まあ無ぶ難なんな組み合わせか。

「じゃあ行くか、美夏」

「う、うん」

「はーい、二名様ご案内でーす。いってらっしゃいませー」

　オバケ屋や敷しきには不ふ釣つり合あいと思えるほどの明るい案内声を受けて、俺は美夏とともに巨大骸がい骨こつの口を模もしてある『絶ぜつ対たい号ごう泣きゆう・阿あ鼻び叫きよう喚かん恐きよう怖ふの館やかた』の入り口をくぐった。







　教室の中は、オバケ屋敷と言うだけあって真っ暗だった。

「ほう……」

　けっこう本格的だな。

　薄うす暗ぐらいという視し覚かく効こう果かも手て伝つだって、文化祭の出し物とは思えんほどになかなか迫はく力りよくがある。デパートの特設フロアとかに夏か季き限げん定ていで開かい催さいされるオバケ屋敷とタメを張はれるくらいのレベルかもしれん。

「おお、あそこの生首とかよくできてるぞ」

「……」

「あっちの人体模も型けいもリアルだな……って、あれはホンモノか？」

「……」

「そこに転ころがってるゾンビも顔の蒼あお白じろさとかがよく表現されてて面おも白しろいな」

「……」

　って、なんかさっきからやけに美夏が静かだな。こういう場所では、このツインテール娘は人一倍はしゃいでじゃれついてきそうな気がするんだが。

　とそこで、きゅっと手の先に何かがくっついてくる感かん触しよくがした。

「？」

　何だ、オバケ屋敷定てい番ばんのコンニャクか何かか？　と思って見てみると、

「…………う、うう～……」

　美夏だった。

　何やら目元をへの字に下げてうなりながら、握あく力りよくでも測はからんかのごとき勢いきおいできつく俺の手を握にぎっている。どうしたんだ、お腹なかでも痛いたいのか？

「……美み夏か？」

「あ、ち、違ちがうんだよ？　こ、これはさ～」

　俺の視し線せんに気付くとあせあせと首を振ふって、

「え、え～と、わたしは別にこんなの怖こわくないんだよ？　うん、それはもう全然。お、お姉ちゃんじゃないんだし。でもほら、やっぱりおに～さんはこんな真っ暗な中じゃ心細いでしょ？　だ、だからかわいい美夏ちゃんが手を繫つないであげようと思って」

「……」

「ほ、ほんとだからね？」

「……」

　そうか、怖いのか……

　まあ普ふ段だんが普段なのでつい忘わすれがちになるが、考えてみればこのツインテール娘もまだまだ十四歳の中学生なんだよな。オバケが怖いなんて、こういうところは実に歳とし相そう応おうである。

「分かった分かった。じゃあこのまま行くぞ」

「う、うん。しっかり摑つかまってていいからね。は、離はなしちゃだめだよ？」

「はいはい」

　で、そんな抱だっこちゃん状じよう態たいで進んでいく。

　出口までの道のりは案あん外がい長く、途と中ちゆうでごっついキバを生はやした狼おおかみ男おとこやら血ち塗まみれの口くち裂さけ女やらが大量に出て来て、その度たびに「きゃう！」だの「はうん！」だのの妙みような叫さけび声が隣となりから上がり、それに比ひ例れいして段だん々だんとくっついてる面積が広がってきてたんだが、それについては黙だまっとくことにしよう。

「はぁ……はぁ……」

　ようやく出口に差さし掛かかった頃ころには、抱きつくというよりもほとんど全身でしがみつくような体たい勢せいになっていた。

「や、やっと終わったよ～……」

　出口にかかっている暗あん幕まくをくぐりながら、涙なみだ目めになって美夏が言う。「うう～、夜に届とどく新聞とか読んでないのに、寿じゆ命みようが三百日くらい縮ちぢむかと思った……」

　ほとんど倒たおれそうな様よう子すである。

　そんな俺たちの姿すがたを見て、呼よび込こみをやってた幽ゆう霊れい姿の女子がにっこりと一言。

「ほら、かわいい子を連つれていくにはぴったりだったですよねー？　役やく得とくってやつですか？」

「……」

　なるほど。それはそういう意味だったのか。深いな……

　とその時、背はい後ごから「ぎゃー!!」と耳をつんざくような男の叫び声が聞こえてきた。

　まるで巨大なツメを持った殺さつ人じん鬼きにでもリアル遭そう遇ぐうしたかのような恐きよう怖ふのにじみ出た絶ぜつ叫きよう。

　続いて、

「で、ででで……でた……」

　教室の中から先ほど見た狼おおかみ男おとこが転ころがるように飛び出してくると、明後日あさつての方向へと逃にげていった。

「な、なに？　なにが起こったの、おに～さん？」

　不安そうな顔で、即そく座ざに美み夏かが跳とび付ついてくる。

「分からん……まさか本当に出たんじゃあるまいな」

「で、出たって、もしかして……」

「ああ」

　こういう幽ゆう霊れいだとか妖よう怪かいだとかを扱あつかっている場所には本物の霊れいとかそういう類たぐいのモノが集まって来やすいと、なんかの本で読んだような覚えがある。そういった念ねんに集まってくるとか何とか。映画とかでも、ホラーを撮とる前には必かならずお祓はらいを済すませるらしいし。

「ちょ、ちょっと～、こ、怖こわいこと言わないでよ～……」

　俺の身体に力いっぱいしがみついたまま、美夏がほとんど泣きそうな顔で首を振ふった。

「待て、何か来る」

「え？」

　出口にかかっている暗あん幕まくがごそごそと動く。

　周しゆう囲いの視し線せんが集まる中、その向こうからゆっくりと出て来たのは──

「あらあら～、みなさんどうしたのですか～」

「……そんなに見つめられると（ぽっ）」

　──にっこりメイドさんと無口メイド長さんだった。

　なぜか二人とも得え物もの（？）である巨大ハンマーと木目模も様ようのチェーンソーを手に持っている。

「何やらシリアスなお顔をしてらっしゃいますけど、何かあったのですか～？」

「何かって、今、中から人が逃にげて……」

　そう告つげると那な波なみさんはゆるりと首をかたむけて、

「え～と、人って、もしかして狼男さんのことですか～？　あのセイウチみたいなキバをした～」

「那波さん、何か知ってるんですか？」

「う～ん、私たちはただ補ほ修しゆう作さ業ぎようを行っていただけなのですが～」

　そんな言こと葉ばが返ってきた。

「補修作業？」

「はい～。実は歩いている途と中ちゆうでたまたまセットの建たて付つけが悪いところを発見してしまいまして～。そのままでは危あぶなそうだったので直してさしあげようかと思い作業をしていたのですが、何やらそこを通りかかった狼男さんが私たちの姿すがたを見た途と端たん、大だい絶ぜつ叫きようを上げてどこかへ行ってしまわれまして～」

「……」

「何をそんなに慌あわてていたのですかね～？」

　原げん因いん判はん明めい。

　なんつーかまさに、〝幽ゆう霊れいの正体見たりメイドさん〟である。

「……もしかして、お節せつ介かいでしたでしょうか？」

　葉は月づきさんがぼそりとつぶやく。「……私たちとしては良かれと思ってやったことなのですが…………」

「いやお節介とかそういうことじゃなくてですね……」

　そりゃああの暗くら闇やみの中で、見知らぬメイドさんたちがチェーンソーと巨大ハンマーを持ってトンカントンカンチュインチュインチュインと共同作さ業ぎようをしてたら怖こわいだろ。『恐きよう怖ふ、文化祭のオバケ屋や敷しきでハンマーとチェーンソーを振ふり回まわすメイドさん！』とかの都市伝説になりそうだ。

「……わたし、ちょっとだけあの狼おおかみ男おとこさんに同情したくなってきたかも」

「……同感だ」

　美み夏かと二人で、そううなずき合ったのだった。







「さ～、それじゃ次行こ、次！」

　オバケ屋敷から十メートルほど離はなれた途と端たんに、バッテリーを入れ直したラジコンヘリ（五馬ば力りき）のごとく元気になった美夏がそう急せかしてきた。

「せっかくここまで来たんだから、めいっぱい楽しんでいかないとソンだよね？　人間楽しんでこそ免めん疫えき力りよくが高まって風か邪ぜとか引かなくなるんだから。…………オ、オバケ屋敷なんて、あんなの邪じや道どうだよ、うん」

　何かを振り払うかのようにそう言って、たたたっと走り出す。

「ほ～ら～、おに～さんたちも早く～。置いてっちゃうよ～」

「やれやれ……」

　野に解とき放はなたれた野生の仔こグマみたいな美夏に苦く笑しようする。もうすっかりいつも通りだな。ついさっきまではあんなに大人しかったってのに。

「ふふふ、美夏様、いつにもまして楽しそうですね～」

　那な波なみさんがにこにこと微ほほ笑えみながらそう話しかけてきた。

「そうですか？　普ふ段だんからあんな感じだと思うんですけど」

　常つねに上がり気ぎ味み高こう気き圧あつなテンションはいつもの美夏とまったく変わらない。強しいて言えばそれが夏型か冬型かってことくらいか。

「そんなことないですよ～。裕ゆう人と様といっしょに文化祭を回ることができて、美夏様はとってもとっても嬉うれしがっているんです～」

「はあ……」

「裕ゆう人と様も、男の子でしたらそういうことにちゃんと気付いてあげなきゃだめですよ～？　基本ですから～」

　人さし指を立ててそんなことを言ってくるにっこりメイドさん。そう言われても普ふ段だんのツインテール娘と今のツインテール娘がどう違ちがうのかさっぱり分からんわけだが。

　ともあれ、それから美み夏かたちといっしょにいくつかのクラスを回った。

「あ、これくださ～い。あ、そっちのネギマも。そこのタコヤキもおいしそ～だな～」

「よく食べるな……」

「ん～、デザートにはチョコチップとチョコバナナのどっちがいいかな～。どっちも美お味いしそうで捨てがたいってゆうか……よし、決めた、ダブルにしてもらお。あ、支払いは全部こっちのおに～さんがやってくれますから～♪」

「な、ちょ──」

「はーい、全部で千二百円になります。支払ってくださいね、〝おに～さん〟」

「う……」

　行く先々でヤキトリを食べたりアイスクリームを食べたりタコヤキを食べたりして、美夏は非常にご満まん悦えつなようだった。

「あ～、おいしかった。満腹満腹♪　もう食べられないよ～」

　美夏が心から満足そうに笑う。

「俺の財さい布ふは空くう腹ふくというか飢き餓が状じよう態たいだがな……」

　文化祭用に少し多めに用意しておいたＤｒ．ノグチ×三（今月の小こ遣づかいの八割）が、一いつ瞬しゆんにして消え去っていた。というかカタチを変えて目の前のツインテール娘の腹の中にすっぽりと収まっていた。

「ま～ま～、い～じゃんそれくらい。おに～さん、年上なんだし。それにこ～んなかわいい美少女といっしょに文化祭を回れたんだから、おに～さんも嬉しいでしょ♪」

「……」

　回ったというか、オバケ屋や敷しきを除のぞいてはほぼこのツインテール娘が何かを食べてるシーンを見てるだけだったような気がするんだがな……

　廊下を歩きながら、この一時間で得えたモノと失ったモノの等とう価か性せいについて深く思し考こうを巡めぐらせていると、

「あー、裕人だー」

「？」

　またどこからか声をかけられた。しかも今度は名な指ざしで。

「こっちこっちー、おーい！」

　声の元を辿たどってみるとそこには、

「こんなところで何してるのー？　あ、いいなー、メイドさんを二人も連つれてるー」

　何やらやたらとフリフリな格かつ好こうをした小こ柄がらな女子生徒がいた。親したしげな笑えみを浮うかべてこっちに向かってぶんぶんと手を振ふっている。しかもけっこうかわいい。

「……おに～さん、あの人、知り合い？　また新しい女？」

　隣となりの美み夏かがジト目でそんなことを言ってくる。またって何だよ……

「その台詞せりふには色々と突っ込みたいことはあるが……とりあえず、だれだか分からん」

「分からんって、あの女の人が？」

「ああ。人ひと違ちがいなんじゃないか？」

　どこかで見たことがあるような気はしなくもなくはないが、ひとまず俺の記き憶おく領りよう域いきの中に一いつ致ちする人物は存そん在ざいしない。基本的に女子の知り合いはそう多くはないため、一度会ったことがあるなら忘わすれることはないはずだから、てことは人違いだってセンが有力だと思われる。

　なのでそう説明したところ、

「ん～、それはアレ？　身に覚おぼえのある女の子が多すぎて、とても絞しぼり込こみ切きれないってこと？」

　そんな返事が戻もどってきた。

「何でそうなる……」

「え～、だっておに～さんだもん。自分も気付かないところで女の子のヘンなツボを刺し激げきしてそう」

「……」

　……もういい。

　とりあえず口で何を言ってもムダそうだ。

「あー、どちらさまで……？」

　じっとりと湿しめりまくった濡ぬれ衣ぎぬを晴らすためにも、もう大人しく本人に訊きいてみることにした。俺のほとんどヤモリ並なみの記憶力に依い存ぞんしようとするよりはそっちの方がよっぽど手っ取り早い。

　近くまで歩み寄ってそう尋たずねると女子生徒はちょこんと首を少し傾かたむけて、

「えー、分からないのー？　冷たいなー。いっしょにお風ふ呂ろにも入ったことがある仲なのにー」

「!?」

　ふ、風呂!?

「お、おに～さん!?」

　美夏がくわっと目を剝むいた。「そ、それはいくら何でも問題だと思うよ！」

「い、いや待て。んなこと言われても、本当に知らないんだよ」

「裕ゆう人と様、ここまで来てヘタに隠かくすとためにならないですよ～」

「……素す直なおに自白されることをお勧すすめします」

　メイドさん二人までもがそんなことを言ってくる。本当に知らないもんはどうしようもないっつーのに……

　自みずからのあまりの信用のなさとこの場をどう切り抜けようかの二つの命めい題だいに悩なやんでいると、

「んー、やっぱりこの格かつ好こうじゃ分かんないかなー」

　そこで女子生徒の声のトーンが僅わずかに低くなった。

「ほら、僕だよ僕ー、裕ゆう人とー」

「え？」

　その独特のよく通るムダにでかい声。まさかこいつ……

「信のぶ長なが……か？」

「そうだよー。やっと気付いたー？」

　あははーと無む邪じや気きに笑いながら女子生徒がウイッグを取る。メイクをしているから分かりにくいものの、目の前のソレはよく見りゃあ確たしかに信長のアホだった。

「マジかよ……」

　あり得えねえ、全然分からなかった……

「は～、男の方だったんですか～。私でも気付きませんでしたよ～」

「……不ふ覚かくです」

　両メイドさんがちょっと悔くやしそうにつぶやく。

「ま、コスを着てる時には成りきるのが基本だからねー。もう少しメイクが濃こいのだったら、親兄妹きようだいにだって見破られない自信もあるしー」

　そうさらりと言う信長。いや、だからってこの超スキルを有する葉は月づきさんたちにも気付かれないってどういうハイエンドだよ……。つーかそれ以前に、

「……だいたい、お前は何でそんな格好をしてるんだ？」

　そこにそもそも致ち命めい的てきな問題があると思うんだが。

「ん？　何でって、もちろん宣せん伝でんのためだよー。これから午後にかけてまだまだ集客できるからねー。少しでもたくさんのお客さんに来てもらうために、チラシを配くばったり呼よび込こみをしてたってわけー。ウェイトレス役の女の子をこっちに回すのはもったいないからねー」

「……」

　言ってることは実に正論だった。……まあいいか。別にこいつが女じよ装そうしようと何しようと俺には直接関係ないからな。

「あ、おに～さん、そろそろ時間だよ」

　美み夏かがピンク色の携けい帯たいを見ながら言った。

「ミスコン、確たしか二時からでしょ？　場所取りとかも考えるともう行かないとまずいんじゃない？」

「む、もうそんな時間か」

　オバケ屋や敷しきと信のぶ長ながで、思ったよりも時間を取られていたようだった。

「あー、そういうことだから俺たちはもう行くぞ」

「んー、ミスコンかー。僕も時間があったら後で顔を出してみようかなー」

　信長は小さくそうつぶやき、

「ま、そういうことでー、ばいばーい」

　来た時と同じように手をぶんぶんと振ふりながら離はなれていこうとして、

「あー、そうだ裕ゆう人とー。真ま尋ひろが探さがしてたよー」

　と、思い出したように言った。

「真尋ちゃんが？」

「うんー。さっきお店の方に来てたー。声をかけたら『今日は久しぶりに裕にぃに会うんだから、ジャマしないでよねこのバカ兄貴！　ていうか声かけないで。知り合いだと思われたくないから！』って言われちゃってさー。兄妹きようだいの温あたたかいスキンシップって感じかなー」

「……」

　温かくもなければましてやスキンシップですらないような気もしたが、そのヘンはもう個人の主しゆ観かんの問題なので特に触ふれはしまい。基本的に兄バカだしな、こいつ。

「まーでもきっと今日は会えないんじゃないかなー。真尋は方向音おん痴ちに加えて絶ぜつ望ぼう的てきに運が悪いからねー。今いま頃ごろは校舎の反対側でもさまよってると思うよー」

「そうか……」

　久しぶりだし少しくらいは会ってみたかった気もするが、現在のこのメンバー（美み夏か、葉は月づきさん、那な波なみさん）に彼女が加わると何となく大たい変へんなことになるような気もする。だからそれはそれでいいのかもしれない。

「まあ、よろしく言っておいてくれ」

「んー、らじゃー」

　そう言って、今度こそ信長は俺たちとは逆ぎやく方向へと歩いていった。

　何やらさりげなく道行く男子達の熱あつい視し線せんを浴あびていたような気もしたが、まあそれは気にしなかったことにしよう。







　　　　４




　ミスコン会場であるところの体育館は、真夏の東南アジア（タイとか）のようなむせ返らんばかりの熱気で溢あふれかえっていた。

　まあいまいち公式なんだか非公式なんだか分わかり辛づらいグレーなもんとはいえ、ある意味学園祭最大のイベントといっても差さし支つかえがないだけあって、学園内にいる人間のおよそ七割くらいが集結してるんじゃないかってくらいの盛せい況きようぶりである。一階の通用口から二階の展てん望ぼう席せきに至いたるまで、とにかく人でイッパイイッパイだった。

「ぬおっ」

　右を見ても左を見ても人・ヒト・ひと。一歩進むのすら難なん儀ぎする。

「は～い、美み夏か様、裕ゆう人と様、こっちですよ～」

「……はぐれないようにお気を付けください」

　そんな本格ドイツウィンナーのごとく人がみっちりと詰つめ込こまれた体育館の中を、空間制せい御ぎよ装そう置ちでも装そう備びしてんじゃないかってくらいに何事もなくすり抜けていくメイドさん二人。やっぱこの人たち、フツウじゃねえ……

「は～、やっと着いた……」

　ようやく最前列まで到とう達たつし、美夏がふわ～と大きくため息いきを吐ついた。

「ん～、去年もすごかったけど、今年もまたすごいね。人がアリンコさんみたいだよ～」

「去年？」

「うん。わたしたち去年も見に来てたの。お姉ちゃんが出てたから」

「ああ、なるほど」

　そういえば去年のグランプリは春はる香かだったんだっけな。俺はその時クラスの出し物（昆虫アンケート）の留る守す番ばんをやっていて見に来られなかったんで直接はその時の様よう子すを知らんわけだが。

「すごかったんだよ～。ほとんどお姉ちゃんの独どく壇だん場じようって感じで。本人はわたわたおろおろしてて大変だったんだけど、ふふ」

　思い出したのか、美夏が楽しそうに口元を緩ゆるめて笑う。なんかその時の様子が思いっきり目に浮うかぶな。

「ま、でも今年もお姉ちゃんの優勝で決まりかな。身内の贔ひい屓き目めかもしれないけど、真まっ向こうから勝負してお姉ちゃんに勝てる人ってそうはいないと思うんだよ」

　うーむ、どうなんだろうね。

　俺としても優勝はまず春香だと信じているが、信のぶ長ながのやつが今年はレベルが高いみたいなことを言っていた。それに今年は椎しい菜な（春香とは違ちがうタイプの活発系美少女）もいる。なのでもしかしたらそこまでの大差はつかないかもしれんな。

　などとそこはかとなく勝手な分ぶん析せきしていると、

「ん、そこにいるのは裕人か？」

　もうこれで今日何回目だろうね。またどこからか名前を呼よばれた。

「おお、やはりそうか。む、いっしょにいるのは乃の木ぎ坂ざかさんの妹さんだな」

　三メートルほど離はなれた所から大声を出していたのは、外出用のスーツ姿すがたの我が家の姉上様だった。

「あ、ルコおね～さんも来てたんだ？」

「ああ。乃の木ぎ坂ざかさんが出るかもしれんという話だったからな。それなら見に来ない手はあるまい？」

　うなずきながら言う。全然関係ないんだが、なんかこのアホ姉、腰こしのところに刀を差してるように見えるのは俺の目の錯さつ覚かくだろうか。心から錯覚であってほしいと願うが、やつの周しゆう囲い半径一メートルくらいに人ゴミのエアポケットができてるという事実がその願いを見み事ごとに否ひ定ていしてくれている。頼たのむから何か事件を起こして俺が身元引受人として迎むかえに行かされるような事じ態たいだけは避さけてくれよ……？

　そんな俺の不安極きわまりない心情をヨソにルコは涼すずしい顔をして、

「む、そちらのメイドさんたちも久しぶりだな。いつもうちのバカが世せ話わになっているみたいで、感かん謝しやしている」

「いえいえ～、こちらこそ～」

「……裕人様にはよくしていただいております」

　葉は月づきさんたちと仲良く挨あい拶さつを交かわしていた。ったく、人の気も知らんで……

　心の中で深いため息いきを吐つく。

　と、その時だった。

　バッ！

　唐とう突とつに、体育館内の照しよう明めいが一いつ斉せいに落とされた。

　辺あたりが一いつ瞬しゆんだけ真っ暗になり、次に緞どん帳ちようが下りたままのステージ周しゆう辺へんだけが白く照てらされる。そして、

「皆様、大変長らくお待たせいたしました。それではこれより、第三十五回白はく鳳ほう祭さいミスコンを開かい催さいしたいと思います！」

　壇だん上じようからマイク越ごしのそんな声が響ひびいた。

　続いて緞帳がゆっくりと上がっていき、その向こうから何やらタキシードの男が姿すがたを現あらわす。しかもアレ、どこかで見たことがあると思えばあの時の隠かくし撮どり男の一人じゃねえか。

　タキシード男はコホンと咳せき払ばらいをして、

「あー、今年は例年と比べてレベルが高く、予よ備び審しん査さも非ひ常じように難なん航こうしました。その厳きびしい戦いを勝ち抜いてきた八名の出場者をこれからご紹介したいと思います！」

　うおー!!　と大きな歓かん声せいがそこら中から上がる。すげぇ盛もり上あがりだ。

「ではまずエントリーナンバー一番。『メガネっ娘こなのに薙なぎ刀なた部ぶ副部長』二年一組の朝あさ比ひ奈な麻ま衣いさんです！」

「よ、よろしくお願いします……」

　朝比奈さんがステージの袖そでから姿を現す。

「続いてエントリーナンバー二番。『去年の準じゆんグランプリ』三年一組の住すみ友とも美み弥やさんです！」

「よろしくお願いしますね」

「エントリーナンバー三番『騒そう擾じようの織おり姫ひめ』三年二組の織おり川かわ巴ともえさんです！」

「あー、みんな、よろしくねー♪」

「エントリーナンバー四番『炎ほのおの転入生』二年一組天あま宮みや椎しい菜なさんです！」

「よろしくっ」

「エントリーナンバー五番『絶対零度プリンセス・の氷姫ブリザード』、一年三組の天てん王のう寺じ冬とう華かさんです！」

「…………ぷい（無む言ごんで顔を背そむけて）」

「エントリーナンバー六番『忠ちゆう犬けん』二年一組の八やつ咲さきせつなさんです！」

「あ、よ、よよよろしくおねがいしま……わふっ（嚙かんだらしい）」

「エントリーナンバー七番特別参加枠わく『永遠のエターナル・十七歳セブンテイーン（自称）』上かみ代しろ由ゆ香か里りセンセイです！」

「は～い、みんなお待ちかねの美人おねいさんの登場よ～」

　次々と名前が読み上げられ、それとともに出場者が壇だん上じように姿すがたを現す。最後になんか一人ヘンなのが混まじってたような気もするが、それはまあとりあえず聞かなかったことにした。

「そしてエントリーナンバー八番──」

　そこで一度司会の男子生徒は言こと葉ばを切った。

　ダララララララ……とどこからかドラムロールが響ひびいてくる。

　その軽けい快かいなリズムに乗るようにして司会の男子生徒は大きく手を振ふりかざし、

「『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にして『鍵盤上ルミエール・ドの姫君ウ・クラヴイエ』『昨年のグランプリ』、乃の木ぎ坂ざか春はる香か様です!!」

　パッ！

　次の瞬間、壇上が三色のスポットライトによって照らされ、その中央にエンジェルドレスを着た春香の姿が浮かび上がった。

「あ、よ、よろしくお願いしますです」

　その雰ふん囲い気きに少し気け圧おされたように、春香がおずおずと頭を下げた。

　さすがに去年の優勝者だけあって他の出場者とは少し扱あつかいが違ちがうようだ。まあ一人だけ『様』付けなのは司会者の個人的嗜し好こうなのかもしれんが。

　そんな感じで、出場者全八名が一いつ斉せいにステージ上に並ならんだ。

「わあ、みんなきれいな人ばっかだね～」

　隣となりの美み夏かがそう声を上げる。

　さすがにミスコンにエントリーされるだけあってどれもみんな粒つぶぞろいかつ個性豊かな美少女（と言うには年齢的に問題あるのが一人いるが）であり、それが八人も揃そろっている姿は圧あつ巻かんだった。

　ちなみにうちのクラスからは朝あさ比ひ奈なさん、椎菜、八咲さん、春香の四人がエントリーされていた。四人とも、それぞれ教室で着ていた衣い装しようを身にまとっている。いやしかし、考えてみれば出場者八人中その半分がうちのクラスってのもすごいもんだな。

「はい。それでは全ての出場者が出で揃そろいましたところで、まずはそれぞれひとりずつ自己紹介をしてもらいたいと思います。一番の朝あさ比ひ奈な麻ま衣いさんからどうぞ」

「あ、は、はい。ええと……」

　司会者に促うながされて、朝比奈さん（魔ま法ほう服ふく装そう備び）が一歩前に出る。

「あ、あの、気付けばこんなところに立っていますが、一いつ生しよう懸けん命めいがんばりたいと思いますので、どうかよろしくお願いします」

「わー！」とか「かわいー！」とかの声とともに拍はく手しゆが巻まき起おこる。

「はい、ありがとうございました。続いて二番の住すみ友とも美み弥やさん、お願いします」

「はい」

　そして二番の住友さん、三番の織おり川かわさんとやらが無ぶ難なんに挨あい拶さつをこなし、

「ではエントリーナンバー四番、天あま宮みや椎しい菜なさんです」

　椎菜（悪あく魔まドレス装備）の番になった。

「はじめましてっ、天宮椎菜です。趣しゆ味みはピアノと薙なぎ刀なたで座ざ右ゆうの銘めいは『先せん手て必ひつ殺さつ』。少し前に北海道から転校してきたばかりでよく分からないことが多いですけど、できる限かぎりがんばりたいと思いますので応おう援えんよろしくお願いします！」

　ひと息いきでそう言い切ると、観客に向かって元気にがばっと頭を下げた。

「おー！」「いいぞー！」「がんばれー！」「元気っ娘こ好きだ！」

　周しゆう囲いから今までよりも一ひと際きわ大きな歓かん声せいと拍はく手しゆが鳴なり響ひびく。どうやらこの時点では椎菜が一番の高こう評ひよう価かのようだ。

　次いで今大会唯ゆい一いつの一年生である『絶対零度プリンセス・の氷姫ブリザード』天てん王のう寺じ冬とう華か、クラスメイトである『忠ちゆう犬けん』八やつ咲さきさんと続き、

「は～い、みんな。今日も元気に×××してるかな～？」

　どこぞのセクハラ教師の番になったのだが、いつものごとく頭の悪いことこの上ないテンションだったのでこれは省略。

　そして、とうとう春はる香かの番がやって来た。

「それではいよいよトリに入ります。エントリーナンバー八番、昨年度グランプリの乃の木ぎ坂ざか春香様よろしくお願いします！」

「あ、え、えと……」

　大おお仰ぎような紹介に戸と惑まどった表情を浮うかべる春香は、迷まい子ごの仔こ犬いぬみたいにきょろきょろと不安そうに体育館内を見回し、

「に、二年一組の乃木坂春香です。こ、この度たびはこのような場を設もうけていただいてとっても嬉うれしく思っております。ふ、不ふ束つつか者ものですが、一いつ生しよう懸けん命めいがんばりたいと思いますので、応おう援えんしていただけると嬉しいです」
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　ぺこりと頭を下げた。

「きゃ～、春はる香かさま～！」

「初々しいですぅ！　そのままお家に持って帰りたいですぅ！」

「…………ステキ……」

　取とり巻まきやら親しん衛えい隊たいやらの黄色みがかった声で体育館中が埋うめ尽つくされる。

　ちなみに何やら微び妙みように自己紹介の仕方を間ま違ちがってるように思えるところは、気にしちゃいけないところらしい。

「──ふむ、確たしかになかなかレベルが高いようだな」

　自己紹介が全て終わるのを見み届とどけて、ルコがぽつりとつぶやいた。

「全体として高い閾いき値ちで安定してまとまっているというか、百点満点中八十～九十点くらいの者たちが集まっているな」

　偉えらそうに批ひ評ひようする。

「だがこれくらいならまだ乃木坂さんの優勝は固いだろう。彼女は頭ひとつ分くらいは抜けている。次じ点てんであのプリン入りの冷凍庫なんたらとかいう一年生と、放火のうんたらとかいうお前と同じクラスの者というところか」

「……」

『絶対零度プリンセス・の姫君ブリザード』と『炎ほのおの転入生』な。

　相変わらずあまり興きよう味みのない相手に対してはスバラシイ認にん識しき力りよくである。つーか後者の椎しい菜なに至いたっては、最初の一文字「ほ」しか合ってねえし。

「さて、自己紹介も終わりましたところで、次は簡かん単たんな質しつ疑ぎ応おう答とうを行いたいと思います。まずは一番の──」

　司会の声が響ひびき渡わたる。

　まあそんな感じで、ミスコンはどんどんと進められていき──







「ではここで、出場者の皆様にはそれぞれの有する特技を披ひ露ろうしていただきます！」

　メインとも言えるプログラム、特技披露となった。

　特技披露とは、その名の通り出場者が制限時間内に自らの持つ特技をもって自己アピールをするものである。

　一人ずつステージに現あらわれ、それぞれの特技を披露していく。

「そ、それじゃあ、やらせてもらいます」

　一番の朝あさ比ひ奈なさんは薙なぎ刀なたの演えん舞ぶ。

　二番の住すみ友ともさんは日本舞ぶ踊よう。三番の織おり川かわさんはテーブルマジックと続き、

「それでは四番の天あま宮みやさん、お願いします」

「はいっ」

　またもや椎菜の番となった。

　名前を呼ばれて元気に返事をした後、椎菜はステージの隅すみに置いてあるどでかいピアノ（夏休み明けの全校集会で春香が使ったモノ）へと歩いていくと、おもむろにそれを弾ひき始はじめた。

「ん～、やっぱコンクールで二位になるだけあってかなり上手いね～」

　流れ始めた旋せん律りつを聴きいて、美み夏かが腕うでを組む。

「しかも前の時よりも音が良くなってるような気がする。何かあったのかな？」

「分かるのか？」

「うん。これでもいちおう昔から音楽はやってるし、お姉ちゃんのピアノも聴きいてるからね～。ちなみにこれショパンの『舟歌バルカローレ』って曲だよ。ショパンさんが迫せまる失しつ恋れんの危き機きと体調の悪さに怯おびえてずたずたのぼろぼろになりながら作ったやつで、ヴェネチアのゴンドラをモチーフにしてるとかしてないとかって話もあるんだって」

「……」

　なんか今にも沈ちん没ぼつしそうなゴンドラだな、それ。

　まあ曲のしょんぼりとした由ゆ来らいはともかく、演奏自体は素す晴ばらしかった。

　椎菜の演奏には春香と同じく人を引き込む何かがあるんだよな。よくは分からんが、おそらくそれが才さい能のうとかそういうもんなんじゃないかとも思う。

「ご静せい聴ちよう、ありがとうございましたっ」

　曲を弾ひき終おえ挨あい拶さつをすると、これまた自己紹介の時と同じく盛せい大だいな拍はく手しゆが沸わき起おこった。

「大人気だね、おに～さんのお友達」

「ああ、みたいだな」

　今のところ拍手量は春はる香かにもそれほど引けを取っていない。この調ちよう子しなら、優勝とまではいかなくとももしかしたらいいところまでいくかもしれないな。

　ちなみに次の順番である五番の天てん王のう寺じさんと六番の八やつ咲さきさんはここに至いたって棄き権けんするとのことらしかった。前者からは「飽あきたわ……帰る」と、後者からは「特技……ありません（ぐすっ）」とのコメントが寄せられていたとか。なんかどっちもどっちで両りよう極きよく端たんなすげぇ理り由ゆうだ。

　そして七番のセクハラ音楽教師。

「は～い、それじゃおねいさんの特技を見・せ・て・あ・げ・る♪」

　そんな台詞せりふとともにいきなりアルコール度数九十七パーセントのウオッカを一気飲みした挙あげ句くにそのまま半はん脱ぬぎ状じよう態たいで火か炎えん放ほう射しやをやろうして、即そく座ざに強制退場させられた。滞たい在ざい時間僅わずか三十秒。てかミスコンだけじゃなく教職からもそのまま強制退場させられなきゃいいんだけどな。

　まあそれは比ひ較かく的てきどうでもいいことなのでさておき。

　由ゆ香か里りさんの次は、いよいよ春香の出番だった。

「え、えと……私もピアノを弾かせてもらいます」

　ステージ中央で遠えん慮りよがちに頭を下げると、春香はとてとてとぎこちない足取りでピアノへと歩いて行った。

　シン、と会場内が水を打ったかのように静まり返る。

　どこぞの礼れい拝はい堂どうのような厳おごそかな雰ふん囲い気きの中、春香は集中するように一度目をつむりゆっくりと息いきを吐はくと、そのまま白しら魚うおのような指をそっと鍵けん盤ばんの上に添そえた。

　静かに流れ出すメロディー。

　椎しい菜なと同じく、春香もクラシックの曲を弾くのかと思ったのだが、

「これは……」

　聴きこえてきたのは、クラシックとはどこか感じの違ちがう旋せん律りつだった。

　曲の雰囲気がポップっぽいというか耳に馴な染じみやすい。これまで何度か春香や椎菜の演えん奏そうを聴いてきたおかげか、それくらいは何となく分かるようになっていた。

「キレイな曲……春香せんぱいにぴったり」

「うっとりしちゃいますぅ」

「…………感動です……」

　取とり巻まきたちがほーっとため息を漏もらす。

　確たしかにいい曲だな。キレイで切なげで、だけどどこか悲しげで……聴いているとどこか感かん傷しよう的てきな気分になってくるというか……

「──ん？」

　でもこれ、どっかで聴きいたことがないか？

　この耳みみ心ごこ地ちがよく耳みみ障ざわりがいい感じは、どこか記き憶おくの片かた隅すみに引っかかる。

　頭を捻ひねってみるものの、しかし俺の脳内はよほどシナプス同士の結けつ合ごう具ぐ合あいが悪いのか、思い出せそうで思い出せない。

「ぬぅ……」

　手て巻まき寿ず司しを食べていたら上アゴに海の苔りが張はり付ついた挙あげ句くにそれが取れそうで取れない時のようなもどかしい気持ちでうなっていると、

「ん、おに～さん、なんか野生の水牛みたいな声出してどうしたの。お腹なかでも痛いたい？」

「いや、この曲に聴き覚えがある気がしてな」

「そなの？　だとしたら、なんかお姉ちゃんの趣しゆ味み系けいの曲なんじゃない？　わたしはよく分かんないけど」

「春はる香かの趣味……あ」

　その美夏の一言に、脳のう髄ずいの奥で何かが閃ひらめいた。

　そうだ、これはあれだ。誕生日パーティーで俺が春香にあげたオルゴールの曲。確たしかタイトルは『はにかみトライアングル１ｓｔ』のエンディングテーマだったか。それに間ま違ちがいない。

　だけど。

「……この曲、こんなに悲しげな曲だったか？」

　そこが引っかかった。

　あの時流れていた旋せん律りつ、春香が歌っていたメロディー。キレイな曲ではあっても、決して悲しい曲じゃなかったはずだ。

　そう思って見てみると、春香の表情もどこか浮うかないように見える。いや表面上は笑え顔がおなんだよ。でもまるでその裏うらで何かに必ひつ死しに耐たえているみたいな……

「……」

　どういうことだ、これは？

　春香の表情と旋律とが意味するところが分からずに困こん惑わくしていると、

「へー、これって『はにトラ１ｓｔ』のエンディングテーマだよねー」

　いつの間に来ていたのか、隣となりで腕うで組ぐみをしていた信のぶ長なが（女じよ装そう解かい除じよ）がウンウンとうなずいていた。

「これはねー、アキちゃんが親友のメグちゃんと決けつ闘とうする時に、大好きな幼おさな馴な染じみのケンくんを想おもって弾ひく曲なんだよー。決闘時の挿そう入にゆう歌かとしても使われててねー」

「……そうなのか？」

「うんー。それにしても面おも白しろいよねー。天あま宮みやさんが『ダメっ娘こメグちゃんデビルヴァージョン』のコスで、乃の木ぎ坂ざかさんが『ドジっ娘こアキちゃんエンジェルヴァージョン』のコスでピアノを弾ひくなんてー。本当にアニメの一場面みたいだよー。うーん、いいねー」

「え……」

　それを聞いて思い出した。

　今回『コスプレ喫きつ茶さ』をやるにあたり信のぶ長ながから聞かされた（ムリヤリ）、『はにかみトライアングル１ｓｔ』の内容。




「うーん、まあ内容はありがちな魔ま法ほう少女モノなんだけどねー。取とり得えがピアノだけで他は何をやっても失敗ばかり、幼おさな馴な染じみのケンくんにほのかな恋心を抱いだいてるアキちゃんって女の子が主人公の話でー。ある日アキちゃんは言こと葉ばを喋しやべる不ふ思し議ぎなイヌに出会うんだよー。魔法の国のお姫様だというそのイヌは、『悪あく魔ま』から逃のがれてこちらの世界にやってきたんだけどー、たまたまアキちゃんに魔法使いの素そ質しつがあることを見み抜ぬいて助けを求めてくるんだよー。で、それに応おうじたアキちゃんは天使の心で『悪魔』と戦うようになるんだけど、その時に色々な衣い装しようをねー……うんたらかんたら……

　──（ここで衣装について一時間ほど語りやがったため中略）──

　で、ある時アキちゃんは自分と同じように失敗ばかりをやっているメグちゃんって女の子と出会って親友になるんだよー。メグちゃんはアキちゃんの魔法のことを薄うす々うす気付きつつも知らないフリをして影かげながら助けていくんだけどー、でもある日ケンくんに恋をしちゃうんだよねー。アキちゃんとの友情と恋との間に揺ゆれるメグちゃん。その心の隙すきを『悪魔』に突かれて悪の魔法使いになるんだよー。違ちがう道を行き、敵てき同士になってしまった二人。やがてそれは二人の涙なみだの決けつ闘とうっていう形で収しゆう束そくしていってー……なんたらかんたら……──（ここから先は信長の超個人的感想で特にストーリー内容に関係なかったため省略）」




　確たしかそんなストーリーだったはずだ。

　いやまあ内容的には色々と突っ込みどころがあってやまない話なんだが、この際さいそれはどうでもいい。

　問題は春はる香かが弾いている曲と、それが使われたというアニメの場面。

　その曲に秘ひめられた、ヒロインの想おもい。

　そのことを春香が知らないわけがない。

「春香……」

　一つの可か能のう性せいが頭に浮うかぶ。

　まさかとは思う。

　だがそれ以外に考えようがない。

　その時、唐とう突とつにいつかの春香の言葉が浮かんだ。

『裕ゆう人とさん、知っていますか？　ピアノの音ね色いろには弾ひいているその人の内面──その人の心の内やその時の心情が表れるものなんですよ』

　音楽室で椎しい菜なのピアノを聴きいた時に言っていた言こと葉ば。

　音色にはそれを弾く者の心が透すけて出るという考え方。

「……っ」

　決定打だった。

　やはり春はる香かは昨日のことを気にしてなくなんかない。何とも思ってなくなんかない。それどころか──

　やがて春香の演えん奏そうが終わった。

　笑え顔がおでぺこりと頭を下げてステージの袖そでへと消えていく春香。

　辺あたりからは嵐あらしのような拍はく手しゆと喝かつ采さいが沸わき起おこっていたが、正直俺の耳には入ってこなかった。

　頭の中にあるのは春香の悲しげな表情。

　そこに秘められた、春香の本当の気持ち。

　──とにかく、春香に会わないとならん。

　それが何を置いてもの、今の最さい優ゆう先せん事じ項こうだった。







　その後にどんなことが行われたのかはよく覚おぼえていない。

　ただ気付けばプログラムは全てつつがなく終了し、ミスコンは終わりを迎むかえていた。

「それでは皆さん、去年に引き続き見み事ごとグランプリを獲かく得とくした乃の木ぎ坂ざか春香様に、盛せい大だいな拍手をお願いします！」

　結けつ果かはやはりというか春香の優勝だった。

　二位以下に大差をつけての完全優勝。

　ちなみに二位となった椎しい菜なも得とく票ひようではそれなりのセンまではいき、朝あさ比ひ奈なさんも四位入賞したらしいが、そんなことよりも今は大事なことがあった。

「わ～、お姉ちゃんやったね♪　さすがってゆうか、今夜はお赤せき飯はんに決定かな。あのおに～さんのお友達の人も準じゆんグランプリになったみたいだし……って、あれ、おに～さん、どこ行くの？」

「悪いな、ちょっと急用がある」

「え、急用？」

「ああ！」

　表彰式その他が終わりミスコンが終了するとともに、俺はミスコン出場者控ひかえ室しつ（体育館横の特設プレハブ小屋）に向かって鉄てつ砲ぽう玉だまのごとく走り出していた。

　どうしても、春香に確かく認にんしておかなきゃいけない。

　昨日の一件（エロマウントポジション）に対して春はる香かが心の奥で感じていたこと。

　もしも朝の笑え顔がおが、それを隠かくして無む理りやりに作り出されたものだったとしたら──

「春香！」

　プレハブ小屋の前で、ちょうど入り口から出て来た春香の後うしろ姿すがたを発見した。羽根の付いたクリーム色のエンジェルドレス。遠とお目めかつメガネ越しの俺の目だが、間ま違ちがえるはずがない。

「春香！」

　もう一度名前を呼よぶ。

「え？」

　それでようやく気付いたのか、春香はこっちを振ふり向むくと目を丸くして、

「あれ、裕ゆう人とさん？　どうしたんですか、そんなに慌あわてて……」

　とてとてと駆かけ寄よってくる。その顔には朝と見たものと同じような笑えみが浮うかんでいるが……それが普ふ段だんのものとは全然違ちがうってことが今ならよく分かる。くそ、何で今まで気付かなかったんだ。数時間前の自分の養よう殖しよくアヒルみたいな能のう天てん気きっぷりに腹が立つ。

「春香……」

　もう訊きくまでもなく答えは出ていたが、それでもあえて言わなければならない。「……訊きたいことが、ある」

「はい？　何でしょうか」

　表面上はにこにこ笑え顔がおで首をかたむける春香に対して、俺はゆっくりと口を開いた。

「……昨日のこと、だ」

「え……？」

「昨日のことでいくつか訊きたいこと──いや話したいことがあるんだ。……いいか？」

　途と端たんに、春香の顔が氷のように固かたまった。

「あ、の……昨日のこと、って……」

「そのままだ。昨日の夜に、その、春香が見ちまったことについてっつーか……」

「あ、え……」

　夕立の前の空みたいに、春香の表情がどんどんと曇くもっていく。

　正直春香にそんな表情をさせるのは辛つらかったが、ここで根本的に解決をしておかないとどうしようもない。

「とにかく聞いてくれ。昨日のアレは──」

　春香に近づき事情を説明しようとして、

「…………や……です」

　しぼり出すような、そんな声が春香の喉のどから漏もれた。

「春香？」

「……や…………いや……」

　何かに怯おびえるようにじりじりと二、三歩後ずさり、

「……いや……です。き、聞きたくありません。よ、よく分からないですけど……そのことは、聞きたくないんです」

「あ──」

　春はる香かの大きく澄すんだ瞳ひとみから、ぽろぽろと幾いく粒つぶもの涙なみだがこぼれていた。昨日の夜に見たものよりも、もっと本格的な決けつ壊かい。

「──っ」

　両手で目元を押おさえると、そのままくるりと後ろを向いて春香は走り出した。

「春香！」

　大声で名前を呼よぶも、こちらを振ふり返かえらずに春香は走っていく。

「くそっ！」

　ここで追おわなかったら昨日と同じだ。

　校舎の方へと駆かけていった春香を追って、俺は走り出したのだが──

「きゃっ、ちょっと何やってんのよ！」

「あ、わ、悪い」

　運の悪いことに、ちょうどミスコン会場から出て来た大おお勢ぜいの人々が雪崩なだれのごとく道をふさいでいて、

「いてーな、どこ見て歩いてんだよ！」

「いやちょっと急いでて……」

　そしてそれらの人の流れをうまくかわして全力疾しつ走そうできるほどの身体能力はもちろん俺にはなく──

　人ごみに揉もまれているうちに、春香の後うしろ姿すがたはいつの間にか視し界かいから消えていた。







　　　　５




　春香を追って校舎内に突入したものの、こちらもまた校庭同様、生徒・来場者を問わず多くの人で溢あふれていて、春香の姿はなかなか見つからなかった。

　春香の身長は、美み夏か（超ミニマム）のように低すぎるわけではないが決して高いわけでもない。これだけ多くの人間の中に紛まぎれ込こんでしまったら、外がい観かんだけで探さがし当あてるのはかなり困こん難なんである。

　また羽根付きドレスを頼たよりに探さがそうにも、文化祭という日の特性上、そういった奇き抜ばつというか普ふ通つうでない格かつ好こうをした者はたくさんいる。さっきの幽ゆう霊れい姿の女子生徒しかり信のぶ長ながしかり。ゆえにこれもまた、手がかりとしてはあまり役に立ちそうにない。

「春はる香か、どこだ……」

　一通り校舎内を回ってみたものの、結けつ局きよく春香を発見することはできなかった。

「教室にでも戻もどったのか……？」

　この混こん雑ざつの中、春香が行きそうな場所はそれくらいしか思いつかない。

　なので一度教室に帰りクラスメイトたちに訊きいてみたものの、

「悪い、春香を見なかったか？」

「乃の木ぎ坂ざかさん？　ううん、見てないよ」

「うーん、私も見てないかな」

「わりぃ、ちょっと分かんねえ」

「私、一時くらいからずっとお店にいるけど、戻ってきた様よう子すはないと思うよ？」

　そんな言こと葉ばが返ってくるだけだった。

「そうか……」

　どうやら教室にも戻って来ていないようである。

　これで春香の足取りは完全に途と絶だえてしまった。

　それどころか三時からはコスプレ喫きつ茶さの仕事が俺に回ってくることになっており、探さがしに行くこともままならない。くそ、こんなことしてる場合じゃないってのに……

　と、

「ねー、裕ゆう人と、もしかしてなんか急用があったりするー？」

「え？」

　いつの間にそこにいたのか、信長が何なに気げない顔でそう訊いてきた。

「んー、何だか追おい詰つめられた『幼おさな馴な染じみケンくん』みたいな顔してるからさー。急ぎの用事でもあるんじゃないかって思ったんだけどー」

「それは……」

　その通りなんだが、信長に詳くわしい事情を話すわけにはいかない。これは春香の『秘密』とプライバシーに深く関かかわってくることだ。

　俺が口をつぐんでいると、

「んー、やっぱりなんか事情があるみたいだねー。あ、別に詳しいことは話さなくてもいいよー。どうせ言いい難にくいことなんだろうしー。そういうことならここは僕に任まかせて、裕人は行きなよー」

「……いいのか？」

　いつも通りの笑えみを浮うかべる幼馴染みの顔を見る。

「うんー。他ならぬ裕人のためだからねー。店の方は僕がうまくやっとくからさー」

「信長……」

　その厚こう意いが嬉うれしかった。普ふ段だんの行動は色々と問題だが、何だかんだでいいやつなんだよな、こいつは。

「ほらー、早く行きなよー。急いでるんでしょー？」

「あ、ああ。スマン、恩おんに着る！」

「いいってー。その分、また今度色々と付き合ってもらうからー」

　信のぶ長ながのそんな楽しげな声を背せ中なかで聞きながら教室をダッシュで飛び出す。

　こうなったらもう、片かたっ端ぱしから探さがしてみるしかない。

　春はる香かがいる可か能のう性せいがある場所をしらみ潰つぶしに回っていく。

　校庭。

　体育館。

　中庭。

　音楽室。

　屋おく上じよう。

　だけどそのどれにも春香の姿すがたはない。

　近くにいた生徒たちに訊きいてみても、春香を見たという報ほう告こくすらない。

　──春香を探すってのはこんなに大たい変へんなのか？

　改めてそのことに気付く。

　今までは春香の方から会いにきてくれた。気付けば傍そばにいてくれた。俺はその状じよう況きように甘んじて……春香がそこにいるのが当たり前だなんて勘かん違ちがいをしてたんじゃないのか？

「……くそ！」

　ぽわぽわな、お日様みたいな春香の笑え顔がおが脳のう裏りを掠かすめる。

　春香に会いたかった。

　会って謝あやまりたいのはもちろん、それ以上にただ春香といっしょにいたかった。春香の心からの笑顔が見たかった。

　だがそんな想おもいとは裏うら腹はらに時間ばかりが流れるように過ぎていき、

『それではこれにて、第三十五回白はく鳳ほう祭さいを終了いたします。ご来場の皆様、本当にありがとうございました。まだ校内におられる方々は、最も寄よりの出口から速すみやかにご退たい場じようを──』

　とうとう、そんなアナウンスがスピーカーから響ひびいてきた。

　校内を走り回っている内に、いつの間にか文化祭終了の時刻となっちまっていたようだった。

「……はあ」

　重苦しいため息いきが口からこぼれる。

　結けつ局きよく、春香といっしょに文化祭を楽しむことはできなかった。あと残っているのはもはや後こう夜や祭さいくらいで……

「……後夜祭？」

　そこで頭にひとつの可能性が浮うかぶ。

　そうだもしかしたら……

　その瞬しゆん間かん、俺の足は動き出していた。

　そう、最後に残されたひとつの可か能のう性せい。

　アキハバラで交かわした、フォークダンスの約やく束そく。

　まだそれがあった。

　約束したんだし、きっと来てくれるはずだ。

　一いち縷るの望みとともに、フォークダンスの会場である校庭へと、俺は全速力で走った。







　校庭では、後こう夜や祭さい及びそこで使われるキャンプファイヤーの準じゆん備びが行われていた。

　後夜祭の始まりとともにすぐに着火されるということで、もうすでにけっこうな数の生徒が集まってきている。ざっと三、四百人はいるだろうか。

「春はる香か？」

「ちょっと、何？」

「あ、すいません、人ひと違ちがいです」

　その中を片かたっ端ぱしから春香の姿すがたを探さがしていく。

「あの──」

「ん、だれ？」

「あ、や、間違えました」

　だがそれでも春香は見つからない。

　疲つかれからか暗くなってきて視し力りよくが落ちてきているのか、髪かみ形がただけが似にているエセ春香や背せ中なかの羽根がダチョウみたいなニセ春香にまで声をかけちまったのは、もはや末まつ期き的てき症しよう状じようとしか言えないかもしれん。

　ここにも来てないなんて……

　気持ちがさらに重く大型船の碇いかりのように沈しずみこむのを感じた。

　これが最後の頼たのみの綱つなだった。

　約束をした時の春香の嬉うれしそうな顔。何があっても、これにだけは来てくれると思っていたのだが……

　しかし何でこんなことになっちまったんだろう。

　今さらながらに思う。いったい何が悪かったというのか。

　文化祭前のすれ違すれい、エロマウントポジション。

　原げん因いんらしきものを考えていけばいくつかは挙あげられるが……やはり一番の問題は春香を傷きず付つけてしまったことに気付けなかった俺自身だろう。

　やたらと明るく振ふる舞まっていた春香。

　昨日のことには触ふれようともしなかった春はる香か。

　意い識しき無意識はともかくとして、あれはもしかしたら傷きず付ついた春香の春香なりの俺へのサインだったのかもしれん。

　だけど俺はそれを受け止めることなく、見み事ごとなまでにスルーしてしまった。

　まさに見み逃のがし三さん振しん状じよう態たい。

　昔から鈍どん感かんだのボケーっとしてるだの言われてきたが、今日ほど自分のアホさを恨うらめしく思った時はない。

　もしも数時間前に戻もどれるのならば、顔がん面めんデッドボールになってでも受け止めてみせるってのに……

　そんなことを考えながら校庭の片かた隅すみで一人立たち尽つくしていると、

「──あれ、そこにいるのってもしかして裕ゆう人と？」

　ここのところよく聞いていた元気溢あふれる明るい声がかけられた。

「あ、やっぱり裕人だ。どしたの、こんなところでぼーっとして」

「椎しい菜な……」

　顔を向けると、そこには制服に着替えた椎菜の姿すがたがあった。

「なんか今にも口からエクトプラズムでも吐はき出だしそうな顔してるけど、だいじょうぶ？　調ちよう子しでも悪いの？」

「あ、いや大だい丈じよう夫ぶだ……」

　首を横に振ふると椎菜は「そう？　ならいいんだけど……」と言って、

「そうだ、そういえばミスコン見てくれたかな？　あたし、いちおう準じゆんグランプリになったんだよ。あ、もちろんグランプリは乃の木ぎ坂ざかさんだったんだけどね。やっぱすごいよねー、乃木坂さん。何の曲かは分かんなかったけど、あんなにキレイに弾ひくなんてさすがとしか──」

　いつもの明るい調子で楽しそうに話しかけてくる。だけど椎菜には悪いが、今はのんびりとお喋しやべりに興きようじているような気分じゃない。春香を探さがさないとならないし。

「スマン、ちょっと──」

　と言いかけた時、

「あ、そうだ。ねえ裕人、今から時間ある？」

「え？」

「や、よかったらいっしょにフォークダンスでも踊おどらないかなーって。せっかくこんなところで会えたんだし」

　ちょっと照てれたようにそう言ってきてくれた。

「フォークダンスか……」

　その申し出は嬉うれしかった。

　一年前の俺だったら、春香と知り合う前の俺だったら練ねり餌えを前にした冬のヘラブナのごとく飛びついていただろう。

　だが今は──

「悪い、まだ用事が残ってるんだ……」

　いくら春はる香かとの約やく束そくがなくなった可か能のう性せいが高いからといって、すぐにホイホイと椎しい菜なの誘さそいを受けるようじゃ、人間として男としてどうかと思うしな。

「あ、そうなんだ。だったらしょうがないかー」

　俺の返へん答とうに、あまり気にした様よう子すもなく椎菜は明るくそう言った。

「ほんとスマン。どうしてもやらなくちゃいけないことでな……」

「あ、気にしないでよ。そんな真しん剣けんに誘ったわけじゃないんだし、それならそれで麻ま衣いたちと適てき当とうに見てるからさ」

「そうか……」

　それならいいんだが……

「じゃ、あたし行くね。麻衣たちと合流しないとなんないし」

「ああ、本当に悪い」

「いいっていいって。それじゃまたね」

　ぱたぱたと手を振ふって、椎菜はキャンプファイヤー（着ちやつ火か寸すん前ぜん）の方へと歩いていった。

　──ほんとスマン、椎菜。

　その姿すがたを見送り、俺は再ふたたび春香を探さがすべく走り出した。




　一方、キャンプファイヤーへと向かった椎菜は、

「あーあ、ふられちゃったか」

　ちょっとばかり残ざん念ねんそうな顔で空を見ながら、頭の後ろで手を組んでそんなことをつぶやいていたのだった。







　後こう夜や祭さい会場である校庭にいないとすると、後はやはり校舎内しか考えられなかった。

　少し前にも回った高等部内の目ぼしいところを、もう一度徹てつ底てい的てきに探す。ここのところの春香との巡めぐり合あわせの絶ぜつ望ぼう的てきなまでの悪さもある、もしかしたら行いき違ちがいになってしまった可能性もゼロではなかった。

「ここには……いない」

　一階から順に上へと向かって各階をローラー作戦で潰つぶしていく。

「こっちも、ダメか……」

　先ほど探した時に比べると人の数はだいぶ減へっていて探しやすかったが、それでも全教室を漏もれなく確かく認にんするのにはそれなりに時間も労力もかかってしまった。

　だがそこまでしてもやはり春はる香かは見つからず、

　春香に繫つながる手がかりさえも見つけられず、

　とうとう屋おく上じようまで来てしまった。

「いない……か」

　だれもいない冷たい風が吹く薄うす暗ぐらい屋上でひとりごちる。

　校庭ではもう後こう夜や祭さいが始まったのか、楽しげな生徒たちの歓かん声せいに紛まぎれてオクラホマミキサーの音ね色いろがここまで流れてきていた。

　──まさかとは思うが、もう帰っちまったんだろうか。

　ここまで探さがして影かげもカタチも見つからないってことは、もはやそれしかないような気もする。

　すれ違ちがいの末の帰き宅たく。

　いやでも春香が教室に立ち寄った様よう子すはないし、教室に寄っていないということは制服に着替えることもできていないということだから、まさかあの恥はずかしがり屋やの春香が羽根付きドレスを着たまま帰るとも思えない。いやだがそのヘンは車とかを使えば何とか──

「だめだ……」

　思し考こうが完全にループ状じよう態たいだった。

　メビウスリングに乗せられたハツカネズミみたいに、アホみたいに同じ場所をグルグルグルグルと回っている。

　ホントにどうすりゃあいいんだろうな。半ば諦あきらめのため息いきとともに手すりに腕うでをかけた瞬しゆん間かん、

「……春香様を、お探しですか」

「！」

　ふいに耳元で声が響ひびいた。

　夜に降ふる雪のように静かで、落ち着いた声。

「……こんばんは、裕ゆう人と様」

「は、葉は月づきさん……」

　そこにいたのは乃の木ぎ坂ざか家けの無口メイド長さんだった。

　いつものように無表情のまま、背はい景けいに溶とけ込こむように立っている。

「……」

　いや何でこの人はこんな時まで音も気け配はいもなく背はい後ごから現あらわれるんだとか、というかいつから俺の後ろにいたんだとか、突っ込みたいことは山ほどあったが、今はそれよりも気にかかることがあった。

「……春香様をお探しですか？」

　そう、その台詞せりふだ。

　どうしてこの人は俺が春香を探していることを知っている？　ミスコン会場で別れてから今に至いたるまでこの人とは会っていないし、美み夏かや那な波なみさんとも接せつ触しよくしていない。いくら乃木坂家のメイドさんがメイドさんとは思えないほどの超スペックを誇ほこるとはいえ、ソースもなしにこの短時間でそこまで知ることはさすがに難むずかしいだろう、たぶん。

　すると、

「……事情は全て承しよう知ちしております」

「え……」

「昨日に春はる香か様と裕ゆう人と様との間にあったこと、春香様のお気持ち、そして今どうなっているか、僭せん越えつながら私は全て承知しております」

　淡たん々たんと、静かな声こわ音ねで葉は月づきさんはそう告つげてきた。

「……」

　どういうことだ？　それって、まさか春香から聞いてたってことか？

　そんな俺の内心の疑問に答えるかのように、

「……見ておりましたので」

「は？」

「……申し訳ございませんが、全部見ておりました。実はあの時、春香様には隠かくれて護ご衛えいについていたのです。いかに学園へ向かうとはいえ夜道は危き険けんですから。そうしていたところあのような場面に遭そう遇ぐうしてしまい、出るに出られずに……」

　とのことらしかった。

「……」

「……申し訳ございません」

　見てたっていったいどこから……ってのはもうこの人に訊きくのは野や暮ぼだろう。天てん井じよう裏うらなり壁かべの中なり、何だってアリな気がする。

　ともあれ事情は分かった。

　それなら俺が春香を探さがしていることをこの人が知っていても不ふ思し議ぎじゃない。

　だったら、

「春香は……どこにいるんですか？」

　それを訊くべきだろう。

　その質問に葉月さんは静かに俺の顔を見て、

「それに答える前に……裕人様に、ひとつだけお伝えしたいことがあります」

「お伝えしたいこと？」

「はい」

　首を縦たてに振ふりながら、一歩こちらへと近づく。

「……私が裕人様にお伝えしたいことはひとつ、春香様への向き合い方についてです。美み夏か様が仰おつしやったように、何を置いても全てに先んじて春香様のことを優ゆう先せんしてくださいとまでは言いません。現実問題として、それは限かぎりなく不ふ可か能のうに近いのですから。ですが──」

　そこで葉は月づきさんは一度言こと葉ばを止めて、

「──選ぶべき時だけは、間ま違ちがえないでください」

「選ぶべき……時？」

「……はい」

　葉月さんが静かにうなずいた。

「私にも昔……今の裕ゆう人と様と同じようなことがありました。……あれは今から三年前、大好きだったエリックが私の前から消えてしまいそうだった時のことです」

「エリック……」

　男の名前だ。昔の恋人か何か……なんだろうか？

「……その時のことについて細こまかく語かたることはいたしません。それはこの場においては無用な代しろ物ものです。ただ、私は選ぶべき時を見み極きわめることができなかった。選ばなければいけないその時に行動に移うつることができなかったのです。そしてその結けつ果か……エリックは私から離はなれていきました」

「……」

「ある日ふいに私の前から消えてしまったエリック……いつまでもそこにいてくれると思った存そん在ざいが実はそうではないと知った時、私は悩なやみました。そして後こう悔かいをしました。どうしてあの時に動かなかったのだろう、どうしてできることをやらなかったのだろう、と」

「葉月さん……」

「その時の後悔は……今でも忘わすれることができません」

　当時のことを思い出しているのか、遠い目をする。その表情は今まで見たことがないほど深い憂うれいに満ちていて……声をかけるのすらためらわれた。

　やがて葉月さんはうつむかせた顔を上げ、

「……だからこそ、私は裕人様に私と同じような気持ちは味わっていただきたくないのです。あの時の私の、選ぶべき時を間違えてしまった切ない気持ちを……」

「……」

　そうか……この一見ロマンスとは無む縁えんなように見える無口メイド長さんも、実は色々と苦労してきてるんだな。そのエリックさんとやらが葉月さんにとってどれほどの人だったのかは俺には分からんが、その時に彼女が深い後悔を感じていただろうことだけはその語り口から理り解かいできた。

「すみません、辛つらい話をさせてしまって……」

　俺が謝あやまると、

「……いえ、だいじょうぶです」

　葉月さんは静かに首を振ふって、

「ちなみにその後、エリックはオークションで無ぶ事じに手に入れることができましたので」

　そんなことを、言った。

「……は？」

　オークション？　オークションって、あの？

「……『YABEE!　オークション』です」

「……」

「……」

「え、ええと、葉は月づきさん、そのエリックというのは……？」

　何だか相そう互ご理り解かいに大きな齟そ齬ごがあるような気がしてならない。

「……当時発売された、期間限げん定ていのテディベアです。ぴんと立った耳と意い思しを感じさせる瞳ひとみがとても凜り々りしくかつかわいらしかったのですが……当時の私の貯ちよ蓄ちくでは手が出せないほどの値ね段だんだったのです」

「……」

　……ヌイグルミの話だった。

　てかそれ、別に選ぶべき時を間ま違ちがってないだろ。

　何だかいい話だったんだかそうでなかったんだか判はん断だんしかねていると、

「……春はる香か様は、体育館裏うらにいらっしゃいます」

　葉月さんが言った。

「……行ってさしあげてください。今の春香様には……裕ゆう人と様が必ひつ要ようなはずです」

　真まっ直すぐにこっちを見つめ、手をぎゅっと握にぎってくる。

「葉月さん……はい」

　うなずき返す。

　まあエリックうんぬんはともあれ、葉月さんが何を伝えたかったのかは分かった。動くべき時に動け。そう言いたかったに違ちがいない。

「じゃあ、俺は行きます」

「……はい。息そく災さいがあらんことを祈っております」

　ぺこりと頭を下げる葉月さんに背せを向け屋おく上じようを出ようとして、

「──あ、ところで葉月さん」

「……はい」

　春香のもとへ行く前に、どうしても一つだけ訊きいておきたいことがあった。

　ここで声をかけられた最初から、気になって気になって仕方のなかったこと。それは──

「……どうしてまた制服なんですか？」

「……」

　そう、なぜかこの無口メイド長さんの格かつ好こうは例の実技指し導どうの時と同じく白はく城じようの制服姿すがただった。後こう夜や祭さいに紛まぎれ込こむための変へん装そうのつもりなのか、それともまさか実はお気に入りだとか……？

　すると葉は月づきさん、微び妙みように照てれたように顔を逸そらしつつ、

「………企き業ぎよう秘ひ密みつです」

　短くそう答えたのだった。
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　体育館裏うらに着いたと同時に、聴きこえてきたのはオルゴールの音だった。

　聴きき覚おぼえのある、というかつい数時間前に体育館で聴いた美しくも悲しげなメロディー。

　微かすかに聞こえるその音を追おっていくと、そこには古びた木のベンチの上にぽつんと一人座すわり込んでいる羽根付きドレス姿すがたの春はる香かがいた。

　これは──

「春香……」

「あ……」

　俺の姿に気付くと、春香は焦あせったような顔で手に持っていた物体のフタをぱたんと閉じた。

　メロディーが、途と切ぎれる。

　見覚えのあるそのピアノ型の物体は、俺が誕生日プレゼントで渡わたしたあのオルゴールだった。

「こんなところにいたのか……探さがしたぞ」

　人ひと気けのまったくない体育館の裏。

　昼間でさえあまり人が来ることのないこの場所は、日が落ちたこの時間になっては周しゆう辺へんにすら人の姿はない。葉は月づきさんに教えられなければ、絶ぜつ対たいに分からなかっただろう。

「裕ゆう人とさん……」

　春香は顔を上げると、泣いているような笑っているような複雑な表情でこっちを見た。

　その顔に、思わず胸むねがチクリと痛いたむ。

　いったい春香はいつからここにいたんだろう。どんな想いで、どんな顔をしてこんなところに一人でいたんだろう。

　それを考えると、まったくもってやり切れなくなってくる。

　俺はゆっくりと春香に近づいていくと、

「隣となり……いいか？」

　そう尋たずねた。

「あ……」

　春香は小さく声を上げ、一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せたが、すぐにこくりとうなずいてくれた。

　木のベンチに腰こしを下ろす。

　隣となりにはエンジェルドレス姿すがたの春はる香か。

　ただそこにいるだけで、ほのかに柔やわらかい香かおりが漂ただよってくる。

　しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ、俺は思い切って口を開いた。

「春香……昨日は悪かった」

「え……」

　春香が驚おどろいたようにこっちを見る。

「昨日の夜のことだ。わざわざ差し入れまで持って来てくれたのに、何だか妙みようなことになっちまって……」

「あ、あの……」

「いやそれだけじゃないな。昨日の一件から始まって今日の今に至いたるまでの色々なことについてなんだが……。その、何から謝あやまればいいのか分からんが……とにかくスマン！」

　精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込めて頭を下げる。

　今の俺にできることはこれくらいしかない。

　だが俺の言こと葉ばに春香は困こん惑わくしたように手を振ふって、

「そ、そんな、あれは裕ゆう人とさんが悪いわけじゃないんです。だ、だから謝らないでください」

「でもな……」

　故こ意いではないとはいえエロマウントポジションを見せるハメになっちまったし、その説明を十分にすることもできなかった。さらにはその後も春香が傷きず付ついていたことにも気付かずにノンキな顔をしていたのも事実だ。

　だが春香はふるふると首を振って、

「ち、違ちがうんです。私は、そうじゃなくて……」

「え……？」

　春香はしばらくの間何かを考え込んでいたようだったが、

「あ、あの時のことは……私にもよく分からないんです」

　やがてぽつりとそう言った。

「分からない？」

「……はい」

　こくりとうなずく。

「どうしてあの時裕人さんから逃にげてしまったのか、どうして涙なみだが出てしまったのか……自分でも全然分からないんです。ただ、その、天あま宮みやさんと裕人さんの姿を見たら胸むねがもやもやとして苦しくなってきて……気付けば、走り出していました──」

「……」

「胸が苦しいような、悲しくなってくるような……そんな変な感じでした。まるで何か大事なものを失くしてしまったみたいな……。こんなことは生まれて初めてで、裕人さんの前でどんな顔をすればいいのかも分からなくなってしまったんです。だから、せめて裕ゆう人とさんにイヤな思いをさせないように笑っていようって……うっ……」

　春はる香かが声を詰つまらせる。

「で、でも、それもムリでした。ミスコンが終わった後に裕人さんが会いに来てくれて、『昨日のこと』と言われた瞬しゆん間かん……あの時のことが急に頭の中に浮うかんできてしまったんです。そうしたらまた胸むねが苦しくなって、その場にいることも辛つらくなってきて……」

「春香……」

「い、今でもどうしてそうなるのかは分からないんです。だけど何だか裕人さんが遠くへ行ってしまったように感じて…………ぐすっ……す、すみません」

　再ふたたび涙なみだを流しながらそう言ってくる春香。

　それって……少しは俺のことを意い識しきしてくれてるってことだよな？

「……」

　嬉うれしかった。

　はっきり言って、その場でバク宙をしたいくらい嬉しかった（できんけど）。

　春香と『秘ひ密みつ』を共有するようになり、いっしょに行動をすることが多くなって半年。ここに来てようやく春香の本当の心を少しだけ垣かい間ま見みることができたような気がするな。

　なのでそれに応こたえるべく、俺も言った。

「……どこにも行かないさ」

「え……」

「俺はどこにも行かないぞ。少なくとも春香がイヤだと言うまでは、春香の傍そばを離はなれるつもりはない。なぜなら──」

　そこで一度言こと葉ばを切り、




「俺は──春香といっしょにいたいからな」




　そう、告つげた。

　あー、なんかいつにもましてめちゃくちゃ恥はずかしい台詞せりふのような気がするな。てか勢いきおいに任まかせて言っちまったが、これって取りようによっちゃあプロポーズとかにも聞こえるんじゃないか？　いや内容自体にウソはないんだが、もう少しやり様ようってもんがあったかもしれん。

「……」

　うーむ、これはもしかしてまたやっちまったか……と恐おそる恐おそる春香の方を見ると。

「…………たい、です……」

「え……？」

　春香はこっくりとうなずいて、

「はい……私も…………私も、裕ゆう人とさんといっしょにいたいです。ずっと、裕人さんがイヤだと言うまでは、いっしょに……」

　そんなことを言ってくれた。

「もう、あんな想いはしたくないです……裕人さんが遠くに行ってしまったような、あんな気持ちはイヤです……」

「春はる香か……」

　ぼろぼろと涙なみだをこぼしながら、何度も何度もうなずいてくる。

　そんな春香の肩かたに、俺はそっと手を回した。

　手が触ふれた瞬しゆん間かんに少しだけぴくりと動いたが、春香はそのまま嫌いやがることなく身を寄せてきてくれた。

　そしてゆっくりと顔を上げると、

「ゆ、裕人さん……裕人さん…………」

　それまで抑おさえてたもんが一気に爆ばく発はつしたんだろうね。

　俺の胸むねにしがみ付きながら、春香は声を出して泣いた。

　これまで見たことがないほど、春香が感情を表に出した瞬しゆん間かんだった。

　そのままどれくらい経たったか。

「……落ち着いたか？」

「…………はい、です」

　やがて人ひと心ごこ地ちがついたのか、胸の中に顔を沈しずめたまま恥はずかしそうにこっくりとうなずく春香に向かって俺は言った。

「……だったら、踊おどるか？」

「え？」

　春香が首をかたむける。

「フォークダンス。約やく束そくしただろ？」

「あ、は、はい」

　まだ赤い目をぱちくりとさせながら春香はうなずきかけ、

「あ、で、でももうダンスは終わってしまって……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「で、ですけどそれだと音楽が……」

「音楽なら、あるだろ」

「え？」

　きょとんとした顔をする春香の手にある、ピアノ型の物体のフタを開く。

　流れ出すメロディー。

　柔やわらかで、キレイな旋せん律りつが辺あたりに響ひびき始はじめる。

「わあ……」

　春はる香かが声を上げた。

「どうだ？　これだって立りつ派ぱな音楽だ」

「裕ゆう人とさん──は、はいっ」

　春香が大きくうなずく。

　そして流れる音楽に合わせて、俺たちは踊おどり始はじめた。

　月明かりの下、オルゴールの音ね色いろを伴ばん奏そうとした二人だけのフォークダンス。

「え、えへへ、裕人さん、へたっぴです」

「む、しょうがないだろ。こんなもん生まれて初めてなんだし……」

　去年はキャンプファイヤーの脇わきで、幸せそうなカップルどもを眺ながめながら三さん馬ば鹿かや信のぶ長ながたちとダラダラとだべってるだけだったしな。

「だったら私に身体を任まかせてくださいです」

　ちょっと甘えた声でそんなことを言う。

「ほ、ほら、ここでこうやってステップを踏ふむんですよ」

「む、むう……」

　春香の指し示じのもと、慣なれないリズムで足を動かす。

　降ふり注そそぐ白い光の中、そんな風にぎこちなく踊る俺たちの後方五メートルほどの木こ陰かげで、
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「うんうん、お姉ちゃん、がんばったね」

「成長した愛まな娘むすめを見る気分ですね～」

「……お二人とも、おめでとうございます」




　どこぞのツインテール娘とメイドさん×二がこっそりとそんな会話を繰くり広ひろげていたというのは、後に聞かされた話だ。




　ともあれ。

　俺たちの仲直りのダンスは、オルゴールの音が鳴なり終おわるまで続いたのだった。
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　文化祭の翌よく日じつの振ふり替かえ休日。

　なぜか俺は乃の木ぎ坂ざか邸てい、『七色孔く雀じやくの間ま』（客間）にいた。

「も～、おに～さんはほんとにはらはらさせるんだから。一時はどうなることかと思っちゃったよ～」

「ほんとです～。見ていて落ち着かないというか～、春はる香か様が泣き出した時には思わず木こ陰かげから飛び出しそうになりましたし～」

「……やきもきしました」

「……」

　招まねき入いれられるなり部へ屋やの真ん中に正せい座ざをさせられてそんな説教をされまくる。

　周まわりにいるのは、美み夏か・葉は月づきさん・那な波なみさんの三人。

　これは何でも、先日に行われた『第一回お姉ちゃんとおに～さんのすれ違ちがいを何とかしよう会議』の反省会とやらであるらしい。家でのんびりと前日の文化祭でのエネルギー消しよう耗もう（色んな意味で）の回復に努めていたところ、突とつ然ぜんやって来たメイドさんたちに春香が呼よんでいると言われ急いで来てみたら、待っていたのがこれだったのだ。

「だめだよ～、男の子は常つねにビンカンに女の子の気持ちを推おし量はかってあげなきゃ。なんてゆうの、気き配くばり？　男の甲か斐い性しよう？」

「ええ、まったくもってその通りです～。本来ならば泣き出してしまう前に先手を打って何とかしなくてはいけないところですよ～」

「……ニブチン？」

「…………」

　三人が三人とも、もはや言いたい放ほう題だいである。

　正直言ってこんなエセ井い戸ど端ばた会議な場からは即そく座ざにでも帰りたかったのだが美夏曰いわく、

『まあまあ、いいからちょっと座すわりなって（正座）。お姉ちゃんが会いたがってるってゆうのは本当だよ？　後でいきなり部屋に行ってあげたら喜ぶんじゃないかな。サプライズイベントって感じ？　だけどその前にわたしたちのお話を聞いてからね♪』

　とのことで、仕方なくこの場に踏ふみとどまっているのであるが。

「い～い、男の子の基本スキルは一に優しさ二に気配り、三四がなくて五に甲斐性なんだよ？　おに～さんには一以外がまだまだ欠けてるんだから、そこんとこをよく自じ覚かくしとかないと」

「優しさだけでは人は生きていけないのですよ～」

「……甲斐性ナシ？」

　しかしさっきから延えん々えんとプチ説教が続きまくってもう三十分になるぞ。何だか内容もループというかエンドレスの様よう相そうを呈ていしてきたし、いいかげんに終わらせてもらって春香のところへ行きたいんだが……

「でもさ～、葉は月づきさんも知ってたんならもっと早く言ってくれればい～のに」

　と、美み夏かがちょっと不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「わたしたちはてっきりおに～さんは無ぶ事じに牛乳イベントを成功させてお姉ちゃんとらぶらぶになってると思ってたんだよ。なのに実はあんなドロ沼な状じよう況きようになってたなんて聞いて、驚おどろいちゃった」

「そうですよ～、ひとり占じめはひどいです～。情報はもっとみんなで分け合わないと～」

　那な波なみさんもぶ～ぶ～と文もん句くを言う。

　それを聞いた葉月さんは、

「……申し訳ありません。ですが、今回のことについてはなるべく他者の手を借りずに裕ゆう人と様がご自身の力で解決すべきことと判はん断だんしました。なので最後の最後まではお二人の耳には入れない方が良いと思いまして……」

「ん～、まあそれは分かるんだけどさ～。でも結けつ局きよく、葉月さんは手助けしたんだよね」

「エリックちゃんのお話までして後あと押おしをしたと聞きましたが～」

「……それは」

　葉月さんが少し照てれたように顔をうつむかせる。「……心しん配ぱい、でしたので」

「ん～、だけどしょ～がないのかな～。葉月さんのお気に入りだもんね、おに～さんは♪」

「エリックちゃんのお話はですね～、かな～り心を開いた人にしかしてくれないんですよ～？」

　美夏と那波さんが意味ありげな笑えみとともに俺の顔を見て、葉月さんが「…………」と黙だまり込こむ。

　むう、よく分からんがあのエリックうんぬんとやらの話は葉月さんにとってそんなに秘ひ蔵ぞうの一品だったのか。いやまあ色々と複雑ではあるし、基本的にはいい話なんだけどさ。クマじゃなければ。

「ま、でも今回の一件で分かったことは、おに～さんにはまだまだわたしたちの指し導どうの必ひつ要ようがあるってことだよね」

　にやりと美夏が笑う。

「ですね～。失礼ですがまだまだ裕人様は経験不足かと～」

「……同意します」

　その言こと葉ばを受けて、那波さんと葉月さんも俺に目を向けた。

　う、なんかすげぇイヤな予よ感かんが。

　これはまた面めん倒どうなことになる前にさっさと退たい散さんしちまおうかと出口に目を向けかけたところで、

「というわけで、これから第二回実技指導を行いま～す。テーマは『文化祭前日にお友達でクラスメイトのおね～さんとにゃんにゃんしてるところをお姉ちゃんに見られて慌あわてまくるおに～さんの正しい対たい処しよ法ほう』に決定いたしました～♪」

「ひゅ～ひゅ～♪」

「……ぱちぱちぱちぱち」

「……」

　遅おそかった。

　引ひき際ぎわを間ま違ちがえて挟はさみ撃うちに追おい込こまれた戦国武将のような気分になる俺の横で、美み夏かはどこからかメガホンと折おり畳たたみイスを取り出し、

「というわけで準じゆん備び準備♪　おに～さんはもちろんまたおに～さん役で、お姉ちゃん役は葉月さん。あの天あま宮みやさんっておね～さん役は那な波なみさんね」

　実に楽しげにそんなことを言い出した。

「で、状じよう況きよう設せつ定ていはっと……え～と、確たしか葉月さんの話ではおに～さんがおね～さんに襲おそい掛かかった時にお姉ちゃんが入ってきたってことだから……それじゃ那波さんはそこに立ってて。葉月さんは出番が来るまで部へ屋やの外で待たい機きしててくれるかな」

「お任まかせください～」

「……承しよう知ちいたしました」

　メイドさん二人も快こころよくそんな返事をしやがる。ちなみにこの二人、今の一いつ瞬しゆん（約三秒ほど）ですでにメイド服から制服姿すがたへと変わっていた。だからあんたらは忍にん者じやですか……

「さ、おに～さん、準備はおっけ～？　後はおに～さんさえよければいつでも始められるよ」

　もそもそと部屋を出て行くメイド長さん（制服着用）を背はい景けいにこっちを向いて、美夏がすげぇいい笑え顔がおでそう言った。

　はあ……どうやら本気でやる気みたいだな。個人的には正直これっぽっちも気が乗らないというか転てん落らく気ぎ味みなんだが、このツインテール娘たちの真夏のミンミンゼミみたいな勢いきおいからしておそらくミッションコンプリートするまでこの部屋から出してくれんだろう。だったら、

「……分かった。やるならやってくれ」

　とっとと終わらせちまうのが得とく策さくだ。ヘタに引ひっ張ぱれば引っ張るほど状況は雪だるま式に悪化していくに決まってるからな。

　すると美夏は、

「あ、そう？　那波さんも準備はいい？」

「はい、ばっちりですよ～」

　にっこりメイドさんが笑顔でうなずき、

「うん。じゃあ始めるね──えい♪」

「ぬおっ」

　かわいらしいかけ声とともに、俺の背せ中なかがどんと押おされた。

　小型かつ軽量な一いち撃げきとはいえ背はい後ごからの不ふ意い打うちである。俺の身体は勢いで前につんのめりそのまま進路上にいた那波さん（制服着用）にぶつかって、二人してもつれるように床ゆかへと倒たおれた。

「み、美み夏か！」

　突とつ然ぜん何しやがる！　思わず声を上げた俺に、

「え～、だっておに～さんが天あま宮みやのおね～さんに発情したケモノのように覆おおいかぶさったところから始まったんでしょ？　だったらその状じよう態たいからじゃないと始められないじゃ～ん」

　しれっとした顔で美夏はそう言った。

「……」

　いや、その前ぜん提ていは必ひつ須すなのか？　てか発情したケモノっておい……

「ほらほらおに～さん、いいからもっとちゃんと密みつ着ちやくしなきゃ。大事なのはりありてぃなんだよ、りありてぃ」

　さらに好き勝手を言ってくる美夏。おまけにもう一人の当事者である那な波なみさんも那波さんで俺の下で馬乗られ状態になりながら「強ごう引いんな裕ゆう人と様もステキですよ～♪」などと適てき当とうなことを言いながらにこにこ笑うだけだし。

「……」

　もうグダグダだった。

　朝メシの納なつ豆とうに醬しよう油ゆと間ま違ちがえて思いっきりニョクマムをかけちまったくらいグダグダだった。

　……帰りてぇ。

　上から下から「おに～さん、もっと優しくエスコートして！」「腰こしの位い置ちはもう少し上の方がいいと思いますよ～」などの意味不明な指し示じを受け、何だか自分がどうしてここにいるんだかそれすらも分からなくなりかけてきたその時。

　がちゃり、と。

　後ろの方で部へ屋やのドアが開く音がした。

　同時にだれかが部屋へと入ってくる気け配はい。

　ああ、これはきっと春はる香か役の葉は月づきさんだろう。

　シナリオが一昨日のエロマウントポジション事件の通りに進むならそのはずである。とすれば、後は牛乳とアンパンを落とすと思われる葉月さんにうまく対たい処しよすればこの頭の悪い実技指し導どう第二弾も終わりとなるはず──

　と心からの安あん堵どとともに顔を上げると。

　なぜかそこには、

「……え、えと……」

　ぽかんとした顔で立たち尽つくす春香の姿すがたがあった。

「……」

　あー。

　何で春香がここに？

　いや乃の木ぎ坂ざか邸ていなんだから春はる香かがいるのは当然なんだが、そうじゃなくて何だってこの客間であるところの『七色孔く雀じやくの間ま』に来客（俺のことな）を知らないはずの春香がいるんだってことである。

「ん、ん～と、何でお姉ちゃんがここにいるのかな～？　おに～さんが来ることは言ってなかったと思うんだけど……」

　美み夏かにしてもこの場に春香が現あらわれることは予よ想そう外がいだったらしい。困こまったような笑えみを浮うかべてそう尋たずねた。

「え、私ですか？　わ、私は、その、沙さ羅らさんから裕ゆう人とさんがこちらにいらしていると聞いて来たのですが……」

「沙羅さん？」

　出て来たのは、俺を乗せてここまで運転してきてくれたメイドさんの名前だった。

「は、はい。何かまずかったでしょうか……？」

「そっか～、沙羅さんか～。それは盲もう点てんだったな～……」

　美夏は三秒ほど沈ちん黙もくして、

「ん～、こうなったらここは……よし、ほらおに～さん、今こそここで決きめ台詞ぜりふだよ。〝俺が本当に覆おおいかぶさりたいのはお前だけなんだ！〟って」

　びっと俺の顔を指差しながらそう叫さけんだ。

　どうやら細こまかいイレギュラーは脇わきに置いておいて、強ごう引いんに実技指し導どうを続けることに決めたらしい。

「……」

　いやまあ美夏らしいっちゃ美夏らしいが……いくら何でもそれはムチャだろ？







「す、すみませんでした。何だか美夏が色々とご迷めい惑わくをかけてしまったみたいで……」

「あー、いや」

「ほんとうにごめんなさいです……あの子も悪わる気ぎはないはずなんです。ただ裕人さんに懐なついているので、その……」

　春香がぺこぺこと頭を下げる。

　場所は移うつって春香の部へ屋や。

　あの後、固かたまった春香に美夏とともに適てき当とうな事情を説明して何とかその場を誤ご魔ま化かし（ちなみに俺と那波さんとでプロレスごっこをやっていたというトンデモ結論に落ち着かせた）、俺たちは『七色孔雀の間』を後にして春香の部屋へと向かったのだった。

　ちなみにこの場に美夏たちの姿すがたはない。

　客間を出たところで、

『ごめんね、おに～さん。驚おどろかせちゃったお詫わびに、お姉ちゃんと二人っきりにさせてあげる。今回に限かぎっては覗のぞいたりしないから、お姉ちゃんとの時間を十分にエンジョイしてくれてい～よ。──いっきにお義に兄いさんになってくれちゃったりして？　きゃっ♪』

　などと言い残して、フェードアウトしていったのだ。相変わらず耳みみ年どし増まというか一言多いというか、ったく……

　ともあれまあそういう次し第だいで、今はこうして春はる香かの部へ屋やで二人で巨大ベッド（天てん蓋がい付き）の縁ふちに腰こし掛かけているわけだが。

「……」

　改めて二人きりになると、なんか気まずいというか気き恥はずかしかった。何せあんなほとんどプロポーズ紛まがいのこと（プラスこれ以上ないくらい恥ずかしい台詞せりふ）を言っちまった昨日の今日だ。照れくさくて春香の顔がまともに見られないっつーか……

「？　あれ、裕ゆう人とさん、何だか顔が赤いような……。だいじょぶですか？」

「ん、あ、ああ」

「？」

　我ながら微び妙みような挙きよ動どう不ふ審しん具ぐ合あいを見せる俺に対して、春香は思ったよりも普ふ通つうだった。いつもと変わらぬマイナスイオン振ふりまきまくりな笑え顔がおで、ぽわんとこっちを見つめている。

「……」

　むう、しかし本当にいつも通りだな。ここまで変化がないと、何だか昨日のアレが本当にあったことだか少しばかり不安になってくる。まさかとは思うがアレはイリオモテヤマネコ（肉食）に目を付けられたニワトリのごとく追おい詰つめられた俺が見た白はく昼ちゆう夢むだったとかじゃ……

　などと若じやつ干かん被ひ害がい妄もう想そう気ぎ味みな疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれていると、

「──あの、裕人さん、昨日はありがとうございました」

「え？」

　ふいに春香がそう言った。

「あ、い、いきなりすみません。突とつ然ぜんこんなことを言っても、驚いてしまいますよね」

「あ、いや」

　それは別にいいんだが……

「でも私……とっても嬉うれしかったんです。裕人さんが、その、私といっしょにいたいと言ってくれて……」

「春香……」

　春香がぽっと頰を赤らめる。

「ご、ごめんなさい。だけどあんなことを言ってもらったのは初めてなんです。だからどうしてもちゃんとお礼を言っておきたくって……」

　えへへ、と笑顔を見せる春香。

　これはもしかして春はる香かも俺と同じ気持ちでいてくれたのか、と──思いきや。

「私も、裕ゆう人とさんにはいつまでもいっしょにいてもらいたいです。美み夏かや葉は月づきさん、那な波なみさんや沙さ羅らさん、お母様やお父様たちみたいに……」

　にっこりと微ほほ笑えみながらそう言った。

「……」

　……それって、何かが違ちがうような。

　うーむ、なんか伝でん達たつ側がわと被伝達側とで微び妙みようにニュアンスの差さ異いがあるような気がしてきた。というか明らかに違う。

　……でもまあ春香だしな。とりあえず今回のところは春香の大切さを確かく認にんできたのと、春香と仲直りができただけでもよしとしよう。どんなカタチであれ、春香が少しは俺のことを意い識しきしてくれるようになっただけでも一歩前進といったところか。

　と、少しばかり消しよう極きよく的てきな自己完結していると、

「……でも、どうしてでしょう」

　春香がぽつりとそうつぶやいた。

「ん？」

「さっき裕人さんと那波さんが〝ぷろれすごっこ〟をしているのを見て……少しだけ、また胸むねがきゅっとなっちゃいました」

「え……」

「へ、変ですよね。裕人さんと那波さんが仲良くしていて、本当なら嬉うれしいはずなのに……。でもどうしてか胸が……」

　そこで言こと葉ばを止めると、春香は顔を上げて俺の服の裾すそをちょこんと摘つまんできた。

「は、春香？」

「あ、す、すみません。な、何ででしょう。どうしてかは分からないのですが、裕人さんの近くに行きたくなってしまって。ご、ごめんなさいっ」

　慌あわてて離はなれようとした春香に、

「……あー、いや、構かまわないぞ」

「え？」

「てか、俺もいっしょにいたいって言っただろ。いっしょにいたいってことは近くにいたいってこととほとんど同じ意味で、あー、その、要するに俺もこうしていたいっつーか……」

「裕人さん……」

　春香の顔がぱ～っと明るくなったように見えた。

「で、でしたらちょっとだけお願いします」

「あ、ああ。ちょっとと言わずいくらでも。どんとこい」

「は、はい」

　そこはかとなく意味不明な言こと葉ばを発した俺に、春はる香かは遠えん慮りよがちにそっと寄より添そってきた。

　肩かたにちょこんと頭を乗せて、両手でぎゅっと腕うでをつかんでくる。

　羽根のように軽い感かん触しよくとふわりと流れる柔やわらかな香かおり。

「え、えへへ。裕ゆう人とさんの身体って、あったかいですね」

「そ、そうか？」

「はい、こうしていると落ち着きます……」

　こっちを見上げながら嬉うれしそうにそんなことを言う春香の笑え顔がおは、俺が今まで見たどの春香よりもかわいくて──

　……やばい。

　理り性せいが高こう架か下したに作られた安アパートの一室のようにぐらぐらと揺ゆれる。

　そういえば今回こそは美み夏かたちの横よこ槍やり（巨大、鋭するどい、直径五メートルくらい）もないんだよな。ざっと周まわりを見み渡わたしてもそれらしき様よう子すはないし、どこかに隠かくれているような気け配はいも感じられない。

　ということは。

　こ、これは、もしかしたら今日こそ──

　そんな淡あわい期き待たいが前ぜん頭とう葉ようの内側に活性酸素のようにボコボコと浮うかぶ。

　だが次の瞬しゆん間かん、

　バタン！

　すさまじい勢いきおいで部へ屋やのドアが開かれた。

「春香、入るぞ！」

　聞くだけで骨ほねの髄ずいにまで響ひびきそうなごつい声。続いて姿すがたを現あらわしたのは春香父だった。

「!?」

　二人して弾はじかれるように、それぞれベッドの両りよう端はしへと飛びのく。

「聞いたぞ、小僧が来ておるそうだな！　昨日言ったばかりなのに早さつ速そく来るとは、今どきの若造のクセに少しは見所があるではないか。そういうやつはまあ嫌きらいではない──む、何をやっているのだ？」

「あ、い、いやこれは」

「ベッドの上に男女が二人……まさかとは思うが貴き様さま、春香に不ふ埒らちなマネをしようとしてたわけじゃあるまいな──？」

　ぎろりとノコギリみたいな視し線せんを突きつけてくる。

「ち、違ちがいます違います！」

　本当のことを喋しやべればそのまま脳のう天てんをスイカ割りのスイカのようにカチ割られそうだったので、真っ赤になったまま沈ちん黙もくする春香を何とか春香父の視線から隠かくし、必ひつ死しに弁べん明めいする。

　幸さいわいというか九死に一生というか、春香父はそれ（赤せき面めん春香）には気付かなかったみたいだった。

「──ふん。まあ何もなければそれで構かまわん。ならさっさと来るがいい」

「へ？」

　行くって、どこに？

「何だその顔は。貴き様さまは私に経営学の教えを請こうために来たのだろう。違ちがうのか？　さあ来い。私の書しよ斎さいはこっちだ」

「え、いや、あの……」

　腕うでを摑つかまれてずるずると引きずられていく。

　ベッドの端はしでまだ微び妙みように赤い顔をしていた春はる香かも、

「ゆ、裕ゆう人とさん、お父様ともすっかり仲良しですね。私のことは気にせずに行ってきてくださいです」

　そんなことを言う。仲良しって、それは絶ぜつ対たいに違うだろ……

　ほとんど呆ぼう然ぜん自じ失しつ状じよう態たいの俺を見下ろしながら、春香父はバキバキと指を鳴ならし、

「ふふふ、久しぶりの教きよう練れんだ。腕が鳴る。今日はゆっくりじっくりみっちりと、時間が許ゆるす限かぎり教え込んでやるから楽しみにしているがいい」

「……」

　実に楽しそうにニヤリと笑った。




　とりあえず今の俺にできることは。

　春香父の書斎から生きて帰れるように、神様に祈ることだけだった。


ＥＮＤ　









　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ』四巻をお届とどけします。







　本書の第十三話は「電撃ｈｐ」41号に掲けい載さいされたものを加か筆ひつ修しゆう正せいしたもの、第十四話、十五話、十六話及びエピローグは書き下ろしとなっております。

　基本コンセプトは一巻の頃ころと同様「できる限かぎり読みやすくかつ楽しいお話」ですが、今巻はちょっとした節ふし目めの部分に当たることから、普ふ段だんよりも若じやつ干かんシリアス分が多めかもしれません。とはいえあくまで若干ですので、お話自体の雰ふん囲い気きは今までと変わらない……はずです、きっと。なので肩かたの力を抜ぬいてこれまで通りに気楽な気持ちで読んでもらえれば作者としては嬉うれしい気持ちでいっぱいです。どんな時にも気楽に読んでもらえて、読後に少しでも楽しい気分になってもらおうというのがこのシリーズのモットーですので。

　ちなみに次巻は冬のお話となる予定です。おそらくは年内には出せるのではないかと思います。




　以下はこの本を出すにあたってお世せ話わになった方々に感かん謝しやの言こと葉ばを。

　担当編集の和田様と三木様。今回はけっこうスケジュールぎりぎりまで粘ねばってしまいました。次からはもう少し余よ裕ゆうを持って作さ業ぎようができるようにがんばります。

　イラストのしゃあ様。毎回ステキなイラストをありがとうございます。見本が届とどいた時にまずイラストを見るのが何よりの楽しみです。色々とお忙いそがしいようですが、今後ともどうかよろしくお願いします。

　取しゆ材ざいでお世話になったCOSPAの小こ雀すずめ様及び秋あき葉は原ばら店てんの皆様。その節せつはどうもお世話になりました。細こまかいところまで丁てい寧ねいに説明していただいたおかげで、店内の描びよう写しやにかなり役に立ちました。あと出しゆつ演えん許きよ可か、ありがとうございます（笑）。




　そして最後になりますが、何よりもこの本を手に取ってくださった読者の皆様に深い感謝を。







　それではまた再ふたたびお会いできることを願って──





二〇〇六年三月末日　五十嵐雄策　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の秘密④。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、文庫デビュー。その後、順調に執筆活動と司法試験の勉強を繰り返し、今では司法試験よりも執筆への情熱が上回ってきつつあるものの、今年の試験の結果も気になるところ……。
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イラスト／しゃあ

しゃあの秘密④。ぼちぼち佳境に入ってきた『キョウハクDOG's』の原稿を入稿後、休みなく本稿の作業に突入。自宅に引きこもるも食料が尽き、編集部に救援要請の電話が……。
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